
 

 

令和６年度生涯学習センター事業運営の考え方 

 

１ 社会情勢の変化と基本的な考え方 

近年，少子化や人生１００年時代の到来，社会全体のデジタル化，新型コロナウイルス感染拡大

に伴う生活様式の変化など，社会環境がめまぐるしく変化し，人々の行動・意識・価値観も変容す

る中，住民同士のつながりの希薄化が進み，個人に多様な能力が必要とされることから，社会の変

化に対応できる人間力を高める多様な学習機会の提供や学習を通して人々のつながりを深める生

涯学習環境の充実が求められている。 

生涯学習センターの事業運営は，令和５年度２月に策定した「第３次宇都宮市地域教育推進計画

後期計画」に基づき，取り組んでいく。計画の策定２年目となる令和６年度については，「令和５年

度生涯学習センター事業運営の考え方」を基本としながら，令和５年度上半期の実績等を踏まえた

新規事業や見直し事業に取り組み，内容の充実を図っていく。 

（参考） 生涯学習センターで取り組む事業 

継続 新規 見直し 

・ハイブリッド型の講座の実施 

・企業等との連携 

・学校や家庭ではできない体験学 

習等の実施 

・地域や外国人、親子等、参加者間 

の交流の場の提供 

・孤立しがちな子育て世代のコミュ 

ニティ形成 

・地域課題の共有、地域への興味・ 

関心や郷土愛の醸成 

・リピーターでなく、新規の参加 

・働き世代やプレシニア世代の参加 

・SNS の活用など、若い世代へ向け 

た地域の魅力発信 

・講座実施後のフォローアップ 

 （スマホ講座におけるデジタルサー 

ビスの利活用など） 

・SNS 等、デジタル技術を活用した 

講座の周知及び参加者募集 

・内容を固定せず、参加者の状況や 

レベルに見合った講座の実施 

・土日開催や託児の充実など、 

開催日時等の工夫 

・男女ともに参加しやすい環境の 

整備 

・サークル団体の活動に結びつく 

参加型体験型の講座の実施 

 

 

２ 第３次宇都宮市地域教育推進計画後期計画について（令和５年度～令和９年度までの５か年計画） 

基本理念 

学びを通して，社会の変化に対応できる高い人間力を育むとともに，地域ぐるみの教育活動により，一

人ひとりが活躍できる社会を実現する。 

基本目標Ⅰ 基本目標Ⅱ 基本目標Ⅲ 基本目標Ⅳ 

一人ひとりが自己の実

現や生活の向上、地域

社会の発展に向けて主

体的に学習に取り組ん

でいます。  

地域・学校・家庭が相

互に連携・協力した教

育活動を通して，地域

全体で学び合い育ち合

っています。 

多様な主体や人がつな

がりを深め，様々な場

面で学んだ成果を生か

して活動しています。 

学習や学んだ成果を生

かした活動に継続的に

取り組める環境が整っ

ています。 

 

【事業全般で意識していく後期計画の特徴】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
デジタルも活用して誰もが分

け隔てなく参加できる，学べ

る環境づくり 

学びの礎となる読書を推進し，

市民の豊かな人間性を培うと

ともに課題解決力を向上（課題

解決のサポートも含む） 

大学や企業の協力なしではで

きない高度（または専門的）な

学習及び様々な活動へとつな

げる人材育成 
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３ 生涯学習センター事業運営における重点項目について 

「令和５年度生涯学習センター事業運営の考え方」を基本とした下記の４点の方向性を重点的に
取り組んでいく。令和５年度上半期の実績等を踏まえた継続・新規・見直しの視点から，第３次宇
都宮市地域教育推進計画後期計画の基本理念の実現に向けて，内容の充実を図る。 
 

（１） 地域住民の学習意欲の高揚と生活の向上に資する事業の推進               

  一人ひとりの主体的な学習活動を支援し，個人の成長や自己実現を促す講座等を開催する。 

 

・「学ぶ楽しさ」を感じ，「仲間づくり」につながる講座の開催 

・パソコンやスマホ教室，防災に対応した講座，コロナ禍における開催方法を工夫した講座など， 

「社会的課題に対応した講座」の開催 

・ＺｏｏｍやＹｏｕｔｕｂｅ等のデジタル技術を活用したハイブリッド型の講座等の開催や学習 

の推進 

  ・参加者の状況やレベルに見合った講座の実施や，講座実施後のフォローアップ 

  ・ＳＮＳやＱＲコード，電子申請システム等，デジタル技術を活用した若い世代への講座の情報 

発信や参加者募集 

 

 

 

 

（２） 地域・学校・家庭が連携・協力し，一体となった教育活動の推進             

家庭の教育力向上を促す講座の開催や，家庭・学校・地域が連携する，つながるきっかけづく 

  りなど，地域全体で子どもを育む教育活動の支援に取り組む。 

 

・子育て世代の保護者の気づきや悩み解決，親子の交流や仲間づくり，ネットワークづくりを促 

 す参加交流型や体験学習型講座等の開催 

・土日や平日夜の講座の開催など共働き世代等でも参加しやすい環境づくり 

・魅力ある学校づくり地域協議会等の教育活動を支援する団体への支援や，学校・地域・企業等 

 と連携して子どもの成長を支える教育活動を推進する子育て世代や青少年を対象とした講座 

の開催 
 
 
 
 
 
 

（３） 地域理解を促進する講座と学んだ成果を活動につなげる仕組みの充実           

地域や社会を支える人材の育成に向けて，地域理解を促す講座や学んだ人が様々な活動主体と 

つながる学習機会を提供する。 

 
・「地域学講座」など，地域課題を共有し，地域に対する理解や愛着を育む講座の開催 

・ＳＮＳやデジタル技術の活用による若い世代へ向けた地域の魅力発信や「仲間づくり」の促進 
・ＮＰＯ・大学・企業等と連携し，専門的な知識や技術を獲得することができる学習機会や情報の提供 

・サークル団体の活動に結びつく参加型体験型の講座の実施 

 

 

 

【参考】後期計画の基本指標 

 主体的に学習に取り組んでいる市民の割合 

  令和３年度 ２３．９％ ➡ （令和９年度 ５０．０％） 

【参考】後期計画の基本指標 

 地域における学習支援や体験活動等の教育活動に参加した活動者数及び児童・生徒数 

  令和３年度 ８１，１７１人 ➡ （令和９年度 １７０，０００人） 

〈内訳〉活動者数  （令和３年度）２０，５５５人 ➡ （令和９年度）３０，０００人 

       児童・生徒数（令和３年度）６０，６１６人 ➡ （令和９年度）１４０，０００人 

【参考】後期計画の基本指標 

 地域に貢献する活動に参加している市民の割合 

  令和３年度 ２９．５％ ➡ （令和９年度 ３５．０％） 
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（４） 持続的に地域住民の学習や活動，交流を支援する地域教育の基盤の強化         

 市民が学習や活動をしやすい環境整備とともに，学習相談，情報提供等の機能の充実を図るなど， 

地域拠点としての基盤の強化に取り組む。 

 

  ・生涯学習団体や教育活動を行う団体等への施設貸出など，場の提供による活動の支援 

・生涯学習情報提供システム（マナビス）の積極的な情報発信など，学習者や活動したい人を様々 

な活動へ結びつける学習相談支援サービスの充実 

・幅広い年代の地域住民等が「交流・活動する場」として，施設の環境整備や役割の周知 
 
 
 
 
 
 

 
４ 生涯学習センターの役割 
 
・市民の最も身近な地域の学習と活動の拠点として，ＳＤＧｓ，市民協働，文化振興，男 
女共同参画，福祉，国際化など，地域教育に関わる本市の多様な分野の計画も踏まえた， 
多様な学習機会の提供を通した，意識醸成の推進 

（各分野の講座を開催するわけではなくとも，アイスブレイクで各分野の意識醸成を取り 
入れる，各分野の啓発チラシを配布する等も含む） 

 
・地域特性や地域住民のニーズなどを踏まえつつ，個人の要望と社会の要請のバランスに配慮した
講座の実施や，学びを通して人々がつながり，学び合うことができる機会の提供 

                                                                                                                             
・ＮＰＯ・大学・企業等と積極的に連携し，学習の分野を広げるとともに，その専門的な 
スキルやノウハウを活かして個人の成長を促す講座の実施 

 
・土日や平日夜など講座等の開催日時の検討や託児の充実，ＳＮＳや動画配信などの実施方法を工 

夫した講座の実施，ＱＲコードや電子申請システム等を活用した情報発信など，デジタル技術 

を活用した幅広い年代の参加の促進 
 
・地域活動団体と協働・共催した講座や文化祭・地域のイベントの開催など，学んだ人が意欲的・
主体的に地域とつながる事業の実施 

 
・地域住民や多様な団体が交流・活動しながらつながる場として，施設の活用を促す事業の推進 

【参考】後期計画の基本指標 

 学習や活動を行う環境に満足している市民の割合 

  令和３年度 ‐ ％ ➡ （令和９年度 ５０．０％） 

（現時点での実績値がないため，今後，市民意識調査で確認し，目標値を決定） 
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生涯学習課

令和５年度生涯学習センター事業実施報告書
（令和６年１月３１日現在）

（協議事項⑴） 令和５年度生涯学習センター事業実績 及び

令和６年度生涯学習センター事業計画（案） について
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内容 対象 時期 回数

令和 6 年 9 月 6 日

～

令和 6 年 2 月 16 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

36 人 人 70代

令和 5 年 7 月 14 日

～

令和 5 年 12 月 1 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

207 人 0 人 60代

令和 6 年 3 月 5 日

令和 6 年 3 月 5 日

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

人 - 人

令和 5 年 6 月 7 日

～

令和 5 年 6 月 28 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

79 人 0 人 60，70

令和 6 年 2 月 7 日

～

令和 6 年 3 月 6 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

150 人 0 人 70代

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

- 人 - 人

令和 5 年 5 月 17 日

～

令和 5 年 11 月 15 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮ビジネス電子専門学校　幼児保育ビジネス科

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

216 人 108 人 30代

令和 5 年 6 月 18 日

～

令和 5 年 12 月 3 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮ビジネス電子専門学校　幼児保育ビジネス科

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

121 人 50 人 30代

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向

上

に

資

す

る

事

業

の

推

進

名作・名画鑑賞
会

郷土に関わる題材や社
会の関心の高い課題を
捉えた作品を発掘・上
映することで，当セン
ターを利用したことの
ない幅広い市民に足を
運んでもらえるきっか
けづくりとする。

市内在住
者

未定 1回 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者数が少ないことや，市民が動画配
信サービス等，スマホを利用して映画を
鑑賞する機会が増えていることから，ス
マホの基本操作を学ぶ機会の提供を目的
に，スマホ基礎講座に統合した。

左記のとおり，廃止とする。

【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

【連携実績】

連携団体数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバ
イド及びデジタル機器
への使用への対応とし
て，身近なスマート
フォンの基本操作を学
び，利用技術の向上を
図る。

地域内の
一般成人

令和5年度　中央生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　市中心部における生涯学習および市民活動の拠点として，多様な学習活動やまちづくり活動を支援するとともに，個々人が持つ知識や能力を地域・社会に還元できる機会や場の提供に努める。
 （ア）変化する社会情勢や話題となっている事柄など，多様化する市民ニーズをとらえた魅力的な講座の実施により学習意欲の高揚を図り，誰もが学び活躍できるための社会を考える契機となるよう講座の充実につとめ，

「学ぶ人」の支援を行う。
 （イ）親子・親同士・子ども同士の交流を促進するとともに，子育て中の親と，社会を支える多世代との交流を深める場を提供することで，家庭・地域の教育力の向上を図る。
 （ウ）地域大学や専修学校，ボランティアスタッフと，専門知識や経験を活かす機会を提供して人材の育成に努めるとともに，市民目線による生涯学習の推進に努める。
 （エ）地域の特性に応じた生涯学習講座の支援を通して，まちづくり活動を担う人材を発掘し，その育成や活用に努める。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

未定 2回 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（2回中，1回開催）

スマホ講座の受講者の幅広い周知と，公
共予約システムとの併せた活用を進めて
いく。

公共施設利用システムの利用者が今後さら
に増えることにより，スマホなどデジタル
技術を活用した講座の必要性があることか
ら，新規にデジタル機器への使用や利用技
術の向上を目指した講座を開催する。

◎金曜まなび塾 行政等が実施する活動や施
策についての学習に加え，
市民の生活課題になってい
る事柄や社会情勢の変化に
対応した内容の拡充，企業
等と連携した講座を企画す
る。また中央生涯学習セン
ターの立地を活かし，地域
の伝統・文化・モノづく
り・人づくりを学習するこ
とで，受講生の知識・識見
の向上につなげ宮に生きる
価値観向上のきっかけとす
る。

市内在
住・在勤
の一般成
人

７～
１２月

10回 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

「知られざる・知ってほしい宇都宮の魅
力」を中心に据えて構成した学習講座で
あり，参加者からは，概ね好評であっ
た。

成人向けの当センター看板講座であり，毎
年定員を超える応募がある。R４年度のア
ンケート集計結果から当市が推進している
宇都宮の特徴を中心に，宇都宮中心街にあ
る当センターの立地を活かした地域の話題
も織り込みながら継続して開催する。ま
た，新型コロナウイルス感染症が５類へ移
行したことから，当年度中に徐々に定員の
拡充をはかるほか，昨年同様，午後の貸館
に合わせて正午までには完全に撤収し，円
滑に運営するよう努める。

【実施日】

--

-

地域連携特別講
座

ＩＣＴの活用も図りな
がら，多様化する地域
課題の解決や情報共有
の機会をさらに幅を広
げ，学校や企業・NPO
などと連携できる企画
をする。

市内在
住・在勤
の一般成
人

未定 1回 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年３月以降実施予定 令和６年３月以降実施の実施を踏まえて決
定する。

【実施日】

～

【連携実績】

連携団体数

-

【参加者数】

合計 うち子ども

- -

主な世代

-

修道館アカデ
ミー
【Vスタッフ】

人材かがやきセンター
に登録しているVス
タッフに活動の場を提
供し，市民目線での講
座の企画を行う。内容
については，多様化す
る市民ニーズに対応す
るための企画を充実さ
せる。

市内在
住・在勤
の成人

６～
７月

4回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

Vスタッフによる企画立案及び運営を基
本としていたが，今年度の企画内容は，
Ⅴスタッフによる運営が難しいことか
ら，センター職員が文人墨客をテーマに
再構築し，実施した。（与謝野蕪村を中
心としたテーマを予定していたが，松尾
芭蕉や小倉百人一首などのテーマに再構
築した。）充実した講師陣であったこと
から，参加者からも概ね好評であった。

次年度の企画については，速やかに精査及
び確認を行い，対応する。また，単一の
テーマでも対応可能な講座であることか
ら，常に腹案をもって対応し，継続して開
催する。

-

乳幼児（0
～6歳）と
その保護
者

５～
１１月

いきいきシニ
アップ講座

人生１００年時代を迎え，
より良い豊かなセカンドラ
イフを送れるよう，学びあ
う人の輪の構築に努める。
超高齢社会に受講生が生き
がいを保ちながら生活する
ための素材・素地として，
健康づくりや趣味・教養に
幅広く興味を持つ学習機会
を提供する。

市内在住
の65歳以
上の一般
成人

１～
２月

5回 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年２月以降実施予定

（本年の当講座は伝統と現代を織り交ぜ
た構成とした。）

令和６年２月以降実施の実施を踏まえて決
定する。

（高齢者に寄り添うデジタル技術を活用し
た講座を展開し，また同世代の生涯学習団
体の活動と講座を結び付け生涯学習への参
加を促す。）

【実施日】

-

【実施日】

-

-

1

【次年度の方向性】

音楽教室や，フィットネス協会などか
ら，受講生の満足度が高い講師を依頼し
たことで，より充実した内容で開催する
ことが出来た。今年度は身体を動かす講
座が少なかったことから，来年度はバラ
ンスを考慮し，様々な内容を組み立て，
実施する。

一定数のニーズがあったことや，孤立しが
ちな未就学児保護者のコミュニティの形成
の一助となることから，今後も継続して開
催する。

【次年度の方向性】
前半プログラムは，機材搬入等大がかりな準
備が必要なことから，前日からの部屋の確保
や，講師との綿密な連絡調整など，事前準備
に力を入れ，円滑に実施することができた。
後半プログラムは，父親と子どもがリトミッ
ク，母親が別室でピラティスを実施したが，
母親向けの講座の受付を1人で行ったことか
ら，身動きが取れなくなり，気配りが欠けて
しまった。講座開始時だけでも補助者につい
てもらい,父親向けの講座の担当者と連絡を取
れるようにしておくことが必要なことから，
今後は対応していく。

父親が参加することで，母親の育児ストレ
スの軽減やリフレッシュする機会を提供し
ていくため，今後も継続して開催する。

②

家

庭

教

育

支

援

の

充

実

と

学

校

や

地

域

と

連

携

・

協

力

し

た

教

育

活

動

の

推

進

【今年度の実施状況】パパもママもは
ぐはぐ子育て

子育て情報交換の場の
提供。父親に参加して
もらい，母親の育児ス
トレス軽減やリフレッ
シュできるような機会
を提供するプログラム
となるよう，更なる内
容の充実に努める。

乳幼児（0
～6歳）と
その保護
者

６～
１２月

2回

子育て広場 子育て世代の悩みやニー
ズを捉えた講座を実施す
るため，子育て相談員の
配置や，親子同士の交流
の場を拡充し，気軽に情
報が得られる環境を整
え，家庭教育の問題解決
や支援に繋げる。また，
ICTの活用も取入れる企画
を思案し，在宅でも気軽
に受講できる機会をつく
る。月に１度読み聞かせ
ボランティアが実施して
いる「おはなしひろば」
の周知をするとともに，
年齢層に合う読書の機会
を設ける。

5回 【今年度の実施状況】

【実施日】

【実施日】

-

-

1

1



内容 対象 時期 回数

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

令和 5 年 7 月 8 日

～

令和 5 年 8 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

125 人 67 人 10代

令和 5 年 5 月 19 日

～

令和 6 年 2 月 5 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

440 人 0 人 不明

令和 5 年 10 月 18 日

～

令和 5 年 10 月 18 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

西原コミュニティ協議会ほか

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

38 人 0 人 不明

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計 簡易問い合わせ

15 25 0 3 0 43 43

2 講座 7 回 337 人

2 講座 9 回 229 人

5 講座 28 回 741 人

1 講座 5 回 125 人

10 講座 49 回 1,432 人

・センター利用団体だけではな
く，地域活動団体も参加
・同時期に行われる社会実験
（まちかど広場活用）とのコラ
ボレーションの実施

令和５年度活動事例

・生涯学習センター内に設置している掲示板へ，民間学習事業者
のチラシやポスターを掲示し，生涯学習情報を提供した。
・生涯学習サークル団体などの活動成果の発表の場として，無料
展示スペースを提供した。

令和５年度活動事例

児童の登下校時の見守り活動や地域環境点検への支援・協力を
行った。

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み

一条

旭

人

人

回

回

29

28

2

2

中学２年生で書いた
「二十歳の自分への
手紙」を恩師と読み
あげる企画を実施し
た。

欠席された恩師のビ
デオメッセージを作
成し，地域交流事業
で放映した。

-

2

地域に根差した活力ある教育力向上に取り
組む団体の活動や学校と地域との交流事業
について，地域のニーズを拾いながら支援
していく。

【今年度の実施状況】
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◎親と子のワク
ワク体験講座

子どもたちの社会性の向上
や生きる力の実践スキルを
養うため，日常生活で体験
できない内容や体験の機会
を盛り込むとともに，参加
者同士の交流の更なる促進
を図り，親子の絆を深めて
いけるよう努める。
また，図書室と連携し，本
への関心を持つきっかけと
なるよう，資料や情報の提
供を図る。

市内在住
の小学生
とその保
護者

７～
８月

5回 【今年度の実施状況】

【次年度の方向性】

参加者について，予定していた人数より
少ない参加者だったため，今後は広報を
早めに進め，より多くの参加者を募るよ
う努める。

地域資源の掘り起こしや，地域課題解決な
ど，地域との共生を今後も続けていくた
め，地域での講座として考慮しながら，継
続して開催する。

【次年度の方向性】

昨年度はアウトドアや工作等が好評だっ
たことから，今年度も同じ講師を内容を
変えて依頼し，参加者からの満足度が高
かった。参加人数が少なくなってしまっ
たが，「タップダンス」など新しい企画
も取り入れるなど，内容を工夫して実施
した。

当センター唯一の小学生の親子向け講座で
あり，夏休み期間を利用した家庭教育の場
や，普段家庭では出来ない体験を提供する
必要があるため，継続して開催する。

地域応援講座 地域の持つ魅力や人材
を探すきっかけづくり
に関連する企画や，地
域の課題解決や活性化
に資する内容を取り入
れることで，地域づく
りの醸成に繋げる。ま
た，国際交流の理解に
繋げられる出前講座や
地域企業と連携した講
座を企画する。

各地域在
住者

未定

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地
域協議会など，地域に
根ざした活力ある教育
力向上に取り組む団体
の活動や学校と地域と
の交流事業などの支援
を行っていく。

地域団体 通年 随時

各地
域２
回

【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（１４回中，１２回開催）

地域の持つ魅力や人材を探すきっかけづ
くりに関連する企画や，地域の課題解決
や活性化に資する内容を取り入れること
で，地域づくりの醸成に繋げた。今後
は，国際交流の理解に繋げられる出前講
座や地域企業と連携した講座を企画す
る。

令和６年２月以降の実施を踏まえて決定す
る。

身近に感じ，取り組みやすく旬な話題を
テーマとする事で参加しやすい講座が開講
でき，満足度の高い学習となった。引き続
き，地域の特性等を活かしながら，地域住
民目線での講座企画に努める。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

魅力ある学校づくり地域協議会など，地
域の教育力向上に取り組む団体の活動支
援を行った。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日

西原地域講座
【ＣＫＰ】

地域内の魅力的な資源
の掘り起こしや，歴史
についての学び，地域
が抱える課題の気づき
や解決をめざし，地域
住民自らの学びの場と
して開催する。

地域在住
の成人

未定 1回 【今年度の実施状況】

陽北 人 回26 2

地域団体等でいただ
いた協賛金で記念品
を配布した。

新型コロナウイルス感染症が明けたとに
より，制限の無い文化祭を実施したこと
で，参加者・来場者同士の交流が深まっ
た。

まちかど広場（ワークショップや音楽演奏
など，まちなかのくつろぎスペースとして
の空間）も活用した文化祭を実施すること
で，参加者・来場者の双方が交流するとと
もに，学習成果を発表するなど，活動の場
を提供していく。

情報収集・提供 市民の主体的な学習活
動を啓発・支援し，生
涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学
習機会等の生涯学習関
連情報を収集するとと
もに，その情報を市民
に提供する。

全市民 通年 随時 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

中央生涯学習セ
ンター文化祭

中央生涯学習センター
を利用する文化団体の
相互交流を図り，日ご
ろの学習成果を発表す
ることにより，参加者
のみでなく一般市民へ
広く周知するととも
に，生涯学習を推進す
る機会とする。また，
担当の地域コミュニ
ティセンターで活動す
る団体へも参加を促
し，交流を図る。

中央生涯
学習ｾﾝﾀｰ
利用団
体，地域ｺ
ﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ
利用団体
及び一般
市民

１０月 1回

出展団体数 のべ来場者数 特色

団体 人60040

講座数 実施回数

子育て対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内訳（：件） 意欲促進に繋がるサークル団体の紹介や
マナビスの積極的な周知など，相談者の
ニーズに応じた学習相談や悩み解決の支
援を行った。

今後も継続して，相談者への登録団体の学
習活動やマナビスの団体更新情報の周知な
ど，活動意欲に繋がる情報提供や発信を積
極的に行うことで，相談者のニーズに適切
に対応し，学習相談や悩みの解決を支援し
ていく。

令和５年度講座実績数内訳

令和５年度実績

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

計
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参加者数

学習相談 相談者のニーズに応じ
た具体的な学習活動へ
の引き上げや相談者の
活動の質の向上，学習
活動中の問題や悩みの
解決の手助けなどを行
う。

全市民 通年 随時

・生涯学習センター内に設置の掲示板
に，各生涯学習団体の講座のチラシやポ
スターを掲示し，学習情報の発信を行っ
たほか，生涯学習サークル団体に，活動
成果の発表の場を提供した。

当センターにおける民間学習事業者のチラ
シやポスターの掲示など，生涯学習情報の
提供や，当センターで活動する生涯学習
サークル団体や地域団体の活動成果の発表
の場としての無料展示スペースの提供，PR
の定期的な更新などを今後も継続して実施
し，市民ニーズに的確に対応していく。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

一条・旭中学区において，会場を変更し
た。参加者からは高評価であったが，こ
れまでと違い，会場が広いことによる不
具合が生じたことから，今後は，レイア
ウトを見直す必要がある。

各中学校会場への誘導対応者の配置や人数
増の確認をすることで，スムーズな会場案
内を実現する。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地
域の人とともに式典を
作り上げることによ
り，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に
育てられたことに感謝
の気持ちを持てるよう
にするとともに，新成
人（二十歳）が地域の
人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育
的意義のある事業とし
て開催する。

【実施日】

-

【実施日】

-

【実施日】

-

2



内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 29 日

～

令和 6 年 2 月 5 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

8 人 - 人 70代

令和 5 年 5 月 16 日

～

令和 5 年 12 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

493 人 0 人 50～90

令和 5 年 6 月 2 日

～

令和 6 年 1 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

185 人 0 人 70代

令和 5 年 11 月 18 日

～

令和 5 年 11 月 25 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

まちピア

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 人 0 人 50代

令和 6 年 2 月 10 日

～

令和 6 年 2 月 24 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- 人 - 人 40代

令和 5 年 7 月 1 日

～

令和 5 年 7 月 29 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

112 人 56 人 40代

令和 5 年 5 月 11 日

～

令和 5 年 12 月 16 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

415 人 206 人 30～40

令和 5 年 8 月 1 日

～

令和 5 年 8 月 3 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

国際交流プラザ，宇大国際学部附属多文化公共圏センターHANDS

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

108 人 108 人 10代

-

-

-

-

2

【今年度の実施状況】

【実施日】 【今年度の実施状況】

【次年度の方向性】
魅力ある学校づくり地域協議会など
の地域団体のパンフレットやチラシ
を情報提供し，活動の周知を行っ
た。

地域に根座ｓ多活力ある教育力向上
に取り組む団体の活動や学校と地域
との交流事業について，地域のニー
ズを拾いながら支援していく。

魅力ある学校づくり地域協議会などのパンフレットの配架，チラシの
配布を行った。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

何の規制もない久しぶりの夏休み
に，参加者同士が，3日間，広い空
間で友達と交流しながら，世界の国
について学ぶことができた。参加者
にいろいろな世界を学んでもらうた
め，多くの国の講師から学ぶ機会を
構築したいと考えているが，日本語
を話すことができる講師選定が難し
いことから，検討していく。

国際理解の分野のサマースクールは
長年の実績があるほか，認知もされ
ており，要望が高いことから，継続
して開催する。

令和５年度活動事例

【次年度の方向性】
コロナ禍以前の募集人数に戻したことから，
賑やかな講座となった。親子ともに広いホー
ルで思い切り身体を動かし，普段できない体
験ができたことや，講座後に昼食を食べなが
ら受講生同士の交流ができる部屋も復活さ
せ，参加者同士の新しいつながりを作ること
ができたことから，参加者からは満足したと
の声が多く，好評だった。
課題としては，外で遊べない梅雨～猛暑時期
の講座をもっと増やしてほしいとの声がある
ことから，来年度は開催時期の検討が必要で
ある。

親子のスキンシップや親同士の交流
など家庭教育を支援する講座である
ため継続とする。

--
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親子でＤｏｉｎ
ｇ

様々な体験を通して，親
子の絆を深める。
地域人材の協力を得て地
域教育力の向上を目指
す。

市内在
住の小
学3，４
年生と
その保
護者

７～８
月

3回

すくすく子育て
講座

季節の行事や体操・音楽
鑑賞などを通して，親子
のふれあいを深め，生き
生きとした親子関係を育
むとともに，子育てにつ
いての知識や技術を学
び，健やかな子育てがで
きるよう支援する。ま
た，参加者同士の交流を
はかり仲間づくりを促
す。

乳幼
児・児
童と保
護者

５～
１２月

9回

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動を支援する。

地域団
体

通年 随時

◎子ども国際理
解サマースクー
ル

参加型の活動を通して，
「協力・相互理解」など
の力を養う。また，外国
人と身近に接し，異文化
に触れることにより，外
国に目を向けるきっかけ
や国際理解の推進を図
る。

市内在
住の小
学4～6
年生

８月 3回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年２月以降実施予定

（実技を実施したことから，仕事や
子育てに忙しく暮らす働き世代が，
運動を通して健康の大切さを見直す
きっかけ作りとなり，参加者からは
好評だった。
日時については連休中の開講を控
え，次年度からは金曜夜間の開催と
する。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（社会人が生き方や働き方を考え直
す講座であることから，継続しての
開催を検討している。）

-

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
コロナ禍以前の募集人数に戻したこ
とから，賑やかな講座となった。親
子ともに広いホールで思い切り身体
を動かし，普段できない体験ができ
たため，満足したとの声が多く，参
加者からは好評だった。

親子のスキンシップや親同士の交流
など，家庭教育を支援する講座であ
るため，継続して開催する。

--

【実施日】

2

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

世相を反映したさまざまな地域の問
題を学ぶ新規講座として開催した。
今年度は『子どもの居場所』に地域
でどう寄り添うか学び，講座の内容
としては参加者の満足度が高い講座
となったが，少々集客に苦戦したこ
とから，次年度の周知の仕方を検討
する。

地域の課題を深く学ぶ講座として定
着させていくことを目指しているた
め，継続して開催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

自己肯定感やウォーキングなど，
様々な分野の内容を実施した。コロ
ナ禍から日常が戻り，高齢者にとっ
て，生きがいづくり，仲間づくり，
知識を得る場として，今年度も人気
の講座であったことから，今後もな
るべく多くの新規の応募者を受け入
れていく。

孤立する高齢者が顕在化しているこ
とから，その人間関係を構築できる
講座として継続して開催する。

-

【実施日】

働き世代の土曜
講座

仕事や子育てで忙しい世
代を対象に，現代の課題
や自己実現に取り組み活
躍している人を講師とし
て講話やワークショップ
などを行い，これからの
生き方や働き方について
一度立ち止まって考える
機会を提供する。

市内在
住の18
～おお
むね５
５歳く
らいま
での方

１月～
２月

２回 【実施日】
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スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器への
使用への対応として，身
近なスマートフォンの基
本操作を学び，利用技術
の向上を図る。

地域内
の一般
成人

未定 2回 【実施日】

東雲塾

★おとなの学び
講座

現在を生きていく中で起
こっているさまざまな課
題を取り上げ，それらの
問題を掘り下げて理解す
る中で，解決するための
考え方やノウハウを学ん
でいく。

市内在
住・在
勤の18
歳以上
の方

１１月 ２回

高齢者が年齢にふさわし
い社会的能力を高め，明
るく健康で充実した生活
を送るため，知識・健
康・レクリエーション等
の学習を行う。

市内在
住・在
勤の６
５歳以
上の方

６～
１月

6回

【実施日】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月現在，開催途中。
（2回中，1回開催）

スマホの基礎操作を学ぶことがで
き，高齢者などからの需要はある
が，みんなでまちづくり課主導の事
業であることから，年間を通して周
知などの取り組みを実施できるよ
う，連絡調整を行っていく。

令和６年１月以降の実施を踏まえて
決定する。

市民ニーズや講座を主導しているみ
んなでまちづくり課の意向を確認し
ながら事業を進めていく。

-

ふれあい塾
【Ｖスタッフ】

様々な課題についてグ
ループワークを行いなが
ら考えるとともに，受講
生同士の交流を深める。

市内在
住・在
勤の２
０歳以
上の方

５～
１２月

8回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

面白実験教室，大谷石の文化，打楽
器体験など，幅広い分野の教養を身
に着ける内容としたが，グループ形
式となるよう会場設営を行ったほ
か，講義・体験型学習の回をできる
限り取り入れるなど，変化をつける
よう工夫して実施した。

成人が幅広い分野の教養を身につ
け，豊かな人生を送るために開設す
る。従来行われていた「聞く・見る
学習の場」から「聴く・考える・話
し合う学習の場」を目指し，継続し
て開催する。

-

令和５年度　東生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　東部地区における生涯学習の拠点として地域住民の学習活動を支援するとともに，社会教育やまちづくりなどを通して，地域に学習成果を還元する。

（ア）複雑かつ多様化する社会環境や市民ニーズに対応するため，地域住民が生活課題の解決や学ぶ楽しさを実感できるような魅力ある事業を展開する。
（イ）子育て世代を支援するため，学校や地域と連携しながら，親同士の交流機会の充実や，仲間づくりのネットワークが構築できるような事業を推進する。
（ウ）市民の学んだ成果を活動につなげるため，地域の各種団体やボランティア団体等と積極的に連携しながら，市民が地域で活動する機会や場の提供を行い，地域力の向上を目指す事業を推進する。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

3



内容 対象 時期 回数

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

令和 6 年 1 月 21 日

～

令和 6 年 1 月 21 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

８地区まちづくり推進協議会，宇都宮美術館

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

150 人 0 人 70代

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計 簡易問い合わせ

2 講座 11 回 527 人
1 講座 2 回 8 人

4 講座 20 回 857 人

1 講座 3 回 108 人

8 講座 36 回 1,500 人

子育て対象事業
シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

計

0 32 29

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

令和5年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内訳（：件） 相談者のニーズに応じて，丁寧な対
応を行い，必要な情報を正確に提供
し，学習活動中の問題や悩みの解決
に向けた支援を行った。

今後も引き続き，相談者の立場に立
ち，相談内容への的確，迅速な対応
を心がけていく。

20 12 0 0

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

主催講座や文化祭のチラシを，所管
８地区コミセンと地域の８小学校へ
配架依頼し，地域への回覧も行っ
た。

・今後も引き続き，研修等に参加し
生涯学習に関する情報を収集し，市
民のニーズに対応していく。
・今後も，生涯学習センター内に，
チラシやポスターを掲示し情報を提
供していく。

・主催講座について，地域の大学教員や学生と連携して行い，地域教
育力の向上を目指した。また，アンケートを行い実態を把握し，研修
等で社会的関心の高い内容について，情報収集を行った。
・生涯学習センター内に，チラシやポスターを掲示し情報を提供し
た。

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時

1,800 人

4年ぶりの通常開催ということ
で，運営や準備，後片付けにつ
いても自分たちで行うなど，参
加団体が主体となった文化祭で
あった。

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

1回
出展団体数 のべ来場者数 特色

コロナ禍前の状態での開催をするこ
とができた。４年ぶりの完全開催
で，多くの来場者もあったほか，生
涯学習団体が，日頃の活動を発表す
る事ができ，満足との声が多く聞か
れた。

今後も継続して，今年度同様の形で
行い，生涯学習団体の発表の場を提
供するとともに，地域と連携し参加
団体を増やしていく。

23 団体

泉が
丘

32 人 1 回
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東生涯学習セン
ター文化祭

東生涯学習センター及び
地域コミュニティセン
ター登録団体に学習成果
発表の場を提供すること
により，親睦を図り，仲
間づくりを進め，さらに
質の高い生涯学習活動を
推進する。

東生涯
学習セ
ンター
登録団
体及び
一般
（地域
住民）

１０月

地域の実施委員と連絡調整を密に図
ることで，問題なくスムーズに実施
する事が出来た。

今年度同様の形で行う。継続して実
施委員等と連携を図り，新成人（二
十歳）が地域社会の一員としての自
覚や感謝の気持ちを育む式典を円滑
に開催する。

陽東 38 人 1 回

地域の実施委員と連携
をし，運営する事がで
きた。

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
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【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域が誇る歴史や文化，芸術を改め
て再評価し共有する機会を得ること
や，地域全体で文化を守り継承する
意識を醸成することができた。

講座として連続性を持たせることは難しいも
のの，東生涯学習センター管轄エリア内で活
躍した偉人や後世に伝えるべき文化，芸術な
どを定期的に取り上げ再評価することで，地
域が誇る歴史や文化，伝統を大切に継承する
意識付けを生涯学習を通じて取り組む必要性
があるため，継続して開催する。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 １日

地域の宝，
世界の宝
旅する画家
夫　松本哲男

地域と連携し，美術への
造形を深め，居住する地
域への誇りや愛着を持
ち，地域の一員としての
意識を醸成する。

市内在
住で通
勤通学
してい
る方

１月 １回

2

4

を語る



内容 対象 時期 回数

令和 5 年 11 月 30 日

～

令和 6 年 3 月 17 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

主な世代

25 人 0 人 60・70 代

令和 5 年 5 月 23 日

～

令和 5 年 11 月 28 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

主な世代

119 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 15 日

～

令和 5 年 12 月 21 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

104 人 0 人 60代

令和 5 年 5 月 26 日

～

令和 5 年 9 月 22 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

69 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 14 日

～

令和 5 年 12 月 13 日

114 人 57 人 30代

令和 5 年 6 月 17 日

～

令和 5 年 10 月 14 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

国際交流協会・宇都宮大学工学部

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

92 人 48 人 10代

令和 5 年 7 月 25 日

～

令和 5 年 8 月 4 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

栃木県立博物館，栃木県立美術館

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

186 人 167 人 10代

令和 - 年 - 月 - 日

～

令和 - 年 - 月 - 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- 人 - 人 -

2

2

-

富士見地
域住人

７月 1回③
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令和５年度活動事例

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

【実施日】

【実施日】

合計 うち子ども 主な世代

あいさつ標語の募集・選定，クリーン活動への協力・支援を行っ
た。

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

作新学院高等学校

【参加者数】

令和５年度　西生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

「令和5年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，生涯学習及び市民活動の拠点として，新型コロナウイルス感染症対策の動向に配慮しながら，オンライン等の活用も含めた多様な学習機会の提供や，地域コミュニティの強化に向けて，まちづ
くり活動を支援するとともに，ボランティアなど地域で活動する団体と連携も図りながら，学んだ成果を地域に還元できる機会の提供に努める。

（ア）「学ぶ楽しさ」を感じ,「仲間づくり」につながる講座，「生活課題の解決」に資する講座を実施する。
（イ）地域の人々と子育て世代の親やその子どもたちとが交流する機会，次世代を担う青少年と子育て世代の親子が交流する機会，また子育て世代の親同士が交流する機会を充実させた「参加交流型講座」を学校や地域と連携を図りながら実施する。
（ウ）地域社会を支える人材育成と学習成果の活用促進を図るため，地域の魅力を再認識し愛着を育む講座や，学んだ成果を活かし，地域活動や交流の促進につながる講座を実施する。

地域の現状を理解し，地域交流を深
めるほか，まちづくりへの参加の
きっかけや，活動の促進にも繋がる
ため，継続して開催する。

【実施日】

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

毎年講座に参加することを楽しみに
している受講生も多く，地域の方々
の生きがい学習の場となっているた
め，継続して開催する。受講者の関
心の高いものを取り入れながら，引
き続き充実した学びに繋がるような
内容を検討する。

昭和をテーマにし，歴史だけでなく
「ジャズ」を取り上げ，新しい興味・
関心をもってもらおうと企画した。
受講生自身の興味の薄い回は出席率が
やや低いことや，楽しみにしている層
が一定数あり，講座の回数を増やして
ほしいとの声が何度か聞かれたことか
ら，さまざまな方面からアプローチす
ることも大切だが，受講生の希望や傾
向に合わせることも必要なことから，
今後は検討していく。

楽しみにしている層が一定数あり，
講座の回数を増やしてほしいとの声
が何度か聞かれたことから，受講生
のニーズに合わせた実施方法や内容
を検討しながら，継続して開催す
る。

【次年度の方向性】

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

今後の方針評価

【今年度の実施状況】

レクリエーションや地域のまちある
きなど，多様な企画を実施し，，リ
ピーターの受講生の皆様にも楽しん
でいただけた印象があった。
Vスタッフとセンターとの役割分担を
次年度以降の課題とし，検討してい
く。

西木の芽会が解散することから，全
回連続のVスタッフ企画ではなく，単
発枠の募集として継続して開催す
る。

コロナ禍も過ぎたことから，コロナ
禍前のレベルに若干講座内容を戻す
など，定員や内容に創意工夫を加え
て取り組むことで，より魅力的講座
が開催できるよう努めた。講座内容
は魅力的な内容であったが，講座の
アピール度が少なく，一部参加者が
減員したものが出たことから，今後
は積極的な周知に力を入れていく。

親子での参加体験講座として高い要
望があることから，来年度も方向性
はそのままで継続して開催する。

毎年人気の講座であり，定員を大きく
上回る申込者があった。様々な分野で
体験を中心とした児童の興味のある内
容であったが，やや難しいと感じてい
た児童も一定数いることから，今後
は，より楽しくわかりやすく講師の先
生の選定や，講座の運営方法など工夫
していく。
今回は第6回に保護者も参加可能とし
たが，保護者からはとても好評であっ
た。

夏休みに実施する子どもたちの興味
関心に沿った企画であり，児童や保
護者からの期待も大きいことから，
継続して開催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

魅力ある学校づくり協議会など地域
の教育力向上に取り組む団体の支援
活動を行った。

引き続き，魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育向上に取り
組む団体の活動支援を行っていく。

家では体験できないダイナミックな遊
びや，家族以外との交流など，お子様
や保護者双方にとって有意義な時間を
持つことができ，高校生ボランティ
ア，講師，受講者から概ね好評だっ
た。学校行事との兼ね合いで，参加人
数にバラつきが生じてしまうことと，
参加本人にボランティア意識を持って
もらうことが課題であることから，今
後は検討する。

令和６年１月末日現在，開催途中。
（2回中，1回開催）

（第1回目は，市の事業体験（まちづ
くり活動応援事業の利用者登録）を
講座の内容に入れ込んだが，利用者
にとっては難しいものであったた
め，第２回はスマホの基本操作にし
たことにより，初心者にはわかりや
すかった。）

【実施日】

-

【実施日】

宇都宮美術館，明保地区明るいまちづくり協議会

【次年度の方向性】

令和６年３月以降の実施を踏まえて
決定する。

（市民ニーズや講座を主導している
みんなでまちづくり課の意向を確認
しながら事業を進めていく。）

制作作業は班ごとに行ったが，分か
らない所を教え合ったり，お互いの
作品を見せ合うことで受講生同士の
交流が生まれ，よりよい制作ができ
る相乗効果が生まれた。また，高齢
の方の関心が高い体験型や体操を取
り入れることにより，健康づくりに
対する関心や講座受講の満足感を高
めることができた。

【次年度の方向性】

同世代のお子様同士の関わりや，保
護者の気分転換，情報交換などに有
意義な講座であることから，継続し
て開催する。
また，近隣学生に，親子（受講者）
との交流及び学習の場を提供してい
く。

【実施日】

合計 うち子ども

【連携実績】

【実施日】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

-

【参加者数】

2

-

1

【今年度の実施状況】

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点項
目

事　業　の　概　要

事業実績

わくわくサマー
スクール

夏休みを利用して様々な体
験学習を行い，好奇心や想
像力，思考力を培う。また
他校の仲間との交流を深め
ると共に，栃木県立博物館
等近隣施設を活かした館外
学習や，宇都宮環境行動
フォーラムと連携した環境
保全に関する体験講座等，
子どもの自発的な学びの場
を提供する。

小学4年
生～6年
生（市内
在住・通
学）

７～８
月

6回

◎親子トライ&
ゴー

工作など様々なアクティ
ビティを行う中で，親子
の絆を深めながら，生活
に役立つ知識や体験を共
有することにより，家庭
の総合的な教育力の向上
を図る。

６～
１２月

すくすく子育て
講座

シニア快活！元
気講座
【Vスタッフ】

Vスタッフが主体となっ
て，受講者の関心が高い活
動や，宇都宮と関わりの深
いテーマを中心に講座企画
を行う。また，地域ゆかり
の「雨情文化」の紹介な
ど，地域の人材にも講師と
して協力を得ながら，受講
者に有用な知識を深め，交
流を促進し，生きがいづく
りにもつながる学習の場と
する。

５０歳以
上の方
（市内在
住・在
勤）

地域と調整して講座を企画したが，
地域の方針により，新型コロナウイ
ルス感染症のため中止となった。今
後は，もっと早い段階から企画や調
整を地域へ伝えるよう努める。

①
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7回

５～
１１月

6回

◎西楽アカデ
ミー
【CKP】

子育ての学習やレクリ
エーションを通して親子
のふれあいを深め，仲間
づくりや子育ての情報交
換の場となるよう支援す
る。
また，子育ての知識・技
術を身につけ，家庭の教
育力の向上を図る。

１歳～３
歳の乳幼
児とその
親

６～
１２月

6回

市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

小学校１
年生～３
年生とそ
の保護者
(市内在
住・通学)

６～
１０月

5回

地域団体 通年 随時

地域内の
一般成人

事業名

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

健康など現代の生活に必
要な知識の向上に関する
学習を行うとともに，運
動を伴ったレクリエー
ションや創作活動を通し
て受講者同士のつながり
が深まるようコミュニ
ケーション活動を取り入
れる。

一般成人

宇都宮再発見！ 戦前・戦後を通して日本
人の価値観・経済・文
化・産業などが大きく変
化した「昭和」という時
代にスポットをあて，宇
都宮の歴史を再確認する
とともに，未来を考える
機会とする。

一般成人 ５～
９月

4回

地域コミュニ
ティの促進
【ＣＫＰ】

地域のニーズに沿った課
題解決や地域住民のコ
ミュニティの促進を図
る。

未定 2回スマホ基礎講座 【実施日】

【参加者数】

合計 うち子ども

5



内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

今後の方針評価
重点項

目

事　業　の　概　要

事業実績
事業名

令和 5 年 10 月 24 日

～

令和 5 年 12 月 5 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

桜地域まちづくり協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

54 人 0 人 70代

令和 5 年 11 月 30 日

～

令和 6 年 3 月 17 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

明保地区明るいまちづくり協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

41 人 10 人 -

令和 5 年 7 月 8 日

～

令和 5 年 7 月 8 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

- 回

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 人 0 人 60代

2 講座 11 回 206 人

1 講座 6 回 119 人

6 講座 20 回 322 人

1 講座 6 回 186 人

10 講座 43 回 833 人

1

1

③
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28 人 1 回

成人（二十歳）が自分
たちの意思で地域交流
事業を企画し，地域の
実施委員とともに運営
した。コロナ禍は過ぎ
たが，今回も念のた
め，懇談会及び地域特
性を活かした事業はし
なかった。

1 回

成人（二十歳）が自分
たちで成人のつどいを
作り上げるという意識
で地域の実施委員と連
携しながら地域交流事
業の企画・運営を行っ
た。

各地域の取り組み
二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和5年
度成人
（二十
歳）

１月 １日

陽西 33 人

７月 1回

令和５年度実績

内訳（：件）

17 13 0 0 0 30 16

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易

問い合わせ

・生涯学習センター内に設置している掲示板へ，チラシやポスター
を掲示し，生涯学習情報を提供した。
・生涯学習サークル団体に，主催講座の講師等を依頼し，活動成果
の発表の場を提供。

【実施日】

-

【実施日】

【実施日】

出展団体数 のべ来場者数 特色

22 団体 - 人

作品展示を長期間行うことによ
り，センター来館者（図書利用
者・部屋貸出者等）に幅広く披露
することができた。

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

【次年度の方向性】

参加者の満足度は高く適切に実施で
きているが，参加者が高齢者に偏っ
ていることから，年齢層が広がるよ
う，実施方法等を検討する。

地域の歴史を振り返ることで，参加
者の満足度も高く，地域づくりに対
する意識醸成等を効果的に推進でき
ることから，参加者の年齢層を広げ
ることにも配慮しながら，継続して
開催する。

令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】

相談者の要望に対して迅速な対応を
するように心がけたが，まだ十分で
はなかったことから，更に相談しや
すい環境づくりにも努めていく。

相談者のニーズに応じて具体的な学
習活動へつなげるとともに，相談者
の活動の質の向上，学習活動中の問
題や悩みの解決に向けた支援などを
行う。

対象者を地域の方から全市内へと広
げ，音楽鑑賞による教養の向上と国
際理解，多文化共生の両面で成果が
見られた。
講師の先生がとても魅力的であった
ことや，チラシの効果もあり，申込
も定員を大きく上回った。満足度も
ほぼ１００％であり，参加者から好
評であったことから，来年度も同様
に開催する。

参加者に好評で，来年度の開催を希
望する声が多く聞かれたことから，
継続して開催する。

センターロビーにて，サークル団体
ごとに2週間程度の作品展示を行った
ほか，サークル発表や模擬店等，生
涯学習団体が日頃の活動を成果する
場を提供した。

今後も継続して，サークルの発表の
場を提供するとともに，地域と協力
しながら事業を企画する。

【次年度の方向性】
・情報の共有化を図り，活動してい
る生涯学習団体に講師の依頼をする
が，なかなか都合や，条件が合わな
いこともある，更なる情報共有や，
迅速な判断が必要。

・今後も継続して，生涯学習セン
ター内にチラシやポスターを掲示
し，生涯学習情報を提供する。
・今後も継続して，主催講座の講師
等を依頼し，生涯学習サークル団体
などの活動成果の発表の場を提供す
る。

新型コロナウイルス感染症の５類へ
の移行により，感染症対策を講じる
必要は無くなったが，成人（二十
歳）代表打合せをリモートにしたほ
か，連絡方法にLINEを取り入れるな
ど，実施委員や会場と密な調整を行
うことで，より迅速な運営を行うこ
とが出来た。

引き続き，実施委員等と密な連絡調
整を図り，より円滑かつ効率的な運
営を行う。

計

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（2回中，1回開催）

公共交通を利用して館外学習を行う際に，
交通系ICカードの利便性やNCCについて周
知することができ，明保地区地域内交通と
併せて考える機会を持つことができた。ま
た，定期的に行っている，健康づくり推進
員活動のウォーキングに，地域を知るきっ
かけとなる，ガイド案内を取り入れたこと
により，地域への愛着や知識を習得するこ
とへの関心の向上につながった。

令和６年３月以降の実施を踏まえて
決定する。

地域の問題点を情報収集し，活動者
とともに，課題解決に沿った講座を
継続して開催することにより，今後
のまちづくり活動に対し，意識の向
上を図る。

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

１０～
１１月

4回桜・うつのみや
をしる講座(宇都
宮はなぜ交通の
要衝として栄え
たのか)【ＣＫ
Ｐ】

宇都宮の歴史のなかで，
自分たちの住むまちがど
のような役割を果たし，
どのように変容してきた
かを知ることにより，地
域への理解を一層深め，
愛着心を高めることで，
まちづくりのさらなる推
進を図る。

桜地域住
民

【今年度の実施状況】

④
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【今年度の実施状況】

持続可能なまち
づくり
【ＣＫＰ】

明保地域
住民

明保地区の地域資源（雨
情文化や企業）を学ぶこ
とにより，地域の良さを
再発見し，地域活動に関
心を持つきっかけづくり
を推進する。

1回

学習相談 相談者のニーズに応じて
具体的な学習活動へつな
げるとともに，相談者の
活動の質の向上，学習活
動中の問題や悩みの解決
に向けた支援などを行
う。

全市民

１０月

随時

全市民 通年 随時

クールシェア・
コンサート

近隣地区の住民を対象
に，夏季に公共施設で涼
しさを分け合いながら演
奏会を開催する。演奏会
を通して，より多くの地
域住民に生涯学習への関
心を持ってもらう機会と
する。

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

主に桜・
富士見・
明保地区
内の市民

西生涯学習セン
ター文化祭

西生涯学習センター利用
者などの各種団体や地
域・学校・企業が一体と
なって事業を展開するこ
とにより，特色ある地域
文化の向上ならびに生涯
学習の推進，地域住民の
連帯意識の高揚を図るこ
とを目的とする。

西生涯学
習セン
ター利用
者及び一
般市民

通年

７月

1回

6



内容 対象 時期 回数 事業実績

令和 5 年 9 月 4 日

～

令和 6 年 2 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

4 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 9 日

～

令和 5 年 12 月 1 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮市南消防署

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

237 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 8 日

～

令和 5 年 6 月 22 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

保健所出前講座

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

41 人 0 人 70代

令和 5 年 5 月 11 日

～

令和 5 年 5 月 25 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

明治安田生命保険相互会社

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

23 人 0 人 70代

令和 5 年 7 月 6 日

～

令和 5 年 7 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

53 人 0 人 70代

令和 5 年 5 月 10 日

～

令和 5 年 7 月 12 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

姿川地区市民センター

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

142 人 64 人 30代

令和 5 年 10 月 4 日

～

令和 5 年 12 月 6 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

おはなしきゃらばんつぼみ座

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

61 人 28 人 30代

令和 5 年 8 月 2 日

～

令和 5 年 8 月 9 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

24 人 12 人 小学生

令和 5 年 7 月 26 日

～

令和 5 年 7 月 27 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

27 人 27 人 小学生

令和 5 年 8 月 3 日

～

令和 5 年 8 月 3 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

7 人 3 人 小学生

令和 5 年 8 月 1 日

～

令和 5 年 8 月 8 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮大学工学部・宇都宮市環境保全課

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

18 人 18 人 10代

令和５年度　南生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

「令和５年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，地域住民の生涯学習ニーズや地域及び全市的な課題に応じた学習支援をするとともに，地域の学習情報拠点として地域団体等と連携し情報の発信や地域で活躍できる人材の育成を図る。
（ア）地域の特性や課題及び社会的に関心の高い課題に応じた学習支援を行い，積極的に地域まちづくり活動に参加する人材の育成に取り組む。
（イ）増加する高齢者の健康を保ち生きがい創出につながる講座や，子育て世代の不安を解消し，親子双方の成長を促す講座，豊かで実りある生活設計のための講座など，幅広い世代を対象に多様な学習の提供を図る。
（ウ）地域でのボランティア活動や，地域のまちづくり活動を支援し，学習の成果や経験を活かせる機会と場の提供などに努める。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
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スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

市内在勤
在住のス
マホ初心
者

７月 2回

◎シニアセミ
ナー南悠塾

シニア世代の受講者が，
学びを通して交流を図り
教養を深めることで，充
実した日々を送る手助け
をする。

市内在
住，通勤
の６０歳
以上の人

６～
１２月

6回

宇都宮再発見講
座

映画・テレビドラマのロ
ケ地として人気の高い大
谷地区を映像で紹介する
と同時に，今昔を比較し
その人気の秘密を探る。

市内在
住，通勤
の１８歳
以上の人

７月 2回

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

刀剣やよさこい，介護など，様々な
内容を実施し，受講者は毎回講座を
楽しみに学んでいるが，個人の内容
の関心度により出席率が変動する印
象がある。シニア世代が受講したい
と思えるような楽しい講座企画に努
めていく。

シニア世代が学びをとおして交流を
図り，充実した日々を送る手助けと
なる講座を実施するため，継続して

               開催する。
               

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（２回中，１回開催）

１回目の開催日については，大雨・
避難警報指示発令と重なり，欠席者
も多かったが，マンツーマンで教え
てもらえたことから，参加者からの
満足度は高かった。

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

市民ニーズや講座を主導しているみ
んなでまちづくり課の意向を確認し
ながら事業を進めていく。-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

定員が３０人のところ，各回の参加
者が１０人前後と少なかったことか
ら，参加希望者が増加するよう，周
知を工夫していく必要がある。ま
た，アフターコロナの影響か，座学
形式の講座よりも実習及びワーク
ショップ形式を希望する声が多かっ
たことから，検討していく。

アフターコロナ後の生活様式の変化
に伴い，衣食住のニーズが求められ
ていることから，継続して開催す
る。

★健康講座 健康年齢・健康寿命・平
均寿命について考え，健
康を保つための知識・運
動を学ぶ。

市内在
住，通勤
の１８歳
以上の人

５月 2回 【実施日】

暮らし彩り講座
～セカンドライ
フに向けて～

人生１００年時代，セカ
ンドライフ充実に向け
て，衣・食・住の暮らし
を彩るアイディアを学
ぶ。

市内在
住，通勤
の１８歳
以上の人

６月 3回 【実施日】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

講座自体は全般的に好評だったが，
定員が２０人のところ，各回の参加
者が１０人前後と少なかったことか
ら，参加希望者が増加するよう，周
知を工夫していく必要がある。

全体的に好評であることや，健康に
関する市民の関心は高く，運動を継
続して行うことができるニーズが多
く求められていることから，継続し
て開催する。

【実施日】

4回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

３ヶ月～１歳前後の乳幼児対象のた
め，安全面から和室で実施した。両
親で参加する熱心な保護者もいた。
音楽や歌，カラフルな色の教材など
を使うことで，赤ちゃんの情操教育
などに効果を上げることができた。

受講申込が多く，子育て講座への市
民ニーズが高いことから，子どもと
のスキンシップや母親同士の交流を
しながら楽しめる講座を提供するた
め，継続して開催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

大谷地区ならではの，ロケ地として
の魅力や変遷してきた様子を知るこ
とができ，有意義な講座となった。
今後の課題としては，2時間では伝え
きれないことが多かったことから，
もう少し的を絞るほか，回数を増や
すなど，実施方法を検討する。

宇都宮に住んでいても知らないこと
が多く，その土地ならではの発見が
できたことから，今後は，大谷地区
に限らず他の地区の魅力も再発見
し，地域理解や郷土愛の醸成を目指
すため，継続して開催する。--

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

申込が定員に満たず追加募集を行っ
た。今後は，チラシ作成の際に内容
欄に織り込むワードやレイアウト等
に工夫を加え，積極的に周知する必
要がある。

体を動かす講座での親子のふれあい
や，親同士の交流など，講座に参加
することで，子育ての悩みを分かち
合い，また楽しみながら子どもと触
れ合う機会を提供するなど，保護者
がリフレッシュできる講座を実施す
るため，継続して開催する。

親子で学ぶ作文
の書き方講座

作文の書き方を基礎から
学ぶことで，「考え」を
文章にまとめる力を養
い，コミュニケーション
力をつける一助とする。

市内在住
の小学４
～６年生
の児童と
その保護
者

８月 2回 【実施日】

すくすく子育て
応援講座（後
期）

親子で遊びや運動をする
ことでふれあいを深め，
同じ立場の親同士が育児
の悩みや楽しさを分かち
合いながら孤立しがちな
子育て世代の仲間づくり
のきっかけとする。

市内在住
の２～３
歳児とそ
の保護者

１０～
１２月

3回 【実施日】

1

--

アフターコロナで夏休み小学生向け
講座が多く広報誌に掲載され，日程
が重なったことや，親が参加を希望
しても子どもが嫌がったケースも
あったことから，思ったより参加者
が集まらず，講座内容のPR不足を感
じた。

アフターコロナで，市全体的に夏休
み小学生向け講座が多く企画され，
予測よりも市民ニーズがないことか
ら，廃止とする。

-

夏休み小学生講
座

小学4～6年生の児童が，
他の学区の児童と親睦を
深めながら実験や工作な
どを通して夏休みの自由
研究などの一助とする。

市内在住
の小学４
～６年生
の児童

８月 3回

★親子で学ぶコ
ミュニケーショ
ン講座

コロナ禍で変遷していく
人間関係，親と子，子と
子，親と親等コミュニ
ケーションの取り方を親
子で学ぶ。

市内在住
の小学４
～６年生
の児童と
その保護
者

８月 １回 【実施日】

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

応募数が少なかったことから，地域
担当職員を通して小学校にチラシ配
付依頼をした。また，講座依頼先か
らの返答が遅かったため市の出前講
座に変更して実施した。

随時

保護者による送迎の負担軽減なども
考慮し，近い日程で回数を２回とし
て継続して開催する。また，円滑に
運営するため，日程に余裕を持った
講師の確定や，地域小学校の対象学
年あてに早めのチラシ配布依頼を検
討する。

ロボカムをプログラミングして動か
すことは，思ったより難しくなく，
子どもたちは楽しんでおり，好評
だった。トライ＆エラーを繰り返す
ことも楽しそうだったが，最後まで
課題をクリアする時間が足りなかっ
た，の声が多く聞かれた。

プログラミングの基礎を学び，トラ
イ＆エラーを繰り返すことは，問題
解決への過程・思考を養うことに繋
がることから，継続して開催する。

-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
アフターコロナで夏休み小学生向け講座が
多く広報誌に掲載され，日程が重なったこ
ともあり，思ったより参加者が集まらな
かった。親子で学ぶことで，自分の「考
え」をまとめる力がつき，コミュニケー
ション力も養われた印象があるため，今後
は，より多くの参加者を募るため，積極的
に周知していく。

作文の書き方を学ぶことによって，
表現力，伝える力，論理的思考を身
につけることができることから，継
続して開催する。次年度は，地域の
小学校に向けて，参加者募集の呼び
かけを行っていく。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

-

-

2
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すくすく子育て
応援講座（前
期）

親子が楽しみながら触れ
合い，同じ立場の親同士
が育児の悩みや楽しさを
分かち合いながら交流を
図る。

市内在住
の乳幼児
(概ね生後
４ヵ月程
度～１歳
前後)とそ
の保護者

５～７月

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協
議会など，地域の教育力向
上に取り組む団体の活動支
援を行っていく。

地域団体 通年

プログラミング
入門講座

小学校で必修科目となっ
たプログラミングの基礎
を学び，創造力・問題解
決能力・論理的思考力を
身に付ける一助とする。

市内在住
の小学生

７月

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域協議会会議に出席し，情報交換
を行った。

引き続き，魅力ある学校づくり地域協議会
など，地域の教育力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

陽南中学校魅力ある学校づくり地域協議会会議に3回出席した。

-

1

1

1

1
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内容 対象 時期 回数 事業実績
重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計 簡易問い合わせ

2 講座 7 回 203 人

1 講座 6 回 237 人

4 講座 9 回 121 人

4 講座 8 回 76 人

11 講座 30 回 637 人

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
「式典」「地域交流事業」の二部構
成で実施し，「二十歳の祝福」と
「二十歳としての自覚や地域への感
謝の気持ちの醸成」を図るつどいを
開催することか出来た。

次年度も参加者への二十歳としての
自覚や地域に対する感謝の気持ちを
育む内容の式典を開催する。

陽南 26 人 2 回

集合写真について，業
者に撮影を依頼せず，
二十歳の実施委員によ
るスマホ撮影会を行
い，経費削減と参加者
へ写真データの即時提
供を行った。

若松
原

22

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

南生涯学習セン
ター文化祭

地域住民やセンター利用
者が一致協力して，関連
事業を展開することによ
り，特色ある地域文化の
発展並びに生涯学習の理
解と推進，地域住民の連
帯意識の向上を図る。

南生涯学
習セン
ター利用
団体及び
一般市民

１０月 1回

【次年度の方向性】
・生涯学習に関する市民ニーズや社
会的な課題について情報収集を行う
ことが出来た。
・生涯学習に関する講座やイベン
ト，登録団体の概要や活動内容等に
ついて情報提供を行うことが出来
た。

・次年度も引き続き，下記により情報の収
集・提供を実施していく。
➤研修に参加して，他の生涯学習センター
や公民館における生涯学習に関する活動事
例を収集
➤市や県等が主催，後援する生涯学習に関
するポスター及び講座等のチラシを館内に
掲示して情報を提供
➤主催講座について，パンフレットの配架
や地域への回覧のほか，受講者の感想や効
果について所内掲示により情報を提供
➤生涯学習団体について，団体概要や活動
内容等のPRの場を提供

・主催講座実施後にアンケートを行い生涯学習に関するニーズを把握す
るほか，研修等で社会的関心の高い課題について情報収集を行った。
・年間を通して生涯学習センター内の掲示板に以下の紙面等を掲示し情
報を提供した。

　（➤市や県及びそれらの関連団体が主催，後援する生涯学習に関する

ポスターやチラシ

　➤センター主催講座毎に作成した講座の概要や受講者の感想等を記載

した紙面

　➤各生涯学習団体が作成した活動等に関する情報紙）

・主催講座パンフレットや文化祭チラシについて，南生涯学習センター
及び所管４地区コミセンへ配架したほか，併せて地域世帯へ回覧を行っ
た。

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時 令和５年度活動事例

【次年度の方向性】

生涯学習団体が主体となって準備や
当日の運営等を行うことで，日頃の
活動成果を存分に発表することがで
きた。また，文化祭に参加すること
で，活動意欲やモチベーションが高
まり，団体活動の活性化に繋がっ
た。

新型コロナウイルス感染症の影響や
団体構成員の高齢化などにより，参
加団体が少なかったことから，より
参加団体を増やす工夫や取組みを行
うことで，引き続き生涯学習団体が
日頃の活動成果を存分に発表できる
場とする。

青少年対象事業

計

0 54 16

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

令和5年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
内訳（：件） ・相談者のニーズに応じて，丁寧な

対応を行い，必要な情報を正確に提
供し，学習活動中の問題や悩みの解
決に向けた支援を行った。
・登録団体から変更申請等を受けた
場合は，速やかな事務処理と所内で
の情報共有を行うことができた。

今後も相談者の立場に立った親切で
丁寧な学習相談を行うとともに，学
習相談の参考となる登録団体が作成
した団体紹介紙の館内掲示を継続し
て実施し，気軽に学習相談をしやす
い環境整備に努める。39 15

9 団体 280

人 2 回

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

0 0

【今年度の実施状況】

人

・文化祭に参加する生涯学習団体
が内容や実施方法について検討
し，当日の運営や準備，後片付け
についても自分たちで行うなど，
参加団体が主体となり，開催し
た。
・実施内容を作品展と演芸発表に
絞り込むことで，生涯学習団体が
日頃の活動成果を十分に発表でき
る文化祭を開催することができ
た。

出展団体数 のべ来場者数 特色

【今年度の実施状況】
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 29 日

～

令和 6 年 2 月 26 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

人 人 70代

令和 5 年 6 月 14 日

～

令和 5 年 12 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

Vスタッフ「宙」，Vスタッフ「ともしび」

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

141 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 16 日

～

令和 5 年 6 月 23 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 人 0 人 60代

令和 5 年 10 月 5 日

～

令和 5 年 10 月 5 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

34 人 0 人 70代

令和 5 年 11 月 9 日

～

令和 5 年 12 月 7 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

75 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 3 日

～

令和 5 年 7 月 8 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 人 0 人 30代

令和 5 年 9 月 8 日

～

令和 5 年 9 月 15 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

15 人 0 人 40代

令和 5 年 5 月 20 日
～

令和 5 年 12 月 16 日
【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】
グリーントラスト（レッドパイン），栃木県立博物館

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代
116 人 57 人 40代

令和 5 年 7 月 22 日

～

令和 5 年 8 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

とびやま歴史体験館，環境学習センター

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

45 人 23 人 40代

令和５年度　北生涯学習センター事業計画・事業実績
基本方針

　地域に居住する一人ひとりが生きがいを持ち，充実した日々を過ごすことができるよう，主体的に継続して学んでいくための機会を提供するとともに，今後とも地域の活力が持続されるよう，子育て，環境，まちづくりに関わる人材育成など
地域が持つ課題に対応した事業を実施する。
（ア）一人ひとりの学習意欲を向上させることができるよう，社会の変化に対応できる知識の習得，社会への参画や人との交流を促していく講座のほか，伝統文化や教養を高める講座を実施する。
（イ）子育て世代の保護者の気づきや子育てに必要な知識等を得ることができるよう，参加交流型の講座を実施するとともに，子どもたちが知的探究心や創造する力を高め，地域の自然や伝統工芸などを学ぶ体験活動等を行う。
（ウ）地域への理解や愛着を深めるとともに，住みやすい，より良い地域としていくための課題に気づくきっかけとすることができるよう，地域を構成する自然や歴史などを学ぶ講座を実施する。
（エ）生涯学習活動の活性化と地域住民の学習や活動を持続的に支援するため，センター利用団体と協働による講座の実施や施設環境の充実を図る。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

地域内
の一般
成人

７・
８月

2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
令和６年１月末日現在，開催途中。
（２回中，１回開催）

（あくまでも基礎講座であるが，受講者
個々のレベルに応じた内容とするのは，難
しく，参加者からの満足度にもバラツキが
生じたようだった。需要はある印象だが，
周知方法により応募状況にばらつきがあっ
たことや，受講者の個々のレベルに合わせ
ることが出来るかなど，実施方法について
検討する必要がある。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて決定す
る。

（まず，近くで，身近なスマートフォンを
学ぶことをきっかけにすることで，市民の
特に高齢者の情報格差の解消を目指すた
め，継続して開催する。）

北洲塾
【Vスタッフ
（一部）】

生きがいづくりや仲間づ
くりを目的に幅広い分野
を身に着け，地域社会へ
の参加の輪を広げる。
※【うち２回をVスタッ
フ企画講座として実施予
定】

市内在
住・通
勤の６
５歳以
上の方

６～
１２月

6回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
定員を超える応募があったほか，講座内容
についても満足度が高く，受講者も積極的
に講座に参加する姿勢がみられた。
プログラムも多種多様な内容の中に，社会
課題や受講後も各自活用できる内容のプロ
グラムを行う事ができた。また，Vスタッ
フの企画講座を行う事により，新たな視点
を入れた講座を実施することができた。
ただ，高齢者対象の講座の為，新型コロナ
の感染リスクを考えながら実施したことか
ら，参加者同士の交流につながるワーク
ショップなどが少なく，仲間づくりにつな
げることができなかったため，今後は，仲
間づくりにつながるようなプログラムの検
討が必要である。

様々な学びの場になると受講者の満
足度も高いことから，継続して実施
する。
実施にあたっては，参加者同士がコ
ミュニケーションをとり，つながり
ができるようなワークショップ等を
取り入れたプログラムも実施する。

防災講座 台風・大雨など，自然災
害への備えを学び，地域
防災の課題解決につなげ
ていく。

一般成
人

６月 3回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者からは，「栃木県の気象情報の利活
用について知ることができた。」「HUG
（避難所運営ゲーム）については，臨場感
を持って取り組むことができ，大変有意義
な経験だった。」などの感想があったほ
か，「満足」・「やや満足」の回答が8割
を超えており，講座の成果をあげることが
できた。
また，対象者を地域防災への関わりや関心
のある人と限定したことから，参加者の多
くが，地域防災のリーダーである自主防災
会関係者や地域役員であり，地域の防災意
識の向上につなげることができた。

防災会関係者や地域役員が交代する
年数を踏まえて実施するなど，より
効率的・効果的な開催間隔を検討す
る必要があるため，令和７年度の開
催に向け準備を進める。

聴いて読む名作 プロのアナウンサーの朗
読を聴くことで，日本の
古典をより深く味わうと
ともに，朗読への興味関
心を高め，朗読のコツ等
を学ぶ。

一般成
人

１０月 2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
・定員30名のところ，申し込み多数だっ
たこと，例年当日の欠席があることをふま
えて，35名として開催した。
・講師都合（講師依頼後の県外への転居）
で2回の講座を1回に集約した。1回に集約
したことで内容の充実した講座となった。
・迫力の朗読を鑑賞し，講師の解説で2作
品の背景を知ることができたと好評だっ
た。
以上を踏まえ，次年度の方向性を検討する
必要がある。

北生涯学習センター独自の講座であ
り，専門的技術を有する講師の朗読
を鑑賞する，毎年申込の多い講座で
あることから，継続して開催する。
実施にあたっては，1回の講座とし
たことで，欠席者も少なかったこと
から，次年度については，県内の講
師に依頼し，1回の講座として実施
する。

和文化入門講座 楽しく日本文化の粋に触
れ，また，国際化の流れ
の中で自国の文化を知
り，和の心をもったコ
ミュニケーション能力を
養う。

一般成
人

１１～
１２月

5回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
普段なじみのない日本の伝統文化に
触れる貴重な機会を入門講座として
提供するもので，受講者の満足度も
高い。
一方毎年継続している講座では定員
に満たないものもあり，見直しを検
討する必要がある。

各分野の講座を選択できるスタイル
は好評であることから，選択式は継
続しつつ，あまりなじみのない和文
化の分野のものを学び・体験できる
よう新たに加えながら，実施する。

②

地

域

・

学

校

・

家

庭

が

連

携

・

協

力

し

，

一

体

と

な
っ

た

教

育

活

動

の

推

進

子育てパパ・マ
マ応援講座１

乳幼児期に育てたいこと（発
達課題や生活経験），親とし
ての心得（自我が芽生えた子
どもへの接し方）をグループ
ワークを行いながら学ぶ。ま
た，ワークライフバランスの
視点から，育休復帰への心構
えや様々な課題を乗り越える
方法などをZoomを使い学
ぶ。

未就学
児を持
つ親

６～
７月

3回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
子育て世代を対象とした託児付き講座につ
いては，「落ち着いて受講できる」など満
足度も高く，また，ワークショップ形式で
の学習方法は，「他の人の表情を見ながら
意見交換ができた」などの声もあり満足度
も高かった。デジタルを活用したZoom講
座は，新型コロナの影響も落ち着いた時期
でもあり，集合型のニーズの高まりによ
り，受講者が少なかったことから，学習の
方法を検討する必要がある。

保育園なども多い地域特性を踏ま
え，引き続き子育て世代を対象とし
た講座を継続して開催する。学習方
法としては，満足度の高い集合型
で，託児付きとして実施する。

子育てパパ・マ
マ応援講座２

子育て世代の保護者がア
ンガーマネジメントにつ
いて理解することによ
り，子育てへの気づきや
課題解決の方法を学ぶ。

子育て
中の保
護者

９月 2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
他にないプログラムでのアンガーマネジメ
ント講座であり，座学だけではなく，体を
動かしたり，ゲームをするなど終始楽しく
学ぶことができ，参加者同士の交流を図る
ことができた。また，「託児があってあり
がたい，子どもの経験にもなった」など，
参加者からの満足度も高かった。今後は，
幼児から小学生までのお子さんの保護者が
対象者であることから，平日開催だと仕事
で参加できない方も多いと推測できること
から，休日開催も検討する必要がある。

子育て中の悩みを解決する講座とし
て，参加者の満足度は高いことか
ら，継続して開催する。
実施にあたっては，講座の参加促進
を図るため土曜日に開催すること
で，参加者の増加を図る。

親子自然探検隊 地域の未来を担う世代
（子育て世代とその子ど
も）が，地域の保全グ
ループと交流しながら自
然に親しむことを通し
て，生物多様性の大切さ
を知り，守ることの意義
を知る機会とする。

小学生
以下の
子ども
とその
保護者

５～
１２月

5回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
自然相手の講座であることから，内容
により，受講者の思った野外活動が出
来なかった（幼虫探しやザリガニ釣
り）面もあるが，内容的には好評だっ
た。来年度は，県立博物館の講師への
依頼が相手方の都合で１回となるた
め，講師の確保を検討する必要があ
る。

地域資源（戸祭山緑地，グリーントラ
スト）を活用しながら，子育て世代と
その子供が，自然といのちの繋がりに
ついて体験しながら学ぶ機会であり，
参加者の要望・満足度も高いことか
ら，講師の確保を図り，継続して実施
する。

親子でチャレン
ジ

親子が一緒に様々な体験
活動（伝統工芸品作りや
工作など）を行い，互い
が認め合い尊重し合いな
がら親子の絆を深めると
ともに，参加者同士の交
流を図り，社会性の拡大
を図る。

小学１
年生か
ら４年
生とそ
の保護
者

７～
８月

4回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
親子が共に体験活動を行うことで，相
互理解を深めることや，活動の中で，
子ども同士が交流することができた。
今年度は募集組数に満たず，応募段階
で４回の連続での参加が難しいなどの
意見があったたことから，今後は，４
回の連続講座として開催するのではな
く，４回の単体講座として開催する必
要がある。

受講者の満足度は高く，親子や子ども
同士の交流や普段経験できないものを
体験できることから，継続して開催す
る。
実施にあたっては，連続での参加が難
しいとの声もあったことから，単体の
講座として実施するなど実施方法を再
検討する。

-

2

2

-

-

-

-

-

-
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内容 対象 時期 回数

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

令和 - 年 - 月 - 日

～

令和 - 年 - 月 - 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- 人 - 人 -

令和 5 年 7 月 27 日
～

令和 5 年 7 月 27 日
【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】
つくしんボ（ボランティア団体）

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

9 人 6 人 40代

令和 5 年 10 月 14 日

～

令和 5 年 10 月 14 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

栃木県教育委員会事務局河内教育事務所

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

13 人 13 人 10代

令和 5 年 11 月 20 日

～

令和 5 年 11 月 27 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

48 人 0 人 70代

令和 6 年 3 月 10 日

～

令和 6 年 3 月 27 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

北生涯学習センター利用団体連絡協議会，センター登録団体

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

112 人 0 人 -

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計 簡易
問い合わせ

4 講座 14 回 205 人

1 講座 6 回 141 人

6 講座 61 回 308 人

2 講座 2 回 22 人

13 講座 83 回 676 人
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青少年リーダー
養成講座

日常生活では経験できな
い体験をすることによ
り，社会や地域などにつ
いて学習する。また，同
学年や別学年の児童がと
もに学ぶことを通して，
物事に積極的に取り組む
ことのできるリーダーの
資質を磨く機会とする。

戸祭地
区の小
学校高
学年

７月 1回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域との日程調整がつかなかったこ
とから，中止とした。

当講座は，地域と連携した小学生講
座として実施していたが，次年度
は，地域の教育機関等と連携し，小
学生を対象とした体験学習講座の実
施を検討し，多世代交流を推進す
る。

昔あそび体験講
座

ボランティアによる昔遊
び体験を通じ，普段体験
する機会の少ない遊びへ
の挑戦や子ども同士，ボ
ランティア等とのふれあ
いを深める。

小学生
とその
家族

７月 1回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
北生涯学習センター登録団体が講師と
して昔あそびを実施し，参加した子ど
もたちに，好評であった。今後は，応
募者の増員を図るため，市の広報紙だ
けでなく，地域の「子どもの家」な
ど，地区内の対象者に積極的に広報す
るなど検討する必要がある。

普段経験ができない「水鉄砲」や「紙
ヒコーキ」など，昔ながらの遊びを通
して，子ども同士や親子の交流につな
がったことや，センター登録団体が講
師となり，北生涯学習センターの活動
内容も合わせて参加者に知ってもらう
機会となったことから，継続して実施
する。

とちぎ子どもの
未来創造大学出
前講座

子どもたちの学力向上の
基礎づくりのために，学
校における学習に加え
て，学ぶ意欲を高め主体
的に学習に取り組む姿勢
を涵養することをねらい
に，県内の高等教育機
関，民間企業等と連携し
ながら，子どもたちが
「本物」に触れる学習機
会を提供する。

小学生
とその
家族

７月 1回 【実施日】

一般成
人

１１月

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

集客に結び付くテーマ設定が難しい青少年
対象の講座を県との共催で実施することが
でき，また，北生涯学習センターを初めて
利用したとの参加者の意見も多くあったこ
とから，当センターの周知につなげること
ができた。
県との役割分担が不明瞭だったため，周知
が足りなかった部分もあり，定員を満たす
ことができなかった。ただ，当日は参加者
家族の見学が可能だったため，参加者だけ
ではなく保護者や兄弟も一緒に参加，楽し
める内容であった。
以上のことから，周知方法を見直しながら
講座開催を検討する必要がある。

内容的に大変好評であったが，県か
らの事業の募集が次年度に入ってか
らのため，募集要項等の周知があっ
た際に改めて検討する。

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協
議会など，地域の教育力向
上に取り組む団体の活動支
援を行っていく。

地域団
体

通年 随時

2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

受講者のレベルの差も見受けられた
が，内容的に難しかったことから，受
講者の評価が分かれた。しかし，２回
目の百人一首では，受講者同士が和気
あいあいと取り合っている姿が，印象
的であった。このような課題の講座に
ついては，受講者のレベルの問題があ
り，難しいところがある。
以上のことから，今後は，講座の内容
などについて検討する必要がある。

ボランティアスタッフの提案講座の
ため，来年度については，未定であ
る。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
魅力ある学校づくり協議会など地域の教育
力に取組む団体の支援活動を行った。

引き続き，魅力ある学校づくり地域協議会
など，地域の教育向上に取り組む団体への
協力・活動支援を行っていく。

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の
取り組み

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

昨年度から会場が変更となったが，
実施委員の協力もあり，「式典」
「地域交流事業」とも円滑に運営す
ることができた。

引き続き，実施委員等と連携を図
り，より円滑かつ効率的な運営を行
う。

25 人 1
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サークル活動体
験

サークル活動に興味関心
のある人が，気軽に活動
に参加できるよう支援す
るため，北生涯学習セン
ター利用団体と協働で，
サークル活動を体験でき
る講座を実施し，生涯学
習活動をはじめるきっか
け作りとする。

一般市
民

2月 １０
回

程度

回

集合写真について，
申込をQRコードで行
うことにより，事務
の軽減を図った。ま
た，二十歳成人の実
施委員から写真の申
し込みや当日の移動
などの声掛けをする
ことにより，スムー
ズに行うことができ
た。

宝木 28 人 1 回

集合写真について，
申込をQRコードで行
うことにより，事務
の軽減を図った。終
了時間を知らせるた
め，声掛けだけでは
なく，会場内の照明
を落とすことによ
り，スムーズな誘導
を行う事ができた。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 １日 中学
校区

星が
丘

③
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★郷土の歴史を
学ぶ【CKP】

中世宇都宮氏の足跡を学
ぶことで，郷土愛への機
運を作るとともに，郷土
の文化に関する知識を身
につけ，地域社会への参
加のきっかけ作りを図
る。

【次年度の方向性】

生涯学習団体が日頃の成果を発表す
ることができ，活動意欲やモチベー
ションを高めることができた。ま
た，今回初めて活動体験コーナーを
設けたことで，見学者も観覧するだ
けではなく，参加することができた
ことから，興味・関心の向上につな
がった。また，文化祭を映像化し，
来館者への周知も行った。

利用団体の構成員の高齢化などによ
り，参加団体が少なかったため，地
域団体や学校なども巻き込みなが
ら，参加団体を増やす取り込み等を
検討し，実施する。

31 団体 750

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年３月以降実施予定

（前年度は，モデル事業としてきた生
涯学習センター利用団体連絡協議会の
加盟団体にて実施し好評だった。北生
涯学習センターの登録団体（９0団
体）に募集をした結果，参加団体を増
やすことができたことから，次年度も
継続する方向で検討する必要があ
る。）

令和６年３月以降の実施を踏まえて
決定する。

（サークル活動への興味関心を高
め，市民の参加や交流が図ることが
できること，また，サークルが初心
者の受け入れのためのプログラムを
検討するなど，サークル活動の活性
化に繋がる事業であることから継続
して開催する。）

人

・文化祭に参加する生涯学習
団体等が主体となり，当日の
運営や準備，片付けなどを
行っている。また，出展がな
い団体であっても，当日の運
営ボランティアとして参加す
るなど，センター利用団体が
協力し実施している。
・地域団体や近隣の学校，保
育園等も参加している。

出展団体数 のべ来場者数 特色
北生涯学習セン
ター文化祭

北生涯学習センターを拠
点に活動している団体等
の学習成果の発表の場を
提供する。

北生涯
学習セ
ンター
利用団
体及び
一般市
民

 １０月 1回 【今年度の実施状況】

21 0 0

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

生涯学習に関する講座やイベント，
登録団体の概要や活動内容等の情報
提供を行う事ができた。

生涯学習センター内に，センター主催
事業や市や県等が主催・後援する生涯
学習事業のちらしやポスターを掲示す
るほか，生涯学習団体について，団体
概要や活動内容等のPRの場を提供する
など，引き続き，生涯学習の情報収
集・提供を行っていく。

・北生涯学習センター登録団体一覧を配架，また，団体活動
のチラシを掲示するなど，生涯学習情報を提供した。
・「生涯学習サークルを体験してみよう」に参加する団体に
ついては，サークルの活動内容などの情報を事業の周知用ち
らしなどにより，広く市民へも情報提供を行った。

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者が取り組
む活動の質の向上，学習
活動中の問題や悩みの解
決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を
啓発・支援し，生涯学習に
対する市民ニーズに的確に
対応するため，学習施設や
学習機会等の生涯学習関連
情報を収集するとともに，
その情報を市民に提供す
る。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

計

令和５年度活動事例

地域環境点検への支援・協力を行った。

17

0 43 41

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

令和5年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内訳（：件） サークル一覧を窓口に配架し，学習
への意欲促進を行う事ができた。ま
た，生涯学習サークルを体験しよう
を実施することにより，学習意欲を
掘り起こすことができた。

引き続き，相談者への登録団体の紹
介や情報提供など，活動意欲に繋が
る発信を積極的に行っていく。

22

-

-
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内容 対象 時期 回数 事業実績

令和 5 年 8 月 4 日

～

令和 6 年 1 月 25 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

10 人 0 人 60代

令和 5 年 7 月 13 日

～

令和 6 年 2 月 28 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

39 人 0 人 60代

令和 5 年 5 月 9 日

～

令和 6 年 3 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

308 人 147 人 30代

令和 5 年 7 月 27 日

～

令和 5 年 10 月 10 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

平石地区まちづくり協議会，宇都宮市国際交流プラザ

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

人 26 人 10代

令和 5 年 5 月 21 日

～

令和 5 年 9 月 27 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

138 人 65 人 60代

令和５年度　平石生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　平石地区においては，少子高齢化の進行，特に高齢化が顕著であるとともに，核家族化の進行や地域コミュニティの希薄化などにより，地域を担う活動者の固定化や若い世代の活動者が少ないことなどから，地域活動
の活性化や新たな人材の発掘・育成が必要となっている。
こうしたことから，子どもから高齢者に至るまでの幅広い世代を対象に，地域住民が健康で生き生きとした生活を送り，学んだ成果が地域活動への参加や次代を担う地域リーダーの育成に結び付くきっかけとなるよう，
交流による仲間づくりや身近な地域の魅力の再発見による郷土愛の醸成を図る講座を実施する。
　また，保健福祉の東部地区の拠点としての利点を最大限生かし，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携し，地域住民の健康づくりや子育てに関する講座など，特色ある事業を積極的に展開していく。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

きらきらセミ
ナー

幅広い世代が交流する
きっかけづくりと，社会
性や適応力を高めるた
め，学びをとおして個々
の教養を深めて人間力を
高め心の豊かさに繋げ
る。

地域内の
成人

７～
１月

4回

①
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る
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業
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推

進

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

地域内の
一般成人

未定 1回

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（４回中，３回開催）

（今年度のテーマを「音楽」とし，４
回の講座をそれぞれ音楽に関する様々
なジャンルやアプローチを取り入れ，
多才な講師に依頼するなど，講座内容
をより充実させることができ，受講者
のアンケート結果も９９％が満足と回
答があり，好評だった。
学習目標の幅広い世代の交流に資する
ため託児を設けたが，子育て世代（３
０代４０代）の参加が少ない状況で
あった。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（託児を設けるなど，幅広い世代の
参加や交流を目的として引続き企画
するとともに，子育て世代（３０代
４０代）の参加に繋がるよう講座内
容の充実，開催日時等の調整や周知
啓発に取り組んでいく。）

-

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

受講者が少数であったため，個別質
問に対して丁寧に対応することがで
き，気づきや課題解決を図ることが
できた。平石地区のほか近隣地区
（石井，陽東）に講座チラシを配布
するなど周知啓発に取り組んだとこ
ろであるが，受講者は少人数となっ
てしまったため，さらなる周知啓発
に取り組んでいく。

開催日時の検討や講座内容の充実を
図りながら，デジタルデバイド対策
や世代・ニーズに応じた講座を継続
して実施していく。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（９回中，８回開催）

（乳幼児を持つ親同士のコミュニケー
ションがもっと活発にできるよう「は
ぐはぐ」（申込不要で開設時間（10：
00～12：00）に自由に出入りでき
る）を開催し，参加者同士の子育ての
不安解消や感動の共感を持てるように
していく機会として講座を実施するこ
とができた。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて決
定する。

（少子化が著しいことから，より一
層，乳幼児を抱える親同士の触れ合う
場が必要である。乳幼児期の子育ての
悩みを気軽に話すことで，心身のスト
レスのリフレッシュに繋げ，同じ仲間
とふれあうことで悩みを共有し，楽し
く安定した子育てに繋げる講座とする
ため，継続して開催する。）

-

②
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◎親子の広場
「はぐはぐ」

・乳児を持つ親と子ども
（子育て中の親子）が気
軽に集い，母親同士の情
報交換，育児相談を行
う。
・年7回のお楽しみ講座

「はぐはぐ⁺」において，
家族で参加できる企画も
取り入れ拡充を図る。

主に乳幼
児（０～
３歳）を
持つ子育
て中の親
子

５～
３月

40回

わくわく教室 多文化共生の推進につな
がる体験活動や交流を通
じて，仲間との関わりを
深めるとともに，育成会
と連携しながら異世代と
の交流を通じて，少年の
生きる力を育む。

地域内の
小学生

７～
８月

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時
令和５年度活動事例

2回 【実施日】 【今年度の実施状況】

3回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

宇都宮の歴史資源や地域資源を活か
した内容とすることで，地域への関
心を持つことや，地域活動の活性
化，郷土愛の育成の促進に繋がるよ
うに努めた。
また，LRT乗車体験を取り入れたこ
とにより，ＬＲＴ（地域資源）への
関心・利用向上を図ることができ
た。

歴史・文化等，地域資源に関する
様々な興味や関心等をテーマに取り
入れ，地域団体の活動を地域に広
め，地域理解に繋げるために継続し
て開催する。

-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

ＬＲＴ開業イベント等では，魅力協と
連携しながら事業を実施することがで
きた。
【事業概要】
児童が描いた似顔絵を横断幕に印刷
し，沿線側校舎柵に掲示したほか，似
顔絵作成や開業記念の取組がとちぎテ
レビで放映された。

・引き続き，魅力協事業に係る地域へ
の情報発信や学校に対する情報提供等
により活動支援を行う。
・魅力協が地域団体と協働できる事案
に対して，センターが連絡調整役を担
い，魅力協・学校・地域団体の連携強
化に繋げる。

・魅力協で行うイベント等をセンター内で情報提供している。
・魅力協から提供された地域課題等について，迅速に関係課等へ連絡調
整を行い，魅力協にフィードバックするなど，円滑に対応した。

【次年度の方向性】

・ＬＲＴ開業記念の一環として，小中学生を対
象にＬＲＴ車両などの塗り絵をもとにデコレー
ションを行う「創作塗り絵」を開催し，セン
ターロビーに展示するなど，ＬＲＴへの関心・
機運醸成の一助として貢献することができた。
（タイムリーな講座を実施することができた）
・多文化共生の推進を図るため，国際文化への
理解を図る講座を毎年度実施しており，昨年度
がヨーロッパ圏であったことから，今回はスリ
ランカについて学習機会を設けた。より理解が
深まるよう，スライドショーの創意工夫を図
り，講師も熱心に対応していただいたことか
ら，充実した内容で実施することができた。
・ものづくり（図工）の講座が２回で内容に片
寄ってしまったことから様々な内容を検討して
いく。

・国際理解の講座は，率先して取り組む
テーマであることから，次年度も継続して
実施する。
・地域の育成会事業と重複する部分が多く
あることから，今後は協力しながら共同開
催するなど，内容の充実を図っていく。
・地域資源を活用した内容を盛り込んだ講
座を検討する。（平石塾が製作した「郷土
料理のレシピ本」を教材として，地域人材
を講師に迎え，調理実習を行うなど，郷土
に対する愛着や感謝の心を育む取組として
いく。）

26

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

記念品として，地元洋菓子店が製作
した「ＬＲＴ焼菓子詰合せ」を提供
し，今年開通して話題となった地域
内交通の周知の一助となった。ま
た，地域交流事業では，成人の実施
委員が企画した在学中のスライド
ショーを実施するなど，新成人が地
域とともに式典を作り上げ，二十歳
としての自覚や地域社会の一員とし
ての意識醸成に努めた。

・同フロアで複数の学校区と同時開
催であったことから，今後は導線や
受付場所等を調整しながら，円滑に
事業を運営する。
・大サイズの紙袋は好評であったこ
とから，次年度も対応予定

20 人 2 回

・実施委員会は全体会
を１回，成人のみを対
象に１回実施した。
・記念品として，地元
洋菓子店が製作した
「ＬＲＴ焼菓子詰合
せ」を提供した。
・地域交流事業におい
て，地元企業等の協賛
金により，成人の実施
委員が企画した在学中
のスライドショーを実
施した。
・会場変更に伴い，手
荷物置き場が確保でき
なかったことから，記
念品用紙袋を大サイズ
にし，コートやショー
ル等を入れられるよう
に工夫した。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日 中学
校区

鬼怒

③

地
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進

す
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◎ひらり発見講
座

地地域団体との連携によ
り，身近な地域団体の活
動を地域に広め地域理解
に繋げるとともに，地域
資源を活かし地域に関心
を持ち，地域活動の活性
化や郷土愛を生む促進に
繋げる。

地域内の
成人

５～９
月

-

-

-

2

-
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内容 対象 時期 回数 事業実績

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計 簡易問い合わせ

1 講座 9 回 308 人

1 講座 2 回 10 人

2 講座 7 回 177 人

1 講座 3 回 26 人

5 講座 21 回 521 人

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

平石地区文化祭
（同時開催：農
業祭）

小・中学生の作品展示
や，平石地区福祉施設や
平石生涯学習センター利
用団体による学習成果を
発表することで，文化活
動や生涯学習を推進する
機会とする。また，参加
することにより，地域住
民との連帯意識高揚を図
る。

平石生涯
学習セン
ター利用
団体及び
一般市民

１１月 1回
出展団体数 のべ来場者数

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上のほか，学習活
動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年

特色
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

新型コロナウイルスの５類移行に伴
い，実施内容をコロナ禍以前の制限
がない状況に戻したことで，参加
者・来場者の双方が交流が深まり，
賑やかな文化祭となった。

地域主体のアイディアや意見を活か
し，地域住民同士が文化祭を楽しみ
ながら，コミュニティの輪を広げて
いく。また，生涯学習の発表の場と
して提供し，学習の意欲向上や継続
に繋げていく。

24 団体 250 人

・ＬＲＴ開業に伴う，地元パン屋
さんによる「ＬＲＴパン」の製作
や特別販売
・ビンゴ大会実施による集客力の
向上

随時

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時

相談者のニーズに応じ，その活動に
関する課題や相談内容について適切
な助言や学習活動へのつなぎ・支援
を行う。また，持続的に多種多様な
分野の学習が持続的にできるよう取
り組む。

9 3 1 0

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

生涯学習団体や地区内の放課後子ど
も教室等の活動成果をセンターロ
ビー展示スペース（ギャラリーひら
いし）で周知したことで，生涯学習
団体の作品展示の希望が増加し，生
涯学習団体のＰＲや，センター利用
者の癒し，生涯学習事業への関心に
も繋がった。

・継続して，センター内で講座のチ
ラシやポスターによる周知啓発を図
り，生涯学習情報を提供するほか，
生涯学習団体の活動成果（制作物な
ど）の発表の場として，センターロ
ビー展示スペースを提供する。
・動画やSNS等を活用し，各種地域
団体の活動の情報発信に取り組む。

・時節にあった内容等を掲示し，来所する市民に対して，周知啓発を実
施している。
・生涯学習団体や地区内の放課後子ども教室等の活動成果（制作物な
ど）の発表の場として，センターロビーに展示スペース（ギャラリーひ
らいし）を提供している。

令和５年度活動事例

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

計

0 13 21

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

令和５年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内訳（：件） 相談者の多くは６０歳代以上の方で
あり，相談者が希望する活動におけ
る，当センターで活動する団体情報
に関する相談内容が多かった。相談
者の意向をよく聞き，ニーズを把握
したうえで助言・支援を行った。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 22 日

～

令和 6 年 2 月 27 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

清原地区老人クラブ連絡協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

12 人 0 人 70代

令和 5 年 11 月 10 日

～

令和 5 年 11 月 10 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

作新学院大学，青少年育成協議会，
子ども会育成連絡協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

31 人 0 人 40代

令和 5 年 9 月 21 日

～

令和 5 年 12 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

清原地域振興協議会，作新学院大学

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

47 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 27 日

～

令和 5 年 12 月 7 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

作新学院大学，地域保健福祉担当（東部）

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

82 人 41 人 30代

令和 5 年 8 月 1 日

～

令和 5 年 8 月 1 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

本田技研工業㈱パワートレインユニット製造部

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

9 人 9 人 10代

令和 5 年 8 月 8 日

～

令和 5 年 8 月 8 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

キャノン㈱宇都宮事業部

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

18 人 18 人 10代

【実施日】

【実施日】

【実施日】

【実施日】

【実施日】

【実施日】

中学校
区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の
取り組み

令和５年度活動事例

清原中学校生徒会が実施する地域未来会議の円滑な実施に向け
て，連絡・調整などの支援を行った。
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スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

地域内の
一般成人

未定 2回

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体

親子のふれあいを通し，親子
の絆を深めるとともに，同世
代の保護者同士の交流を深
め，子育て世代の不安解消を
図り，生き生きとした親子関
係を育む。作新学院大学との
連携により，専門的な学習内
容を提供するとともに，受講
者がオンラインか対面を選べ
るようにするなど，学習機会
の充実を図る。

地区内の
未就学児
とその保
護者

５～
12月

3回

二十歳を祝う成
人のつどい

地区内
小学生

企業体験教室 清原工業団地の企業との
連携による講座を開催
し，「日本のものづく
り」の偉大さや，日本を
代表する企業が地域にあ
ることを認識させ，子ど
も達の郷土の誇りと愛着
を育む。

【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（２回中，１回開催）

（みんなでまちづくり課が主導の講
座であり，指定された日程で行うた
め実施時期が限定された。夏と冬の
時期ではなく，高齢者が外出しやす
い時期に行ったほうが集客が見込め
るため，調整する。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（市民ニーズや講座を主導している
みんなでまちづくり課の意向を確認
しながら事業を進めていく。）

親子での参加ということもあり，天
気の影響で出席数の変動が大きかっ
た。また，今年度は，ボランティア
による絵本の読み聞かせを毎回行
い，参加者からは好評だった。
今後は，多くの親子が参加できるよ
う，講座開催案内の時期や募集方法
等について検討する。

親子のふれあいを通し，親子の絆を
深めるとともに，同世代の保護者同
士の交流を深め，子育て世代の不安
解消を図るため，継続して開催す
る。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】【今年度の実施状況】

地域企業と連携し，学校や家庭では
学ぶことのできない「ものづくりの
素晴らしさ」を体感できる講座を開
催する。

川原の石の色や形を見ながら自由に
ペインティングを行うなど，「遊
び」を通じて，自ら考え自然を大切
にする心を育むことができた。
今後は，多くの児童が参加できるよ
う，講座開催案内の時期や募集方法
等について検討する。

子どもに関心の高い「自然」をテー
マに，毎年，メニューをリニューア
ル化し，魅力ある講座を開催する。

【次年度の方向性】

次年度も式典会場の下見や，担当者
との打合せを行い，スムーズに対応
ができるよう実施していく。

清原中学校生徒会が実施する地域未
来会議の円滑な実施に向けて，連
絡・調整などの支援を行った。

【今年度の実施状況】

式典会場の変更に
伴い，会場レイア
ウト等や各担当の
詳細説明を実施し
た。また，当日
は，スムーズな開
催ができるよう各
担当ごとの打合せ
を行い周知を図っ
た。

令和５年度　清原生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　ＬＲＴの開通を見据えた「まちづくり」や地域の観光振興を推進していくため，次世代のまちづくりを担う人材の育成が不可欠である。
このようなことから，地域住民一人ひとりがまちづくりの推進力となるよう，人材育成に資する講座を開催するとともに，オンラインの活用検討など，幅広い世代が講座に参加しやすい環境整備を図る。
・住民が地域の歴史や文化等の魅力を幅広く学び，地域への愛着を深めるとともに，観光振興や賑わいの創造に携わる人材の育成に向けた講座を展開する。
・子育て世代の不安解消や家庭内の教育力を向上させるため，地元大学や地域在住の専門家などとの連携を強化し，専門性が高く，子育て世代の学習ニーズに対応した事業を展開する。

地区内の歴史を知るために館外学習
を入れたことで，清原の魅力を更に
知る事ができた。
また，学生から学んだＳＮＳの活用
等を更に観光振興としてつなげてい
けるように情報発信していくことが
必要なため，検討していく。

地区内の埋もれた歴史・文化等及び
その歴史を語れる人による講話を行
うなど，清原地区の観光振興，さら
には「まちづくり」にも繋げていく
ため，継続して開催する。

コロナ禍で，思うように学校生活が
過ごせなかった青少年に対し，支援
やアドバイスに繋がる手法を学ぶ機
会となり好評だった。
今後は，多くの青少年指導者や育成
者が参加できるよう，講座開催案内
の時期や募集方法等について検討す
る。

地区の青少年育成協議会及び子ども
会育成会連絡協議会などと連携し，
新たな地域居住者とのコミュニケー
ションを通じて，子育て中の若年世
帯の不安解消や地域で子育てに関わ
る人材のスキルアップを図るため，
継続して開催する。
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【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

7月 1回

通年 随時

7・
8月

1回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和5年度は「環境問題」をテーマ
に行ったが，今後は「清原地区を
もっと知る」「LRTの魅力発信」
「もっと人が集まるまちづくり」な
どをテーマに地域未来会議の円滑な
実施に向けて，連絡・調整などの支
援を行っていく。

「カメラレンズ」の仕組みや技術に
ついて学び，日本を代表する企業が
地域にあることへの誇りと郷土愛の
醸成へと繋げることができた。
今後は，さらに学習効果が更に高ま
るよう，地域企業を会場として講座
が開催できるよう調整する。

今後の方針

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日

昨年度の式典会場から変更となった
ため，事前に会場の見学等や打合せ
を綿密に実施した。

清原 34 人 1 回

事業実績

チャレンジ遊び
塾

日常生活では体験できな
い「遊び」や「学び」を
通じて，新たな物事への
好奇心やチャレンジ精神
を育む。

地区内
小学生

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

清原の魅力を発
信しよう!!
講座

LRTの開通を見据えた「まち
づくり」や清原地区における
観光振興を図るため，地域住
民が地区の歴史・文化や農産
物などの地域資源の魅力を幅
広く学び，わがまち意識の醸
成を図るとともに，SNS等を
活用した情報発信や，新たな
賑わいの創出が図れるような
講座を開催する。

地区内住
民

5～
12月

3回

青少年指導者・
育成者研修会

地区の子ども会の役員や育成
会役員など，地域で子育てに
関わる人材のスキルアップを
図り，地域における教育力の
向上を図るもの。
ゆいの杜地区の人口増加に伴
い，外国人住民も増加してお
り，地域における相互理解の
必要性が高まっていることか
ら，地区国際交流協会等と連
携を図り，外国人家族との交
流や生活課題の解決を目的と
した講座を開催する。

地域内
青少年育
成関係者

5～
12月

2回

【今年度の実施状況】

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価
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内容 対象 時期 回数 今後の方針事業実績
重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易

問い合わせ

1 講座 6 回 82 人

1 講座 2 回 12 人

2 講座 4 回 78 人

2 講座 2 回 27 人

6 講座 14 回 199 人

内訳（：件）

0 0 0 0 0 0 12

出展団体数 のべ来場者数 特色

50 団体 3000 人

・コロナ前の規模に戻し実
施
・清原体育館の無料開放
デーに併せて開催
⇒清原公園も含め会場の拡
大（農業祭会場），来場者
駐車場の確保
・LRT開業記念事業
⇒停留場をスタンプラリー
ポイントにしLRT周知

令和５年度実績

令和５年度活動事例

生涯学習センター内に設置している「地域情報コーナー」に利用
団体のチラシやポスターを掲示し，生涯学習情報を提供した。
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1回清原地区文化祭
（同時開催：農
業祭）

11月

学習相談

情報収集・提供

計

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

引き続き，相談者のニーズに応じた
団体情報の紹介や施設情報への対応
を丁寧に行うほか，的確，迅速に対
応できるよう取り組むことで，学習
中の課題や悩み解決のための支援を
していく。

生涯学習団体登録やマナビス講師登
録等の問合せや相談に際し，適切に
対応する必要がある。

引き続き，多くの来場者を迎えられ
るよう，文化祭の日程調整（地域内
行事や清原体育館無料開放デー）を
図り，地区外にも積極的に周知を行
う。

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

清原生涯学習センターの
利用団体が，日頃の成果
を発表することにより，
文化活動の向上と生涯学
習を推進する機会とす
る。

生涯学習
センター
利用団体
及び地区
内小中学
生等

相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上のほか，学習活
動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時 【今年度の実施状況】

LRT開業年を記念し，清原体育館無
料開放デーとの同日開催により，例
年より拡大した会場をスタンプラ
リーで周遊するなど，今までにない
文化祭を企画した結果，来場者も増
え，賑わいの創出につながった。

【次年度の方向性】

・生涯学習情報は，市民に対し随時
提供していく必要があることから，
センター内に設置している掲示板に
て提供している。
・市民から，サークル活動の内容が
分かる一覧表を求められたことか
ら，その問合せを踏まえた資料を作
成する必要がある。

引き続き，センター内の「地域情報
コーナー」において，チラシやポス
ター等の媒体をとおして生涯学習情
報を提供する。
・サークルの活動内容が分かりやす
い一覧表を作成し，市民の目を引く
ような場所へ配置する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 27 日

～

令和 6 年 1 月 24 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

ハヤブサドットコム

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

37 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 8 日

～

令和 5 年 11 月 9 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

61 人 0 人 70代

令和 6 年 2 月 17 日

～

令和 6 年 2 月 17 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

40 人 20 人 -

令和 5 年 7 月 23 日

～

令和 5 年 12 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

横川スポーツクラブ

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

68 人 36 人 30代

令和 5 年 8 月 2 日

～

令和 5 年 8 月 23 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

横川中央・西小放課後子ども教室，
㈱ＳＵＢＡＲＵ

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

32 人 32 人 10代

令和 5 年 10 月 21 日

～

令和 5 年 11 月 18 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

横川エコの会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

40 人 0 人 70代

1

実施委員会
実施回数

各地域の取り組み

横川 28 人 1 回

協賛金により，みや
遺産である地元江曽
島町で生まれた陸稲
「エソジマモチ」を
使った「エソジマお
かき」を，成人（二
十歳）の記念品とし
て贈呈した。

【実施日】

【実施日】

【実施日】

【実施日】

【実施日】

【実施日】

-

よこかわ地域包括支援センター，姿川地区市民セン
ター，五光，明治安田生命保険相互会社

横川中学校の魅力ある学校づくり地域協議会の委員として協力・支
援を行った。

令和５年度活動事例

1

4

-

1

3

通年

児童が，同年代の子ども
達と「ものづくり」など
の体験活動を通して仲間
意識を育みながら，創意
工夫する力を身に付ける
講座を実施する。

まるごと横川
【ＣＫＰ】

地域学講座として地元横
川の魅力などについて学
ぶことを通して，地域に
対する理解や愛着を深
め，地域づくりに対する
意識の醸成を図ること
で，人材育成や地域ビ
ジョンの推進につなげ
る。

横川地区住
民等

８月 3回

地域団体

コロナ前に使用していた会場に戻っ
ての開催であったが，滞りなく和や
かに実施することができた。

今年度同様の形で行う。継続して実
施委員等と連携を図り，新成人（二
十歳）が地域社会の一員としての自
覚や感謝の気持ちを育む式典を円滑
に開催する。

中学
校区

実施委員数

令和５年度　横川生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　横川地区においては，地域まちづくり協議会の組織である各種団体が中心となり，様々な活動を展開しており，また，近年人口が増加するとともに，若い世代の割合が高い状況にある。
　一方で，少子・超高齢化や核家族化の進行に伴い，地域コミュニティの希薄化など様々な課題が生じており，地域の連帯感の醸成や地域を担う人づくりが急務となっている。
　このようなことから，住民自らが地域に目を向け，地域の課題に気づき，解決に向けた契機とするための講座や，青少年や子育て世代，高齢者など幅広い世代を対象に，学ぶことの楽しさや仲間づくり，生きがいづくりにつながる講座を実施し，学ん
だ成果を活かして地域で活動する人材の育成や，家庭・地域の教育力の向上に結びつくような事業を展開する。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事　業　の　概　要

ことぶき塾 日常生活に即した課題や
社会問題，歴史，文化，
芸能等，生きがいの創出
につながるような講座を
開催することで，高齢者
がいつまでも元気でいき
いきと豊かな暮らしを送
れるよう支援を図る。

横川地区の
６０歳以上
の住民

６～
１１月

5回

生の演奏を聴くコンサートや読み聞かせな
ど，新たな内容を設定し，講座内容の充実
を図ったことで，参加者アンケートからも
満足度が高い講座が実施できた。参加申込
についてもコロナ感染症の５類移行など影
響が低くなったこともあり，講座実施の後
半には申込者の増加傾向にあった。引き続
き，参加者のニーズに合った講座内容の充
実に務めていく。

引き続き，講座の目的である親子双
方の育ちの支援や，子育て世代同士
が知り合う場や母親の自己肯定感を
高めるために有効な講座であること
から，継続して開催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域協議会に３回出席し，情報共
有・意見交換等を行った。

今後も継続して，地域協議会の委員
として地域の教育力向上に取り組む
団体への協力・支援を行っていく。

地域の文化財調査員と連携を図った
ことで，地域の歴史や史跡等の知識
を学ぶ講座が実施でき，参加者から
も十分勉強になったとの評価があ
り，概ね当初計画
どおりの実施ができた。引き続き，
地域ビジョンの取り組みの一つとし
て魅力ある講座内容を設定してい
く。

横川地区の文化財の冊子をリニュー
アルするため，歴史史跡等に興味の
ある方々に冊子作成に参加・協力し
てもらえるよう，次年度も継続して
開催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地元企業や地域の関係者と連携を
図ったことで，企業ならではの専門
的な技術を学ぶ講座が実施できたこ
とや，参加者からも十分楽しめたと
の評価があったことなどから，当初
計画どおりの実施をすることができ
た。

講座の目的である「学ぶ楽しさ」
「自ら考える」ことや仲間づくりに
有効な講座であるため，次年度も継
続して開催する。

【次年度の方向性】

事業名

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

市内在住者 ７月 2回

高齢者の生活における問題などを
テーマにした講座や，いつまでも元
気でいられるように運動や健康につ
いての講座，また，生きがいの創出
につながるような講座を開催するこ
とができた。課題としては，コロナ
以前と比べ受講者が減少傾向にある
ことから，講座内容等を精査し，よ
り関心を持ってもらえるよう講座を
企画していく。

引き続き，高齢者の生きがいとな
り，より良い暮らしができるよう参
加される方が満足できる講座を開催
していく。

７月 1回

【次年度の方向性】

講師の説明がとてもわかりやすく，
また補助者も４人いたことから，一
人一人にきめ細かな対応をすること
ができ，受講者はとても満足してい
た。
しかしながら，高齢者の方にとって
操作は難しく，１回の講座で覚える
ことは容易なことではないことか
ら，繰り返し講座を開催していくこ
とが必要なため，検討する。

人気の高い講座であり，繰り返し開
催していくことが必要であることか
ら，継続して開催する。

【今年度の実施状況】

令和６年２月以降実施予定 令和６年２月以降実施の実施を踏ま
えて決定する。

【今年度の実施状況】

事業実績

親子のびのび講
座

小学生

就園前の幼児期に，体操
やレクリエーション等を
通して，親子のスキン
シップを深め，親子双方
の育ちを支援するととも
に，同じ子育て世代同士
が知り合う場や母親のラ
イフデザインを考える契
機を提供する。

２～３歳児
とその保護
者

７～
１２月

5回

①
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大好き ヨコカワ
【CKP】

横川地区のまちづくり活
動を担う人材を発掘し，
その育成や活用につなが
るよう，地域活動参画の
契機となるような内容の
講座を実施する。

横川地区住
民等

ワクワク体験教
室

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年度
成人（二十
歳）

随時

１月 １日二十歳を祝う成
人のつどい

９～
１１月

2回

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行う。
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要
事業名

事業実績

2 講座 6 回 108 人

1 講座 5 回 61 人

2 講座 4 回 77 人

1 講座 3 回 32 人

6 講座 18 回 278 人

0 0 0 0 0 0 34

令和５年度実績

内訳（：件）

簡易
問い合わせ

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計

・生涯学習センター内に設置している掲示板へ，公共的学習事業団
体等のチラシやポスターを掲示し，生涯学習情報を提供した。
・生涯学習サークル団体などの活動状況の情報発信の場として，無
料の掲示スペースを提供した。

令和５年度活動事例

・横川の特産である宇都宮牛
入りのカレーの無料配布や牛
串の販売，地元横川産の農産
物の直売。

出展団体数 のべ来場者数 特色

24 団体 800 人

通年 随時

横川ふれあいま
つり（文化祭）

1回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

相談者のニーズに応じて，丁寧な対
応を行い，必要な情報を正確に提供
し，学習活動中の問題や悩みの解決
に向けた支援を行った。

引き続き，相談者のニーズに応じた
団体情報の紹介や施設情報への対応
を丁寧に行うほか，的確，迅速に対
応できるよう取り組むことで，学習
中の課題や悩み解決のための支援を
していく。

新型コロナウイルス感染症の５類移
行により，コロナ禍前の状態での開
催をすることができた。４年ぶりの
完全開催で，多くの来場者もあり，
盛況のうちに終わった。

今年度同様の形で行い，引き続き生
涯学習団体が日頃の活動成果を存分
に発表できる場を提供する。

全市民 通年 随時学習相談

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

横川生涯学習センター利
用団体や地区内の小中学
校及び各種団体が一体と
なり，特色ある地域文化
の向上や生涯学習の推
進，主体的な地域づくり
の推進，地域住民の連帯
意識の高揚を図る。

横川生涯学
習センター
利用団体，
地区内の小
中学生及び
各種団体，
一般市民

１１月

【次年度の方向性】

生涯学習情報の発信の場として，出
来るだけ新しい情報提供ができるよ
う，生涯学習サークル団体へ適宜，
働きかけをしている。

今後も継続して，生涯学習センター
内において学習事業者等のチラシや
ポスターを掲示し，生涯学習情報を
提供するほか，生涯学習サークル団
体などの活動状況の情報発信の場と
して，無料の展示スペースを提供す
る。

相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

計

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

16



事業名 内容 対象 時期 回数 事業実績

令和 5 年 12 月 7 日

～

令和 5 年 12 月 7 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

6 人 0 人 70代

令和 5 年 9 月 7 日

～

令和 6 年 2 月 5 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

12 人 0 人 70代

令和 5 年 11 月 10 日

～

令和 5 年 11 月 10 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

瑞穂野地区公共交通委員会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

6 人 0 人 70代

令和 5 年 9 月 14 日

～

令和 5 年 9 月 28 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

31 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 1 日

～

令和 5 年 10 月 31 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

平石地区市民センター保険福祉G

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

50 人 25 人 30代

令和 5 年 6 月 29 日

～

令和 5 年 7 月 6 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

平石地区市民センター保険福祉G

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

37 人 19 人 30代

令和 5 年 5 月 13 日

～

令和 6 年 1 月 21 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

瑞穂野地区青少年育成会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

500 人 0 人 30代

令和 5 年 7 月 25 日

～

令和 5 年 12 月 23 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

74 人 40 人 30代

令和 5 年 7 月 30 日

～

令和 5 年 8 月 1 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

瑞穂野地区青少年育成会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

44 人 44 人 10代

瑞穂野地区
内に居住す
る一般成人

１０月 1回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

市内在住者 9月
2月

令和５年度　瑞穂野生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

 瑞穂野地区においては，まちづくり協議会を組織する各種団体が中心となりさまざまなまちづくり活動を展開している。
 当地域は，大規模な住宅団地の形成により子育て世代が多く居住していることから，子育て支援や青少年の健全育成を着実に推進する必要がある。
 その一方で，高齢化や核家族化の進行，さらには新型コロナ感染症の影響により，地域コミュニティの希薄化なども目立ってきており，生活の核である家庭の重要性とともに，地域内の結びつきの必要性も一層高まってきて
いる。
 こうしたことから，幼児から高齢者までの幅広い世代を対象に，地域住民が健康で生き生きとした生活ができるよう，また，学ぶ人を増やし，学んだ成果が地域活動に結びつくきっかけとなる事業の充実を図り，地域課題解
決と変化する社会に対応するための講座を展開する。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（2回中，1回開催）

（スマホの利用技術の向上を図るた
め，基本的な操作方法を学ぶ内容と
した。参加者は少なかったが，好評
だった。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて決定す
る。

（今後も，デジタル化に向けて必要な講座
であるため，継続して開催する。市民まち
づくり部主催であることから，方針等を踏
まえながら，地域の方が関心を持ってもら
えるような内容を検討していく。）-

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

スマホ基礎講座からレベルアップし
た中級編として，セキュリティ対策
などを学ぶ内容とした。参加者は少
なかったが，好評だった。

参加者には好評であり，今後も，デ
ジタル化に向けて必要な講座である
ため，継続して開催する。参加者の
増加を目指し，実施方法や周知方法
等を検討する。

-
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なかよし親子の広
場

幼児期の成長に必要な遊
びや体験を通して，親子
のふれあいを深めるとと
もに，親子双方の育ちを
支援する。また，子育て
に必要な知識の習得を促
すとともに子育ての不安
を解消し，地域の子育て
支援機能の充実を図る。

就学前の幼
児と保護者

６～
１０月

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

交通系ICカード「totra」の利用方法
や，今年度開通したＬＲＴへの乗継
方法などが学ぶことができ，参加者
からは好評だった。

参加者が少なかったことから，瑞穂
野地区公共交通委員会と協議しなが
ら，再検討する。

◎女性のための大
人の学び講座

子育てなどが落ち着いた
女性が，健康に関するこ
とや本センターで活動す
る自主学習グループに参
加することなどで学び，
継続的な「学び」への
きっかけづくりと参加者
同士の交流を行う。

瑞穂野地区
内に居住す
る一般成人

９月 3回 【実施日】

totraを使ってみよ
う

高齢者などが，交通系IC
カード「totra」を上手に
利用して，生活の向上や
地域活用でのきっかけを
作る。

市内在住者 11月

地域との共済事業であり，新型コロ
ナウイルス感染症拡大防止のため，
数年，中止としていたが，今年度
は，久しぶりに開催することがで
き，参加者からは好評だった。

共催する青少年育成会との連携もよ
く，地区内の4小中学校の交流のた
め，継続して開催する。

1

1回 【実施日】
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スマホ講座
【CKP】
（中級編）

スマホの操作を学んで，
日常生活を便利にするた
め，必要な知識・技術を
身につける。

5回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

リトミックやハロウィンパーティー
など，様々な内容を実施し，好評
だったが，参加者が少なかったた
め，周知方法などを再検討する。

子育てしている世代からのニーズの
高い講座であるため，継続して開催
する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

ヨガやフラワーアレンジメントな
ど，センターを利用している生涯学
習団体の講師に依頼し，参加者から
は好評だった。

講座終了後も，新規の団体登録や既
存の団体への参加などがあるため，
継続して開催する。

足利銀行　個人コンサルティング部，
平石地区市民センター保健福祉G

-

-

1

2

1

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

保健師によるミニ講話などを開催
し，好評だったが，今後も参加しや
すい内容を検討する必要がある。

子育ての不安などに対する専門職の
アドバイスが受けられ，地域のニー
ズが高い講座であるため，継続して
開催する。

少年ふるさと教室 体験活動を通して，リー
ダーとしての資質向上と
育成を図る。

瑞穂野地区
内に居住す
る青少年

５月
１月

2回 【実施日】

はっぴー子育て講
座

乳児期の大切な時期に親
子のスキンシップや学び
を通して，家庭における
子育て力の向上を図ると
ともに，親同士の子育て
ネットワーク作りの推進
を図る。

乳児と保護
者

６～
７月

2回 【実施日】

1

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者から好評ではあるが，講座の
内容によっては，集客が少ない回が
あるので，内容の再検討を行う。

地域のニーズが高い講座であるた
め，継続して開催する。

-

リーダー講習会 地区内の６年生を対象
に，宿泊研修を行い，他
校の仲間と交流を図る。

瑞穂野地区
内の小学校
６年生

７～
８月

１回

-

親子チャレンジ教
室

専門家や地域のボランティア
による指導を受けながら，親
子でいろいろなことにチャレ
ンジすることにより絆を深め
るとともに，体験活動等を通
して青少年のリーダーとして
の資質向上と育成を図る。ま
た，受講生同士の交流を通し
て，気軽に話し合える場を設
け子育ての一助とする。

瑞穂野地区
内に居住す
る青少年の
親子

７・
８・

１２月

4回 【実施日】

【次年度の方向性】

地域協議会に出席し，情報共有・意
見交換等を行った。

引き続き，魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育力向上に取
り組む団体の活動支援を行ってい
く。

瑞穂野中学校の魅力ある学校づくり地域協議会の委員として協力・支援
を行った。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため，数年，中止としていたが，
今年度は，久しぶりに開催すること
ができ，参加者からは好評だった。

共催する青少年育成会との連携もよ
く，地区内の3小学校の交流のため，
継続して開催する。

1

令和5年度活動事例
【今年度の実施状況】
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事業名 内容 対象 時期 回数 事業実績

重点
項目

事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

令和 5 年 5 月 22 日

～

令和 5 年 11 月 8 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

60 人 0 人 70代

2 講座 7 回 87 人

0 講座 0 回 0 人

5 講座 11 回 115 人

3 講座 7 回 618 人

10 講座 25 回 820 人

地域について学ぶことで，まちづく
りに関心を持ってもらえるようにす
るため，継続して開催する。

-

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と
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ん

だ

成

果

を
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動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

地域学「みずほ
の」

地域の特性や歴史，文化
などを学ぶことにより郷
土への関心や愛着心を高
め，地域の魅力や課題に
気づくきっかけを作ると
ともに，まちづくり意識
の高揚と地域リーダーの
育成を図る。

瑞穂野地区
内に居住す
る一般成人

５～
１２月

4回

二十歳を祝う成人
のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５年度
成人（二十
歳）

１月

-

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

【みずほのフェス
ティバル】
瑞穂野生涯学習セ
ンター
文化祭
（同時開催：農業
祭･福祉まつり）

センター利用団体の学習
成果の発表，小中学生の
作品展示等の生涯学習の
推進及び特色ある地域文
化の向上発展，地域によ
る主体的な地域づくりの
推進，並びに地域住民の
連帯意識の高揚を図る。

地区内一般
成人等・セ
ンター利用
団体

１１月 1回

【次年度の方向性】

昨年度と同じ会場での開催だったこ
ともあり，スムーズに運営すること
ができた。

実施委員の意見を聞きながら，成人
のつどいが円滑に進められるように
支援する。

瑞穂
野

22 人 1 回

成人のつどいの際に，
撮影したスナップ写真
をロビーに掲示し，無
料で配布を行ったとこ
ろ，好評だった。

１日 中学校
区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み
【今年度の実施状況】

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時

出展団体数 のべ来場者数 特色
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

コロナ禍前の同様の内容で開催する
ことができた。「宮ＰＡＳＳ」の活
用もあり，多くの方が来場者し，盛
況だった。

今年度同様の形で行い，引き続き生
涯学習団体が日頃の活動成果を存分
に発表できる場を提供する。

14 団体 1,500 人

通年 随時 令和５年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

学習事業者等のチラシやポスターを
掲示し，生涯学習情報を提供したほ
か，サークル団体などの活動状況の
情報発信の場として，無料の展示ス
ペースを提供した。

今後も継続して，生涯学習センター
内において学習事業者等のチラシや
ポスターを掲示し，生涯学習情報を
提供するほか，生涯学習サークル団
体などの活動状況の情報発信の場と
して，無料の展示スペースを提供す
る。

・生涯学習サークル団体などの活動状況の情報発信の場として，無料の
掲示スペースを提供した。
・団体一覧を作成し，活動を希望する方に配布した。

16

相談者のニーズに応じて，丁寧な対
応を行い，必要な情報を正確に提供
し，学習活動中の問題や悩みの解決
に向けた支援を行った。

引き続き，相談者のニーズに応じた
団体情報の紹介や施設情報への対応
を丁寧に行うほか，的確，迅速に対
応できるよう取り組むことで，学習
中の課題や悩み解決のための支援を
していく。

来館 電話 FAX Ｅメール その他

子育て対象事業

シニア対象事業

内訳（：件）

成人対象事業

青少年対象事業

計

「宮ＰＡＳＳ」を持参した方に，
割引チケットを配布した。

【実施日】 【今年度の実施状況】

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

合計
簡易

問い合わせ

10 1 0 0 0 11

【次年度の方向性】

ダム見学の館外学習のほか蕎麦打ち
体験などを実施し，参加者からは好
評だった。
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内容 対象 時期 回数 事業実績

令和 5 年 7 月 9 日

～

令和 5 年 7 月 9 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

城山地区防災会，危機管理課

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

40 人 0 人 60代

令和 5 年 9 月 1 日

～

令和 6 年 2 月 1 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

ハヤブサドットコム

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

27 人 0 人 70代

令和 5 年 5 月 19 日

～

令和 5 年 12 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

富屋地区市民センター，宇都宮市家庭教育オピニオンリーダー，育児奏団

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

149 人 76 人 30代

令和 5 年 7 月 9 日

～

令和 5 年 12 月 9 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

城山地区食生活改善推進員協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 人 15 人
小学生と

３０代・４０代

令和 6 年 1 月 20 日

～

令和 6 年 1 月 20 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

衛生環境試験所

26 人 26 人 10 代

令和 5 年 7 月 10 日

～

令和 6 年 10 月 10 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

城山中学校地域協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

36 人 0 人 20～60

令和５年度　城山生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　第３次宇都宮市地域教育推進計画に掲げる基本理念の実現のために，個人の興味や関心に沿った多様な学習活動への支援を継続するとともに新型コロナウイルス感染症により社会情勢や生活様式が変化する中で，地域主体
のまちづくりを推進するため，地域と連携した人づくりや地域づくりの講座を実施する。
　また，城山地区の豊かな自然と歴史ある地域資源を活かしその魅力を再認識できる講座や，災害対応など地域が抱える課題に対応するための講座を実施し，学習した成果を地域活動に生かすことができる地域の人材育成は
もとより，家庭・地域の教育力の向上や，地域全体で子どもの成長を支える環境づくりに取り組む。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

②
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教

育

活

動

の
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進

ともそだち広場 乳幼児の保護者と乳幼児
が季節の行事やレクリ
エーションを通して，親
子のふれあいや人との関
わりを学ぶ。また，親同
士が情報交換や情報を共
有しながら，親子共々成
長していく過程を支援し
ていく。

０～３歳まで
の乳幼児とそ
の保護者

５～
１２月

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域住民の防災に関する関心が高い
ことから，昨年度に引き続き防災講
座を実施した。
今年度は，防災会の役員及び協力員
を対象とし，危機管理課による講
義，グループディスカッションを行
い，各自の防災に関する知識向上を
図るとともに，防災会の底上げを
図った。

次年度においても，防災講座を企画
する予定であり，地区防災会の役員
については，継続的に講座を受けて
もらうことにより，地域の防災リー
ダーとしての知見を深めてもらう。
また，地域住民も対象とし，いざと
いう時の行動について考える機会と
する。

いきいきセミ
ナー

多様化する住民のニーズ
に合わせて，今，住民が
必要とする情報や学習機
会を提供することで，生
涯学習のきっかけとな
り，心豊かな生活の一助
となるよう支援する。

地域内住民 １０月 1回

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向

上

に

資

す

る

事

業

の

推

進

◎ヒトマチづく
り

地域におけるまちづくり
の課題を抽出し，解決の
糸口となるようなきっか
けづくりを行い，地域で
活躍できる人材の育成を
図る。また，実践的な活
動を通し，地域まちづく
り意識の高揚を図ること
を目指す。

地域内住民 ８月 1回

7回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者からは毎回高い評価を得るこ
とができた。
対象年齢が０歳から３歳と広いた
め，工作を簡単にしたり，体を動か
す内容を多くするなど工夫したが，
０歳児にとっては工作は難しかった
ため，きめ細かな内容検討が必要で
あると認識した。

「もっとやってほしい」という声も
多かったため，次年度は回数を１回
増し８回開催する。
また，０歳でも楽しめるよう体を動
かす内容を多く取り入れるなど，内
容の充実強化を図る。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

スマホ基礎講座を実施。
スマホを使いこなせない住民に対
し，ボタン操作，画面の見方，QR
コードの読み方など，実践を織り交
ぜて講義。（全２回開催）

地域住民のスマホ利用技術の向上を
図るため，スマホ基礎講座から一段
階上の内容を企画する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

募集の対象を広げたことから，参加
者増につながり活気ある講座となっ
た。（小３～小４→小３～小６）

リピート参加者が多かったことか
ら，新しい参加者を発掘するため，
実施内容や周知方法等を工夫して開
催する。

★科学実験教室 身近なものをテーマにし
た科学実験や食中毒や感
染症の予防に有効な正し
い手洗い体験などを学習
し，科学的なものの見方
等を学習する。

当初の事業計画では予定
していなかったが，実施
した。

小学３年生以
上の児童

1月 1回 【実施日】

親子でにこにこ
クッキング

命の源である食に対する
興味や健康への関心を高
め，親子で調理すること
により，親子の絆を深め
る。　また，地場産の食
材を活用し，地域への関
心を喚起する。季節の野
菜を食材とすることで，
季節を感じる豊かな心を
育む。

地区内小学校
に通学する児
童とその保護
者

７・
１２月

2回 【実施日】

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時 令和5年度活動事例

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

当初の事業計画では予定していな
かったが，衛生環境試験所の協力に
より，今年度初めて実施した。
予想より多くの応募があり，活気の
ある教室になった。

次年度も実施することとし，衛生環
境試験所と連携しながら充実した講
座となるよう進めていく。

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

「城山再発見」と題し，城山中学校
地域協議会と協力して講座を企画し
た。
内容としては，大谷の採石場跡地の
地下空間を探検しながら，大谷石の
歴史を学ぶもので，日常生活では味
わえない城山の魅力を再発見するこ
とができた。

講座内容を定型化せず，その時の社
会情勢や地域のニーズに合った講座
を企画し，継続して開催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

城山中学校魅力ある学校づくり地域協議会と協力し，生涯学習講座
「しろやま地域学」を実施

企画段階から協議に加わり，より充
実した内容になるよう支援した。

さらに育成会等の地域団体と交流で
きるよう支援していく。

各地域の
取り組み

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

当日の運営に関して，実施委員等と
密な調整を図り，円滑に式典を運営
した。

継続して実施委員等と連携を図り，
成人（二十歳）が地域社会の一員と
しての自覚や感謝の気持ちを育む式
典を開催する。
また，地域交流事業が充実したもの
となるよう，二十歳の実施委員と連
携を取りながら進めていく。23 人 1 回

業務の効率化を図
り，円滑に式典を開
催した。また協賛金
を使用して地域特有
の記念品を配付し
た。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年度新
成人（二十
歳）

１月 １日 中学
校区

城山
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◎しろやま地域
学

豊かな自然や文化財など
の地域資源を知ること
で，地域の魅力や課題に
気付くきっかけづくりを
行い，郷土愛の熟成と次
世代に継承するための住
民意識の高揚を図る。

地域内住民 ８月

実施委員数
実施委員会
実施回数

1回 【実施日】

2

1

3

1

1

1
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内容 対象 時期 回数 事業実績

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

1 講座 7 回 149 人

0 講座 0 回 0 人

3 講座 5 回 103 人

2 講座 3 回 55 人

6 講座 15 回 307 人

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

城山生涯学習セ
ンター文化祭

地域住民の自主性と創意
によるコミュニティ活動
を促進し，特色ある地域
文化の向上発展と生涯学
習の推進，地域住民の連
帯意識の高揚を図る。

城山生涯学習
センター利用
団体,地域内
小・中学校県
立盲学校，及
び各種団体，
一般市民

１１月 1回
出展団体数 のべ来場者数 特色

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

コロナ禍が明け，従来どおりホールアトラ
クション，作品展示，地域団体ＰＲコー
ナー，模擬店，農産物販売（農業祭），城
山中学校吹奏楽演奏を行い，多くの来場者
が訪れた。また，城山中学校生徒が模擬店
やホールアトラクションなどにボランティ
アとして参加し，地域の人たちと一体とな
り，文化祭を盛り上げた。

実施内容の充実を図り，さらなる来
場者数の増加を目指すほか，引き続
き生涯学習団体が日頃の活動成果を
存分に発表できる場を提供する。

18 団体 990 人

地域内保育園，小学校，盲学校
等の作品出展や出店協力，地域
のお囃子会の演奏，中学校の演
奏など地域が一体となり，文化
祭・農業祭を同時に開催してい
る。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

センター内に設置の掲示板に生涯学
習センターの講座のチラシやポス
ターを掲示し，学習情報を提供し
た。

継続して生涯学習センター内に設置
している掲示板でのチラシやポス
ターなどの学習情報の提供等をおこ
なっていく。

生涯学習センター内に設置している掲示板へ，各生涯学習センター講
座のチラシやポスターを掲示し，生涯学習情報を提供した。

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

2 0 0 0 0 2

令和５年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内訳（：件） 相談者のニーズに応じた学習相談や
悩み解決の支援，学習情報の提供を
行った。

相談者のニーズに応じた適切な対応
を行い，学習相談や悩みの解決を支
援する。また，登録団体の学習活動
などを積極的に周知することで，活
動の質や学習意欲の向上を図る。

来館 電話 FAX Ｅメール

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

計

23

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

その他 合計
簡易

問い合わせ
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内容 対象 時期 回数 事業実績

令和 5 年 9 月 26 日

～

令和 6 年 2 月 20 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

12 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 21 日

～

令和 5 年 7 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

21 人 0 人 60代

令和 5 年 9 月 2 日

～

令和 5 年 9 月 2 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

国本地区づくり振興会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

26 人 0 人 60代

令和 5 年 6 月 22 日

～

令和 5 年 12 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

84 人 42 人 30代

令和 5 年 7 月 27 日

～

令和 5 年 8 月 2 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 人 29 人 10代

令和 5 年 12 月 23 日

～

令和 6 年 1 月 20 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

27 人 15 人 10代

令和 5 年 6 月 24 日

～

令和 5 年 11 月 25 日

【連携実績】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

国本地区づくり振興会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

86 人 0 人 70代

-

-

1

-

-

回

地域事業者の物を記
念品やお礼の品に取
り入れた。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日 中学
校区

国本
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◎１０倍楽しむ
国本塾【ＣＫ
Ｐ】

地域人材が講師となり，
歴史・文化と地域行事，
特産品などを組み合わせ
た地域学講座を開催する
ことで，地域の魅力を再
発見し，郷土愛を醸成す
るとともに，その学習成
果を地域課題解決のため
に還元できる人材の育成
を図る。

地区内在
住の一般
成人

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

安定した実施委員の活動により，ス
ムーズに運営をすることができた。

継続して実施委員等と連携を図り，
安定した運営を行うとともに，地域
交流事業内容を充実させる。

23 人 1

６～
１１
月

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域の特産物を使った内容としたこ
とで，地域理解のきっかけ作りとな
り，参加者からの満足度も高い講座
となったが，次年度以降は，材料費
や講師などについて，十分な調整が
必要なため，検討する。

地区の小学生の地域理解や郷土愛の
醸成のため，必要な講座であること
から継続して開催する。

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時 令和５年度活動事例

5回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域の魅力を大谷石文化からの視点
でとらえ，座学で学んだ内容を実際
に現地学習で学ぶなど，満足度の高
い講座となった。
今後については，新規の参加者を増
やすため，新たな視点からアプロー
チする内容となるよう，検討する。

地域の良さを再認識し，学習の成果
を還元できる人材を育成するため，
継続して開催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
国本中学校魅力ある学校づくり地域協議会の構成メンバーとして会
議や行事に出席し，情報交換するとともに，当センターを会場に実
施している学習支援事業「ありんこ学習室」などの実施について支
援した。

地域協議会に出席し，情報共有・意
見交換等を行った。

今後も継続して，地域協議会の委員
として地域の教育力向上に取り組む
団体への協力・支援を行っていく。

1

連携団体数

【次年度の方向性】

地区の各種団体や自治会長などの参
加を促すことで，地域の安全・安心
な暮らしのための防災意識の高揚に
役立つ講座となった。
今後は地域活動を担う人だけでな
く，個人が防災を意識し，どのよう
に関わっていくのかを認識させる必
要がある。

能登半島地震など災害が発生してい
ることもあり，防災意識を啓発する
講座を継続的に実施し，地域に浸透
させる必要があるため，継続して開
催する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

実験や絵手紙などの子どもが楽しめ
る内容としたことで，参加者からは
大変好評を得た講座だが，参加者を
更に拡大させるために，学校以外で
の周知方法について検討していく。

学校では学べない内容を身近な生涯
学習センターで体験できるととも
に，他校の児童との交流も図ること
ができるため，継続して開催する。

くにもとyou・
遊・club

地域で採れた食材を活か
した料理やお菓子を作
り，親子で地域の良さや
食の大切さを再確認する
ことで，郷土愛の醸成や
地域の活性化のきっかけ
作りとする。

地区内小
学校の児
童

１２
月・
１月

2回 【実施日】

夏休みチャレン
ジ教室

小学生の夏休みの宿題に
役立つ工作や科学実験な
ど，体験型の講座を開催
することで，ものづくり
や科学の楽しさを学ぶと
ともに，他学年・他校の
児童との交流を通して仲
間づくりを図る。

地区内小
学校の児
童

７～
８月

2回 【実施日】

-
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親子ワクワク教
室
【Vスタッフ】

親子での様々な体験等を通し
て，子育ての悩みを解決する
ための知識を習得するととも
に，同世代の親子と触れ合い
情報交換することで，家庭や
地域内における教育力向上に
役立てる。
また，保健師の講話を聞くこ
とで，子育ての環境をより充
実できるよう，子どもと保護
者それぞれの健康管理につい
て学ぶ。

市内在住
の未就園
児とその
保護者

６～
１２
月

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者からは好評な講座であるが，
より多くの人に参加してもらえるよ
う，内容を見直す必要がある。

地区の介護健康度が低いことから，
講座の内容を見直し，健康度向上に
向けて引き続き取り組んでいく必要
があるため，継続して開催する。

◎くにもと生き
生き教室【ＣＫ
Ｐ】

地域から要望のあった，
地域課題（防災関連）の
解決に役立つ講座を開催
することで，国本地区の
人が安心・安全かつ生き
生きとした生活を送れる
ようにするとともに，受
講者同士の交流を通して
地域の絆を深めていく。

地区内在
住の一般
成人

9月 1回

①
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6回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

親子ともに楽しめる内容とすること
で，参加者からはおおむね好評を得
ているが，より多くの親子に参加し
てもらえるよう，内容や日程，周知
方法などについて検討する必要があ
る。

さまざまな体験等を通して同世代の
親子と触れ合うとともに情報交換の
場とすることで，地域の教育力を向
上に繋がるため，継続して開催す
る。

【実施日】 【今年度の実施状況】

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末現在，開催途中。
（全２回中，１回開催）

（参加者からはおおむね好評である
が，個人の技術的なレベルの差が大
きく，多数の質問に回答が追い付か
ない場面があったことから，講師以
外にアシスタントの数を増やすなど
の対応が必要であるため，検討す
る。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（今後，ますますスマホ等のデジタ
ル機器の知識の必要性は高まること
から，継続して開催する。）

くにもと元気
アップ講座

地域の人が，日々元気で
生き生きとした生活が送
れるよう，フレイル予防
等について学び，健康寿
命の延伸に役立てるとと
もに，受講者同士の交流
を通して地域の絆を深め
ていく。

地区内在
住の一般
成人

7月 2回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

地域内の
一般成人

9月・
2月

2回

令和５年度　国本生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　地域の生涯学習活動の拠点として社会の要請や地域住民のニーズに応じた多様な学習の場を提供することで，「地域で活躍できる人づくり」・「家庭や
地域の教育力向上」・「絆づくり」を目的とした事業に取組む。
（ア）地域人材や地域資源を活かし，地域を学ぶ講座を継続的に開催することで，地域の良さを再認識し，郷土愛を醸成するとともに，その学習成果を地域に還元できる人づくりを目指す。
（イ）地域と連携し，防災に関する講座を開催することで，災害時に適切な対応ができるようにするなど，地域の安心・安全な生活を支えることができる人材
の育成に繋げる。
（ウ）地域と家庭・学校等と連携した事業を実施し，家庭と地域が一体となって子どもを育てていくという意識を醸成し，地域全体の教育力向上を図る。
（エ）サークル活動の支援及び趣味・教養・社会の要請等に応じた主催講座や地区文化祭の開催などを通して，地域の課題解決に役立てるとともに，地域の方々の絆を深める交流の機会を創出し，地域コミュニ
ティづくりの強化を図る。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
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内容 対象 時期 回数 事業実績

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

1 講座 6 回 84 人

1 講座 2 回 12 人

3 講座 8 回 133 人

2 講座 4 回 44 人

7 講座 20 回 273 人

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

計

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

今後も継続して，生涯学習センター
内でサークルのチラシやポスターな
ど掲示し，市民に対し生涯学習情報
を提供する。

20 団体
約

1,000
人

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易

問い合わせ

4 7

内訳（：件） 団体状況の問い合わせがほとんど
だったが，相談者のニーズに応じた
適切な紹介をするなど，学習相談や
悩み解決支援，学習情報を行った。

引き続き，相談者のニーズに応じた
団体情報の紹介や施設情報への対応
を丁寧に行い，学習中の課題や悩み
解決のための支援をしていく。

0 0 0 11

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績

16

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】

センター内に設置の掲示板をに生涯
学習団体の講座や学習情報を提供し
た。

・生涯学習センター内に設置している掲示板にサークルのチラシや
ポスターを掲示し，生涯学習情報を提供した。

・「くにもとまつり」として
文化祭と地区農業祭を同時開
催し，賑わいを創出してい
る。
・国本西小学校の「宗円獅子
舞」や文化財資料の展示で，
地域の特色ある文化祭となっ
ている。

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時

特色
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

4年ぶりに例年通りの2日間での開催
となったことから，多くの来場者で
賑わい，地域の方に生涯学習事業を
広く知っていただくことができた。

次年度も2日間開催することとし，
今年度参加を見送った団体にも積極
的に参加してもらうよう声掛けをし
ていく。引き続き生涯学習団体が日
頃の活動成果を存分に発表できる場
を提供する。

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

国本生涯学習セ
ンター文化祭

センター利用団体の学習
成果の発表の場を提供す
ることで,文化活動の向上
と生涯学習を推進する。

国本生涯
学習セン
ター利用
団体及び
一般市民

１１
月

１回
出展団体数 のべ来場者数

22



内容 対象 時期 回数 事業実績

令和 5 年 8 月 30 日

～

令和 6 年 2 月 8 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

19 人 0 人 60代

令和 5 年 10 月 26 日

～

令和 5 年 12 月 4 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

22 人 0 人 60代

令和 5 年 6 月 7 日

～

令和 5 年 8 月 1 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

45 人 0 人 60代

令和 5 年 12 月 15 日

～

令和 6 年 2 月 29 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

富屋小学校

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

92 人 92 人 代

令和 5 年 11 月 20 日

～

令和 5 年 12 月 3 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

富屋地区青少年育成会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

33 人 27 人 10代

令和 5 年 7 月 18 日

～

令和 5 年 9 月 26 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

48 人 24 人 30代

令和 5 年 6 月 15 日

～

令和 5 年 7 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

富屋地区まちづくり連絡協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

107 人 0 人 60代

-

-

-

1

1

-

1

人 1 回

・「成人のつどい応
援制度」の協力を地
域団体のみに依頼し
た。
・配慮が必要な富屋
特別支援学校卒業生
は，親同伴で式典に
参加している。

各地域の取り組み
【今年度の実施状況】

【今年度の実施状況】

【今年度の実施状況】

【今年度の実施状況】

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

二十歳を祝う成人
のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

◎とみや魅力発見
ガイド養成講座

「住民主体のまちづくり」を
さらに推進するため，地域住
民が専門家の講義やグループ
ワークを通して，自分の住む
地域の特徴を理解し，地域の
魅力や課題に気づくととも
に，中長期的な地域のあるべ
き姿を考える契機とする。ま
た，これらを後世に伝えるた
めに，地域以外の住民にも広
く受講者を募り，解説できる
人材を育成する。

富屋の自
然・歴
史・文化
財に興味
のある方

６～
７月

【次年度の方向性】

実施会場が変更となったが，実施委
員等と連携を図ることで，式典およ
び地域交流事業について，円滑に滞
りなく開催することが出来た。

※　晃陽中学校区は，今年度は篠井
生涯学習センターが担当した。

引き続き，実施委員等と連携を図
り，成人が地域社会の一員としての
自覚や感謝の気持ちを育む式典を開
催する。

※　晃陽中学校区は，今年度は篠井
生涯学習センターが担当した。
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【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度はガイド養成講座の修了
生の中から，『徳次郎宿案内人』を
第１号認定するなど実績を作ること
ができた。今後も多くの人に受講し
てもらえるよう，地区内外にＰＲを
継続していく。

地域の魅力を伝える人材育成に繋
がっているため，継続して開催す
る。

6回

②
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魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年

親子ふれあい教室
「富屋ママたっち
広場」

乳幼児とその保護者を対
象に，遊びや体験を通し
て，親子のふれあいを深
めるとともに，親同士の
ネットワークを促進し，
家庭・地域における子育
て環境の支援を図る。

就園前の
乳幼児と
その保護
者

７～
９月

3回

随時

【実施日】 【次年度の方向性】

リトミックや夏祭りなど，多様な内
容を実施したが，地区内には就園前
の乳幼児が少ないことから，効果的
な募集方法を検討する必要がある。

受講者へのアンケートでは満足度が
とても高く，親子のふれあいを深め
る機会の提供ができるとともに，同
じ年代の子や親同士が交流できる機
会作りに繋がることから，継続して
開催していく。

【次年度の方向性】

令和６年１月末現在，開催途中。
（全４回中，３回開催）

（富屋小の5年生が，学習のテーマ
を自分で決め，地域の文化や史跡を
調べ，成果を発表した。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（生涯学習センターと富屋小学校が
連携し，富屋地区の歴史や文化財を
子どもたちに学ばせ，郷土愛を育む
貴重な場であるため継続して開催す
る。）

タコづくり講習会 子どもたちの遊びの主流
がゲームになっている現
代において，地域の伝統
的な遊びである凧あげを
体験するための凧を自ら
作成することにより，豊
かな心と想像力を育むと
ともに，下野凧を後世に
伝える。

富屋小学
校児童

１１～
１２月

2回 【実施日】

とみや再発見
【ＣＫＰ】

富屋小学校に学ぶ児童
が，自分たちの住んでい
る地区の自然や歴史，文
化，産業などについて自
ら調べ，学習能力を高め
るとともに，地域の素晴
らしさや魅力を知り，郷
土愛の心を育てる。

富屋小学
校児童

１２～
２月

4回 【実施日】

【次年度の方向性】

小学生にタコづくりを教えるため，
育成会執行部が複数のタコの作り方
を習得したたことから，円滑な事業
運営ができた。

地域の伝統的な事業でもあることか
ら，次年度も富屋地区青少年育成会
と共催で継続して開催する。

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

新型コロナウィルスの影響で予定し
ていた引率者の人数が減ってしまっ
たことから，余裕をもって人材確保
をする必要がある。

事前に小学校や引率者などと入念な
打ち合わせを行ったことから，円滑
に事業を実施することができた。
今後も継続して，地域協議会の委員
として地域の教育力向上に取り組む
団体への協力・支援を行っていく。

富屋生涯学習センター主催講座「とみや再発見」と「富屋小学校
５年生の総合学習のフィールドワーク」時への引率及び説明を富
屋小学校地域協議会メンバーとともに行った。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

防災やストレッチなど，多様な内容
を開催し，参加者からの満足度は高
かった。当日の欠席を考慮し，材料
費がかかる講座は事前に集金が必要
なため，検討する。

女性がいきいきと活躍するための知
識を学び，地域で活動する仲間を作
る講座のため継続して開催する。

６～
１２月

２回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

自治会回覧や団体への勧誘を実施し
たが，参加が低調であり，募集のさ
らなる強化を検討する必要がある。

講座内容（趣味や生きがい，食生活
改善）等への満足度も高いことか
ら，継続して開催していく。

とみや女性学 富屋地区の女性への教
養，学習の場の提供を通
して，地域のネットワー
クを広げるとともに，女
性の力で地域力アップを
図る。

富屋地区
在住の成
人女性

６～
８月

3回

①
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スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

市内在住
者

８～
２月

２回

令和５年度　富屋生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　富屋地区においては，まちづくり連絡協議会を核とした地域主体の事業が活発に展開がされており，今後も継続して「住民主体のまちづくり」を推進していくための人材育成が，一層求められている。
　こうしたことから，住民自らが地域に目を向け，地域の持つ魅力や課題に気づき，地域資源の活用や課題解決に向けた取り組みの契機とするためのとみや魅力発見・ガイド養成講座などへの参画を通して，地域
社会を支える「人づくり」を推進するため，生涯学習事業の充実に努める。
　また，当センターが保健福祉の拠点であるという特徴を活かし，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携を図り，子育て世代の親子を対象とした特色ある事業を展開していく。
　また，当センターが保健福祉の拠点であるという特徴を活かし，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携を図り，子育て世代の親子を対象とした特色ある事業を展開していく。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末現在，開催途中。
（全２回中，１回開催）

（講師との事前打合せを行ったた
め，円滑な事業運営ができた。参加
者を増やすため，効果的な周知を行
う必要がある。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（今後もデジタル化を進めるにあた
り，必要な講座であることから，継
続して開催する。）

シニア講座 情報化や少子高齢化な
ど，高齢者を取り巻く環
境が変化している中，日
常生活に即した課題解決
に取り組むとともに，高
齢者がいつまでも元気で
心豊かに過ごせるよう，
仲間づくりや生きがいづ
くりなどの支援を図る。

地区内の
６０歳以
上の成人
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内容 対象 時期 回数 事業実績

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

1 講座 3 回 48 人

2 講座 4 回 41 人

2 講座 9 回 152 人

2 講座 6 回 125 人

7 講座 22 回 366 人

青少年対象事業

計

その他 合計
簡易

問い合わせ

【今年度の実施状況】

人

・屋外ステージおいて，幼
児・小・中学生やサークル活
動の発表
・センターを拠点として活動
している団体や地域住民の作
品展示
・富屋地区の歴史や文化財な
どの写真・パネル展示

講座数 実施回数

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

6 13

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数

2 3 0 1 0

令和５年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
内訳（：件） 市民からの問い合わせに対して，マ

ナビス等を確認して回答するなど，
相談者のニーズに応じた学習相談や
悩み解決の支援を行った。

相談者のニーズに合わせ適切な対応
を行い，学習相談や悩み解決を支援
していく。来館 電話 FAX Ｅメール

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

出展団体数 のべ来場者数 特色
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

コロナ禍前の状況に戻り，4年ぶり
に通常開催となったことから，飲食
関係の出店があった。地域を代表す
るイベントであることから，多くの
団体が出展・出演し，より多くの地
域住民が参加できるような事業と
なった。

より多くの団体に出展・出演しても
らい，さらに賑わいのある地域イベ
ントとするほか，引き続き生涯学習
団体が日頃の活動成果を存分に発表
できる場を提供する。29 団体 500

【次年度の方向性】

新型コロナウイルス感染症の影響に
より生涯学習登録団体の活動や団体
登録数が減っていることから，生涯
学習センター内の掲示板に各種生涯
学習団体のポスターを掲示し，学習
情報の発信を行った。

今後も継続して，生涯学習センター
内に設置の掲示板に各生涯学習団体
のチラシやポスターなど掲示し，市
民に対し生涯学習情報を提供する。

・生涯学習登録団体の一覧や施設利用の案内等を作成し，問い合
わせの際に活用した。
・生涯学習団体の募集ポスターなどを掲示し情報提供を行った。

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

とみやふるさとま
つり

地域文化の発展向上と地
域住民の連帯意識の高揚
を図る。

富屋生涯
学習セン
ター利用
団体及び
地域住民

１１月 1回

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 6 日

～

令和 6 年 2 月 28 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

19 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 20 日

～

令和 5 年 10 月 17 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

158 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 22 日

～

令和 5 年 12 月 21 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

92 人 47 人 30代

令和 5 年 9 月 14 日

～

令和 5 年 10 月 26 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

28 人 0 人 30代

令和 5 年 6 月 3 日

～

令和 5 年 9 月 30 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

3 回 帝京大学，本田技研，県障がい者スポーツ協会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

146 人 146 人 10代

令和 5 年 9 月 20 日

～

令和 5 年 12 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

138 人 0 人 70代

令和 6 年 1 月 21 日

～

令和 6 年 1 月 21 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

豊郷地区防災会，豊かな郷づくり推進協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

43 人 0 人 60代

-

-

-

-

-

2

豊郷

子どもの頃の体験や多く
の人との出会いが，生き
る力を育み人間力の向上
を培うことから，学校，
学年，学級を越えた仲間
との交流や，生活体験・
社会体験を通して自ら考
え行動できる青少年の育
成を図る。

地区内小
学校４・
５年生

５月～
１０月

二十歳を祝う成人
のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日

家庭を取り巻く社会情勢
が変化するなか，子育て
への自信喪失や不安感を
解消することにより，家
庭における親の教育力の
向上を図る。

市内在住
の１～３
歳児の保
護者

９月～
１０月

６～
１０月

5回

25 人 2 回

成人代表の希望を
取り入れ，クラス
担任の恩師に加
え，当時の校長先
生を初めて来賓と
して招待した。

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

事業名

4回

とよさと元気塾 情報化，国際化，少子高
齢化など，高齢者を取り
巻く生活環境は常に変化
している。そのような中
で，心豊かに過ごせるよ
う，仲間づくり，生きが
いづくりを支援するとと
もに，地域社会を支える
人づくりを目指す。

地区内在
住の成人
（６０歳
以上）

９～
１２月

６～
１１月

5回 【今年度の実施状況】

重点
項目

随時

事　業　の　概　要

【実施日】2回

【実施日】

【実施日】

②

地

域

・

学

校

・

家

庭

が

連

携

・

協

力

し

，

一

体

と

な
っ

た

教

育

活

動

の

推

進

子育ての学習やレクリ
エーションを通して，親
子のふれあいを深め，生
き生きとした親子関係を
育むとともに，保護者同
士の情報交換の場を提供
し，子育て中の親の仲間
づくりを図る。

就学時前
の幼児と
保護者

わくわく体験教室

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年

社会の中で孤立してしまう親子もあ
り，問題解決のためには必要な講座
であるほか，参加者の目的が達成さ
れ，有意義な講座内容のため，継続
して開催する。子ども家庭支援室と
連携を図りながら，講座内容の充実
を図る。

【実施日】

【実施日】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

市の出前講座や大学の出前講座，企
業の出前講座などを活用することに
より，日ごろ学校では体験すること
ができないプログラムを提供するこ
とができた。

豊郷中学校地域協議会の作成する
「学校園カレンダー」を地域へ配布
したほか，豊郷中央小学校地域協議
会の主催する「あいさつ運動」のポ
スターをセンター内に掲示した。

受講生の満足度が高く，地域を知る
ことで郷土愛を醸成する有意義な講
座であることから，次年度も継続し
て開催する。

【今年度の実施状況】
令和５年度活動事例

・豊郷中学校地域協議会の作成する「学校園カレンダー」を地域
へ配布協力を行った。
・豊郷中央小学校地域協議会の主催する「あいさつ運動」のポス
ターをセンター内に掲示し，来庁者に周知を行った。

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み

シニア世代を対象とした講座であ
り，市民のニーズが高いことから，
プログラムを見直しながら次年度も
継続して開催する。

防災力UP講座
【CKP】

いつやってくるかわから
ない災害に備えるために
防災に関する様々な知識
を習得し，命を守る行動
につなげるための地域防
災力の向上を目指す。

地区内在
住の成人

１０月 1回

◎まほろば探検塾 地域の歴史や文化を学ぶ
ことにより，地域の持つ
魅力や課題に気づき，そ
れを活かした地域の活動
や課題解決につなげると
ともに，学びを通した仲
間づくりを目指す。

地区内在
住の成人

4回

6回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

リトミックやヨガなど親子で参加で
きる内容だったが，参加者が少な
かったことから，参加者のニーズを
把握して，講座内容の見直しが必要
である。また，外出機会が確保され
たことから，参加者からは，満足度
が高く好評だった。

親子の外出機会の確保のため，継続
して開催するが，参加者のニーズを
把握し，講座内容を変更するほか，
参加者募集は市のLINEを活用するな
ど，デジタル活用を図る等，内容や
実施方法を検討する。

【今年度の実施状況】

【実施日】

引き続き，魅力ある学校づくり地域
協議会の要請や依頼に応じながら，
地域の教育力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地区内には４小学校があるため，小
学校の４年生と５年生を対象とした
体験型の講座を通して，新しい仲間
づくりにもつながる有意義な講座で
あることから，継続して開催する。

【次年度の方向性】

地域資源である美術館と栃木県誕生
１５０年をテーマにした構成とした
が，地域密着型と県域に視点を広げ
たものとバランスが取れた内容とな
り，参加者からの満足度も高かっ
た。

子育て広場

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

令和５年度　豊郷生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

豊郷地区においては，地域まちづくり協議会が主体となった各種まちづくり事業をはじめ，地域団体・学校との連携を組織である各種団体が主体となり地域活動が活発に展開しているが，地域住民のコミュニティ意識や
連帯感の希薄化，少子・超高齢化や都市化・核家族化の進行による家庭・地域の教育力低下など，地域を取り巻く環境に様々な課題が生じている。
　このようなことから，多様化する地域ニーズや話題等を的確に捉え，幼児から高齢者までの幅広い世代を対象とした講座を開催し，学ぶことの喜びを通した仲間づくり・生きがいづくりや郷土愛の醸成へとつなげると
ともに，学んだ成果を地域づくりに活かせる環境を構築するなど，人間力や家庭の教育力の向上に資する事業に取り組む。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

【次年度の方向性】

未定 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（2回中，1回開催）

（参加者がスマホの基本操作やWEB
サイトの検索方法などを覚える機会
を提供することができた。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（身近なスマートフォンの基本操作
やWEBサイトを活用した情報収集の
方法などを学ぶ機会を提供すること
は，市民のデジタルデバイド対策と
して有効であることから，次年度も
継続し開催する。）

・グループワークを実施，講座内容
が充実したほか，託児を設けたこと
で，講座に集中できて良かったとの
声があり，参加者の満足度が高く，
好評だった。また，自主サークルの
立ち上げのため，連絡先やLINEを交
換するなど，親同士の交流が図ら
れ，問題解決に向けて効果が得られ
た。

【実施日】

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向

上

に

資

す

る

事

業

の

推

進

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

地域内の
一般成人

◎親育ち講座

事業実績

【次年度の方向性】

高齢者のデジタルデバイド対策とし
て初めてスマホ講座を取り入れたと
ころ，受講者からの評価が高かった
ほか，健康づくりや特殊詐欺，音楽
療法など，多様なテーマを提供する
ことで，受講者の満足度が高い講座
を開催できた。
今後は，受講者から体を動かす講座
を取り入れてほしいとの意見があっ
たことから，座学ばかりとならない
ように体を動かすような講座を組み
込む必要がある。

クラスの誘導など，成人代表にあら
かじめ式典等でお願いしたい役割を
よく伝えておいたことから，写真撮
影時の集合や退出等が混乱なく実施
できた。

引き続き，実施委員等と連携を図
り，成人代表の希望を取り入れなが
ら，安定した運営を行い，心に残る
つどいとなるよう取り組んでいく。

令和元年度台風19号による災害発生
時にできたこと，できなかったこと
を振り返り，今後地域で取り組む課
題について共有することができた。
また，ブロックごとに班分けを行
い，グループワークを行ったこと
で，各ブロックごとの課題や今後の
取り組みについても情報共有するこ
とができた。

地域の課題を共有したところであ
り，次のステップとして課題解決に
向けた地域の今後の取組を考える機
会を提供できるよう，次年度も継続
して開催する。
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内容 対象 時期 回数
事業名

重点
項目

事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針事業実績

2 講座 10 回 120 人

1 講座 5 回 158 人

3 講座 8 回 200 人

1 講座 5 回 146 人

7 講座 28 回 624 人

学習相談

FAX

センター利用団体の学習
成果の発表の場を提供す
る。

豊郷生涯
学習セン
ター利用
団体

地域文化の向上と主体的な地
域づくりの推進及び地域住民
の連帯意識の高揚を図ること
を目的としている「豊郷まつ
り」と同時開催とすることに
より，より多くの市民に生涯
学習団体の成果を発表するこ
とができた。

出展団体数 のべ来場者数 特色

18 団体 1,300 人

計

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時 【今年度の実施状況】

豊郷まつり
（センター文化
祭）

相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

Ｅメール その他電話 合計

通年

1 80

令和５年度実績

内訳（：件）

来館

・センター内に他センターや県などの生涯学習事業のチラシの配
架や，ポスターの掲示を行い，来館者に情報提供を行った。
・また，生涯学習団体や地域団体向けに掲示用パネルを設置し，
団体自ら情報提供できる場を提供した。

令和５年度活動事例

全市民

１１月 1回

【次年度の方向性】

・生涯学習に関するチラシやポス
ターを配架・掲示し，市民に情報提
供を行った。
・配架依頼物が多いため，配架期間
を調整しながらできる限り多くの生
涯学習情報を提供した。

今後も継続して，生涯学習センター
内で民間学習事業者や生涯学習に関
わる団体等のチラシやポスターを掲
示し，生涯学習情報を提供する。

随時

1 0 0 0

【次年度の方向性】

0

簡易
問い合わせ

青少年対象事業

生涯学習登録団体に関する問い合わ
せがほとんどであったため，登録団
体一覧表の配布や団体の事務連絡者
の案内を行い，市民の学習への支援
を行った。

引き続き，相談者のニーズに応じた
団体情報の紹介や施設情報への対応
を丁寧に行い，学習中の課題や悩み
解決のための支援をしていく。

新型コロナウイルスが５類感染症に
移行してから初めての開催だったた
め，来場者数を予測することが困難
だったが，多くの市民が生涯学習団
体の成果発表を観覧し，大変盛況で
あった。

生涯学習活動団体の成果がより多く
の市民に発表できる機会を提供でき
るよう，今後も「豊郷まつり」との
同時開催を継続していく。

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 22 日

～

令和 6 年 1 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

篠井地区松寿会連合会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

183 人 93 人 代

令和 5 年 6 月 27 日

～

令和 6 年 3 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

120 人 62 人 30代

令和 5 年 8 月 1 日

～

令和 6 年 1 月 14 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

41 人 22 人 10代

令和 5 年 7 月 29 日

～

令和 6 年 2 月 7 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

56 人 0 人 60代

事業実績

1

-

-

-

二十歳を祝う成人
のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日
中学
校区

晃陽

③

地

域

理

解

を
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す

る
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と

学

ん

だ

成
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を
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動

に

つ
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げ

る

仕

組

み

の

充

実

◎地域力アップ教
室

地域をより一層成長させ
るために地域を確認し，
地区内にある資源・文化
伝統等を新発見し，地域
ビジョンの実現へと繋げ
る。

地域住民 ７～
11月

実施委員数
実施委員会
実施回数

4回 【実施日】

各地域の取り組み

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

実施会場が変更となったが，実施委
員等と連携を図ることで，式典およ
び地域交流事業について，円滑に滞
りなく開催することが出来た。

引き続き，実施委員等と連携を図
り，成人が地域社会の一員としての
自覚や感謝の気持ちを育む式典を開
催する。

21 人 1 回

集合写真写等をQR
コードからダウンロー
ドを出来るようにする
ことで，成人者による
写真送付用封筒の宛名
書きの負担をなくすこ
とが出来たとともに，
その分の時間を地域交
流事業に有効に活用す
ることが出来た。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末現在，開催途中。
（全６回中，５回開催）

（「スマホ基礎講座」と抱き合わせ
による実施）

（地区内のほか，広報紙やチラシに
より呼びかけを行うことで，参加者
の維持・確保をすることが出来た。
災害時対策の講座について，地域住
民が積極的に参加できるように周知
方法を工夫する必要がある。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（参加者の維持継続に努めるため，
引き続き，市全体に呼びかけを行っ
ていく。また，参加者のニーズや地
域力を高めるための内容など，講座
の内容を工夫しながら，継続して開
催する。）

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

生涯学習講座を通じて，高齢者と小
学校の世代間交流支援を行った。

今後も継続して，小学校の奉仕活動
に協力していく。また，生涯学習講
座についても，地域の老人クラブと
小学校児童が世代間交流を図ってい
く。

・ボランティア組織が奉仕活動の一環として，小学校の資料室の清
掃や校庭の落ち葉破棄など，小学校児童と一緒に活動している。
・生涯学習講座を通じて，地域の老人クラブと小学校児童が世代間
交流を図っている。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

広報紙やチラシにより，呼びかけを
行ったが，参加者数が定員に満たな
いものもあり，周知方法や内容の見
直しを検討する必要がある。

参加者のニーズに沿った企画・運営
を行い，継続して開催する。また，
周知方法については，広報紙やチラ
シなどを活用し，市全体に呼びかけ
ていく。

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時
令和５年度活動事例

少年大空教室 日常生活では経験できな
い多様な学習・体験を通
じ，自主性や好奇心，考
える力を養うとともに，
他者との交流を通じて協
調性や社会性の育成を図
る。また，講座をとおし
て，参加者に篠井地区の
魅力を発信する。

篠井小学
校の児童
とその保
護者およ
び市内在
住の小学
生とその
保護者

８～
１月

5回 【実施日】

8回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末現在，開催途中。
（全１０回中，８回開催）

（広報紙やチラシにより呼びかけを
行うことで，参加者の維持・確保を
することが出来た。また，講座を通
じて，参加者同士の横の繋がりを作
ることが出来たほか，アンケートの
結果については満足度の高い内容で
講座を実施することが出来た。）

令和６年３月以降の実施を踏まえて
決定する。

（参加者の維持継続に努めるため，
引き続き，市全体に呼びかけを行っ
ていく。また，参加者のニーズに
沿った内容で講座を企画・運営し，
継続して開催する。）

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

小学校と連携し，昔あそびや手打ち
うどんづくりなどの講座を通じて，
高齢者と児童がふれあいながら学べ
る場を提供することが出来た。
参加者については，高齢者が主体で
あることから，参加増員よりも現状
維持に努めていく必要がある。

小学校児童とのふれあい学習は，重
要であり，小学校からも依頼がある
ことから継続して開催する。

8回

②
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ワクワク子育て仲
間づくり

親子の絆や愛情を深め，
心身の健康を育むととも
に，受講生同士の交流を
促進し，仲間づくりや子
育てに必要な情報を提供
する。

０歳児～
3歳児ま
での未就
園児とそ
の保護者

７～
２月

①
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輝き人生教室 余暇の有効活用,健康の維
持促進,世代間交流を通し
て，健康で生きがいのあ
る生活ができる力を身に
つける。

高齢者 ５～
１月

令和５年度　篠井生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　　篠井地区は，古くから豊かな自然に恵まれ，世代間の交流を大切にし，歴史と伝統が大切に守られてきた地域であり，まちづくり協議会とその構成団体である各種団体が主体となり地域活動を活発に行って
きた。
　しかしながら，少子超高齢化，コミュニティ意識の希薄化，団体役員の固定化や担い手不足など，さまざまな課題も生じている。
　このようなことから，学びを通して豊かな人間性を育み，地域コミュニティや地域教育の向上を図るため，「篠井地域ビジョン」の考え方に基づき，地域教育の向上を図る講座，子育ての仲間づくりや家庭教
育を学ぶ体験的な講座，魅力や課題を捉える地域学講座などに取り組み，地域の人材育成とともに「自然と共に伸び伸びと生きるまち　篠井」を目指す。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
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内容 対象 時期 回数 事業実績

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

1 講座 10 回 120 人

1 講座 7 回 183 人

1 講座 6 回 56 人

1 講座 3 回 41 人

4 講座 26 回 400 人

青少年対象事業

計

講座数 実施回数

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

0 7

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数

その他 合計
簡易

問い合わせ

0 0 0 0 0

令和５年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内訳（：件） 相談者のニーズに応じた学習相談や
悩み解決の支援，学習情報の発信を
行った。

相談者のニーズに応じた具体的な学
習活動への引き上げや相談者の活動
の質の向上，学習活動中の問題や悩
みの解決の手助けをなどを行う。

来館 電話 FAX Ｅメール

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

センター内に設置の掲示板に生涯学
習講座など学習情報を提供した。

今後も継続して，生涯学習センター
内で民間学習事業者のチラシやポス
ターを掲示し，生涯学習情報を提供
する。

生涯学習センター内に設置している掲示板へ民間学習事業者のチラ
シやポスターを掲示し，生涯学習情報を提供した。

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

特色
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

「秋まつり」「文化祭」の通常開催
については，アフターコロナの影響
もあり，出演団体等に減少があった
ものの，会場は賑わっており，円滑
に開催することが出来た。

作品展やホール部門について，生涯
学習団体および地域関係団体ほか，
地域住民から参加を募るほか，「秋
まつり」で運営する模擬店や文化祭
と共催のアトラクションなども地域
全体で盛り上げていく。

21 団体 900 人

篠井生涯学習センター対象地域
住民総ぐるみにより文化祭事業
を展開し，地域文化の向上発展
と生涯学習推進，地域住民の連
携意識の高揚を図り，豊かで活
力あるまちづくりに寄与するこ
とを目的に実施した。

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

篠井生涯学習セン
ター
文化祭

センター利用団体の学習
成果の発表と団体間の相
互交流を図る。

篠井生涯
学習セン
ター利用
団体及び
一般市民

１１
月

1回
出展団体数 のべ来場者数
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 1 日

～

令和 6 年 1 月 22 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

姿川地区自治会連合会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

38 人 0 人 70代

令和 5 年 7 月 28 日

～

令和 5 年 11 月 9 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

94 人 0 人 70代

令和 5 年 8 月 3 日

～

令和 6 年 2 月 8 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

46 人 0 人 -

令和 5 年 6 月 12 日

～

令和 6 年 2 月 28 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

78 人 41 人 30代

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

主な世代

人 - 人

令和 5 年 8 月 19 日

～

令和 6 年 1 月 14 日

【連携実績】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

西山文化財愛護会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

8 人 3 人 10代

令和 5 年 11 月 13 日

～

令和 6 年 2 月 18 日

【連携実績】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

51 人 0 人 -

2

親子エンジョイ講
座

1

-

-

-

-

連携団体数

1

連携団体数

事業実績

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向
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す

る
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業

の

推

進

令和５年度活動事例

２中学校，３小学校の魅力ある学校づくり地域協議会に委員とし
て出席した。

親子で触れ合いながら楽
しく体験することによ
り，家庭教育や子育て・
子育ちの充実につなげ
る。

令和６年１月末日現在，開催途中。
（全８回中，２回開催）

（ベビーダンスや乳歯のお手入れな
ど，様々な内容で実施し，企画運営
は円滑に実施できたが，若干定員が
割れた回があったことから，今後
は，募集の仕方に工夫が必要であ
る。）

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

青少年対象講座であり，連続講座と
して実施していた「ふるさと教室」
と統合し，単発講座として実施する
こととした。

-

～

-

-

【実施日】

左記のとおり，「ふるさと教室」に
統合する。

令和６年１月末日現在，開催途中。
（全４回中，３回開催）

（姿川の石碑についての講義や，現
地見学を実施したところ，定員以上
の申込みがあり，参加者からは好評
だった。）

各小中学校の地域協議会に出席し，
情報提供等を行った。

地域に根差した活力ある教育力向上
に取り組み，団体の活動や学校と地
域との交流事業について，地域の
ニーズを拾いながら，支援してい
く。

姿川地区
内在住の
小学生と
その保護
者

地域団体 通年 随時

姿川地区
在住者

１１月

１２月
～１月

２回

事　業　の　概　要

にこにこシニアす
がたがわ

健康や生きがいづくりに
係る知識の習得や運動等
を実践し，家庭内でも手
軽に実践することによ
り，シニア世代が健康で
充実した毎日を過ごすた
めのきっかけづくりを目
的とする。

事業名

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

姿川歴史教室 「遺跡や文化財マップ」
を盛り込んだ「姿川さん
ぽ」を活用し，「歴史教
室」を開催することによ
り，地域の文化活動をＰ
Ｒするとともに，文化を
創造する風土づくりや文
化活動への動機づけを行
う。

【次年度の方向性】

乳幼児と
その保護
者

６～
２月

8回

【連携実績】

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（地域から一定のニーズがある講座
であるため，令和６年２月以降の実
施を踏まえながら，継続して開催す
る。）

デジタル化の推進には欠かせない講
座であることから，市民ニーズや講
座を主導しているみんなでまちづく
り課の意向を確認しながら事業を進
めていく。

スマートフォン初
心者向け講座

市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器への
使用への対応として，身
近なスマートフォンの基
本操作を学び，利用技術
の向上を図る。
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親子ふれあい広場 親と子のスキンシップを
通して，健やかな親子関
係を育むとともに，参加
者同士のコミュニケー
ションを深め，子育て
ネットワークの促進を図
る。

ふるさと教室 地域団体や企業等と連携
しながら，地域内の自然
環境・歴史文化や工作な
ど幅広いジャンルの学習
の機会を提供することに
より，子どもたちの連帯
感や共同意識を醸成し，
将来の地域まちづくりを
担う人材に繋げる。

姿川地区
内在住の
小学生

１１月
～２月

4回

７～
１２月

3回

連携団体数

令和５年度　姿川生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　当地区では，姿川地区将来ビジョンに掲げた将来像を実現するため，地域と行政が協働して取り組んでいるところである。
このため，まちづくりを身近に感じてもらう講座や地域の人が講師として活躍できる講座を開催し，地域まちづくりへの関心や参加意識を高め，学んだ成果を地域に還元できる機会を提供するとともに，地域の学習拠点として内容の充実を図ることによ
り，地域力の向上を図っていく。
　　また，当センターが保健福祉における南部地域の拠点であることから，まちづくり支援グループと保健福祉グループとで連携して，健康づくりや子育てに関する講座など特色ある事業を展開していく。

（ア）地域住民の学習意欲の高揚と生活の向上に資する事業の推進
・高齢者がいつまでも明るく安心して生活するためには，健康で充実した生活と地域社会との関わりが必要であることから，健康や生きがいづくりに係る知識の習得や運動等を内容とする事業を推進する。
（イ）地域・学校・家庭が連携・協力し，一体となった教育活動の推進
・親子の絆を深めながら子どもの健全育成に繋げるため，親と子どもが触れ合う機会を提供していく。
・地域団体や企業等と連携し，子どもたちの連帯感や共同意識を醸成するとともに，将来の地域まちづくりを担う人材に繋げるための学習活動を推進する。
・保健福祉の拠点という当センターの特性を活かした講座を開催するなど，子育て世代の親子を対象に，より充実した子育てにつながる学習やふれあいの場を提供していく。
（ウ）地域理解を促進する講座と学んだ成果を活動につなげる仕組みの充実
・地域団体と連携しながら，地域の文化・歴史に係る学習等の機会を提供し，地域に対する理解や愛着を育むとともに，学んだ成果を地域に生かせる機会の提供につながる情報を充実させていく。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

健康づくり，スポーツレクリエー
ション，薬の知識などを実施し，参
加者からは概ね好評だった。

地域から一定のニーズがある講座で
あるため，継続して開催する。

令和６年１月末日現在，開催途中。
（全４回中，３回開催）

（開催するにあたって館内掲示及び
回覧で対応しているが，回覧が滞る
ことにより参加を希望する市民に対
し，情報が行き届かない事例が見ら
れた。今後は，回覧の時期を早める
など周知の在り方について検討す
る。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（地域から一定のニーズがある講座
であるため，令和６年２月以降の実
施を踏まえながら，継続して開催す
る。）

姿川地区
在住の６
０歳以上
の方

７～
１２月

6回

ヘルシー料理教室

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

家庭内で料理を手軽に取
り組むことができ，健康
増進に繋がる調理実習を
地域健康づくり団体等と
連携して企画し，家庭生
活での充実を図る。

【今年度の実施状況】

重点
項目

内容はとても分かりやすいと評判で
あった。応募数が定員をはるかに超
えて，抽選で受講生を決定したが，
それだけニーズが多いことから，回
数を増やして多くの人に受講しても
らうべきか，検討する必要がある。
また，単発ではなく，２回連続講座
にし，スマートフォンに慣れてもら
う必要があるため，実施方法等を検
討する。

市内在住
在勤のス
マホ初心
者

９～
１月

２回 【実施日】

姿川地区
在住者

【実施日】

【実施日】

姿川地区まちづくり協議会（歴史文化部会），
姿川地区歴史と文化の会

【実施日】

【実施日】

【実施日】

【参加者数】

合計 うち子ども

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（子育て支援の一環とした講座であ
り，今後のニーズも見込まれること
から，令和６年２月以降の実施を踏
まえながら，継続して開催する。）

勾玉づくりを実施し，参加者からは
大変好評だったが，申込みが予想よ
り少なかったことから，開催時期等
について検討する必要がある。

地域に愛着を持ってもらうための講
座であることから，継続して開催す
る。
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内容 対象 時期 回数 事業実績

事　業　の　概　要
事業名

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

令和 5 年 7 月 18 日

～

令和 5 年 7 月 18 日

【連携実績】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

姿川地区まちづくり協議会，上河内地区まちづくり協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

6 人 0 人 60代

令和 6 年 2 月 24 日

～

令和 6 年 3 月 9 日

【連携実績】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

人 人

1 講座 8 回 78 人

1 講座 6 回 94 人

5 講座 60 回 94 人

1 講座 8 回 1 人

8 講座 82 回 267 人

連携団体数

2

連携団体数

-

センター内に設置の掲示板に生涯学習団体の講座や学習情報を提
供している。

内訳（：件）

上河内地区との交流事業をと
おした文化交流を行った。

出展団体数 のべ来場者数 特色

19 1,700団体 人

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み

姿川 20 人 1 回

・二十歳の成人か
ら地域の皆さまへ
お礼の言葉
・恩師から二十歳
の成人へのメッ
セージ
・二十歳の成人か
ら恩師への花束贈
呈
・中学卒業時クラ
ス別記念写真撮影

上河内地区との地域交流事業の一環
でもあることから，継続して開催す
る。
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ゆず染め教室
（上河内地区との
連携事業）

・他地区の特色を学び，
人的交流する機会を創出
することで，改めて，地
区内の特色や気づきを促
すことができる学習の機
会を企画する。
・地区間での技術貿易
（技術や知恵，人材交流
など）の活性化を図る。

姿川地区
在住者

計

区分
事業数

子育て対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

今年度同様に地域の特色あるアイ
ディアや意見を活かして，地域住民
同士が文化祭を楽しみ，かつ生涯学
習活動団体の成果がより多くの市民
に発表できる機会を提供できるよう
工夫を重ねる。

相談の多くが，生涯学習登録団体に
関するものであったことから，登録
団体一覧表の配布や団体の事務連絡
者への案内を行った。

相談者のニーズに応じた具体的な学
習活動への引き上げや相談者の活動
の質の向上，学習活動中の問題や悩
みの解決の手助けをなどを行う。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

センター内に設置の掲示板に生涯学
習団体の講座や学習情報を提供し
た。

継続して，センター内に設置してい
る掲示板での学習情報の提供等を
行っていく。

令和５年度活動事例

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計

【次年度の方向性】

会場や当日の運営に関して，実施委
員等と密な調整を図り，式典を実施
したが，さらに円滑に実施するため
に，会場等を検討していく。

【次年度の方向性】

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年

１月 １日

普段生涯
学習セン
ターを利
用されて
いない世
代で１８
歳以上の
女性

２～
３月

３回

二十歳を祝う成人
のつどい

随時

姿川地区文化祭 特色ある地域文化の向上
発展並びに生涯学習の推
進，地域による主体的な
地域づくりの推進，及び
地域住民の連帯意識の高
揚を図る。

地区内一
般市民及
び姿川生
涯学習セ
ンター利
用団体

１１月 1回

・新型コロナウイルスの５類移行に
伴い，4年ぶりの平時開催内容とな
り，多くの市民が生涯学習団体の成
果発表を観覧し，大盛況で賑やかな
文化祭となった。
・久しぶりの平時開催で運営側が運
営方法等に戸惑いながら進行し，展
示・アトラクション・模擬店等，無
事故で開催できた。特に地域間交流
事業における”新たな文化に触れる
機会の創出”として，上河内地区
ブース出展及びスペシャルイベント
（歌うま高校生による歌謡ショー，
ボディビルショー）が大反響だっ
た。

８月 １回

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

継続して実施員等と連携を図るほ
か，会場等を検討することで，成人
が地域社会の一員としての自覚や感
謝の気持ちを育む式典を開催する。

★目指せ！姿人
（すがたびと）講
座

厚生労働省が定める３月
１日から３月８日までの
「女性の健康習慣」にあ
わせ，姿川地区において
も女性の心や身体の健康
増進を図る。

【今年度の実施状況】
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【次年度の方向性】

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

シニア対象事業

成人対象事業

【実施日】

【実施日】

0 200

当センター調理実習室での開催では
人数に制約があり，多くの参加希望
者の参加が見込めないことから，実
施方法等を検討する。

令和６年２月以降実施予定

簡易
問い合わせ

令和５年度実績

0 0 0 0

青少年対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

令和５年度講座実績数内訳

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 10 月 2 日

～

令和 6 年 1 月 26 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

38 人 0 人 60～70

令和 5 年 5 月 30 日

～

令和 5 年 11 月 21 日

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

- 回 -

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

233 人 0 人 70代

令和 5 年 7 月 20 日

～

令和 5 年 7 月 20 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

20 人 0 人 70代

令和 5 年 11 月 12 日

～

令和 5 年 11 月 12 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

雀宮郷土史研究会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 人 0 人 70代

令和 5 年 7 月 13 日

～

令和 5 年 12 月 7 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮市家庭教育オピニオンリーダー会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

203 人 108 人 30代

令和 5 年 7 月 22 日

～

令和 5 年 8 月 18 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

59 人 59 人 10代

令和 5 年 8 月 19 日

～

令和 5 年 8 月 19 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

栃木県防災館，(一社)うつのみやシティガイド協会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

22 人 11 人 30代

令和 5 年 8 月 2 日

～

令和 5 年 8 月 10 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮工業高等学校、陸上自衛隊宇都宮駐屯地

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

35 人 35 人 10代

事業実績

-

-

1

1

5

2

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

魅力ある学校づくり地域協議会会議
に出席し，情報交換を行ったほか，
雀宮中央小学校の雀央サミット及び
雀央フェスタへの参加するなど，子
どもたちとの交流も図った。

今後も継続して，地域協議会の委員
として協力支援を行っていく。・１中学校，３小学校の魅力ある学校づくり地域協議会の委員として協

力支援を行った。
・雀宮中央小学校の雀央サミット及び雀央フェスタに地域協議会委員と
して参加した。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

抽選を行う講座が発生したが，参加
者が楽しかったと思える満足度の高
い結果を得ることができた。今後
は，夏休み期間の開催が妥当である
ことから，宇都宮工業高校や自衛隊
との日程調整や講座内容について早
めの協議を行い，円滑に実施するよ
う努める。

地域内にある施設（宇都宮工業高
校，自衛隊）と連携しながら講座を
実施することで，地域を知ることに
もつながることから，楽しさが味わ
えるような内容を企画し，継続して
開催する。

2

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内容的には充実しており，参加者に
は概ね好評であったが，参加者数が
少なく，また学校に偏りがあったこ
とから，今後は，周知方法や募集方
法を工夫する必要がある。

学校の枠を越えたなかまづくりを促
進するほか，交流を通し。て，地域
を支える人材を育成することができ
るため，継続して開催する。

青少年指導員，おもちゃのまちバンダイミュージアム，栃木県電波
適正利用推進協議会，オカリナ雀

ちゅんちゅん親
子チャレンジ

親子で協力して取り組む
体験の機会を提供するこ
とにより，親子の絆を深
めるとともに，親同士，
子ども同士の交流を通し
て，仲間づくりを促進す
る。

雀宮地区
内の小学
生（１～
３年生）
とその保
護者

８月 1回

青少年セミナー 自然に親しむ活動やもの
づくり活動を通して，な
かまとの連帯感や責任感
を養い，次世代を担う
リーダーシップ精神を育
む。

雀宮地区
内の小学
生（４～
６年生）

７～
８月

5回 【実施日】

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

小学校低学年の子供と親同士の共同
作業や共通体験ができ，参加者から
は好評であったが，定員40名のとこ
ろ，参加者が親子11組22名と少な
かったことから，より多くの応募が
あるよう，企画や講座の周知方法等
を検討していく必要がある。

今後も親子の絆と地域内の交流を深
めるため，継続して開催する。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

定員いっぱいの受講者を確保するこ
とできた。人形劇鑑賞や親子フィッ
トネスでは，マットを用意し参加者
が過ごしやすい活動状況を構築し
た。今後は，運動や季節の行事等，
多様な内容の講座を企画していく。

核家族世帯が多い中，親子のスキン
シップや親同士の交流の場が必要で
あることから，継続して開催する。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

所要時間・見学箇所ともに適正で
あったが，見学する史跡の新たな掘
り起こしが必要であるため，検討す
る。

地区文化祭・収穫祭の催しとして雀
宮地区まちづくり推進協議会と共催
で実施することにより，地域住民が
地域の歴史に目を向け，郷土愛の醸
成に寄与していることから，継続し
て開催する。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者から求められているニーズに
合致した研修内容で実施することが
出来た。受講希望者が多いことか
ら，より多くの方が受講できる仕組
み作りが必要であるため，検討す
る。

社会のデジタル化が進む中，スマー
トフォンの基本的な操作は日常生活
を便利にするために必要であること
や，参加希望者も多いことから，継
続して開催する。

雀宮の歴史を学
ぶ

地域に愛着を持ち，地域の魅
力や特色を発掘し，新たな発
見などまちづくり推進に向け
た取組のきっかけとするた
め，雀宮地区の歴史，伝統文
化を学習する。また，実施に
おいては地域行事と連携し，
充実を図る。

雀宮地区
内在住者

１１
月

1回

ライフアップセ
ミナー【CKP】

社会全体のデジタル化，進展
するグローバル化に興味や関
心を持ちながら学習できるよ
うな場を提供し，新たなライ
フスタイルを送るきっかけづ
くりや，さらには学習を通し
新たな学びを促す機会を図
る。

雀宮地区
内の一般
成人

7月 1回

②
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ちゅんちゅん親
子
ふれあい広場
（親子ふれあい
編）

親子のスキンシップを通
して，よりよい子育ての
知識と技能を身につけ，
家庭教育支援の充実を図
るほか，育児の喜びや悩
みを共有できる仲間との
交流を図る。

未就学児
とその保
護者

７～
１２
月

①
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7回

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

地域わくわく子
ども塾

雀宮地区の特性を生かし，宇
都宮工業高等学校や陸上自衛
隊宇都宮駐屯地との連携によ
るものづくりや体験学習を通
して，知識・技術を習得する
ことで，自立心の向上やリー
ダーシップの精神を育む。ま
た，世代間の連帯感や郷土愛
の精神を深め，地域づくりの
礎を築いていく。

雀宮地区
内の小学
生（４～
６年生）

７～
８月

2回

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

募集開始早々に定員に達したことか
ら，ニーズは高い。また，みんなでま
ちづくり課が主導の講座ではあるが，
参加者が初心者からある程度知識があ
る方まで混在していたことや，何度か
スマホ講座に参加しているが，前回学
んだことを忘れてしまうことから，繰
り返し学習したいという方もいたた
め，もっと細かくレベル分けをした内
容など，講座内容を検討していく。

応募者が多く，市民ニーズが高いこと
や，市民のデジタルデバイド対策とし
て有効であることから，今後も継続し
て開催する。
また，今年はほぼ同じ内容を，２回，
別々の方を対象に行ったが，来年度は
１回目，２回目とも同じ方を対象に行
い，２回目は，前回のおさらいと少し
レベルアップした内容を行うことも検
討していく。

さわやか倶楽部
【Ⅴスタッフ】

豊かな経験を引き続き社
会に活かしながら，新し
い知識や趣味をもつ契機
となるよう学習の場を提
供し，健康で生きがいの
ある豊かな人生を送るた
めの支援を行う。

雀宮地区
内の６０
歳以上の
方

５～
１１
月

6回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

市内在住
者

未定 ２回

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

新型コロナウイルス感染症が落ち着
く中で，館外学習の開催や本市の出
前講座等を活用し，多様な内容の講
座を実施することができた。毎年，
リピーターの受講者が１／３ほどい
ることから，あまりかぶらない内容
を企画する必要がある。

参加者の満足度も高いことから，引
き続き興味のもてる講座を企画し，
継続して開催する。

令和5年度　雀宮生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　　地域の生涯学習の拠点として，幅広い世代を対象に「学び」の機会を提供し，学んだ成果が地域に還元され，地域活動が活発に展開されるよう，以下の考え方に基づき，「人づくり」と「地域づくり」の観点から生
涯学習を推進する。

（ア）　ものづくりや体験活動を通して，仲間との連帯感や責任感を養い，リーダーシップを醸成し，次代を築く「青少年の健全育成」を図る。
（イ）　子育て世代の「保護者の気づき」や「親子双方の育ち」を促し，「家庭教育支援」を図る。
（ウ）　心身ともに健康で充実した高齢期を過ごせるよう，健康づくりや趣味・教養の習得を支援し，「高齢者の生きがいづくり」の促進を図る。
（エ）　雀宮の文化や歴史など，地域の資源や魅力を再認識し，地域への理解や愛着を深め，「地域コミュニティの強化」を図る。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
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内容 対象 時期 回数 事業実績
重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

令和 6 年 2 月 1 日

～

令和 6 年 2 月 1 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

雀宮地区まちづくり推進協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- 人 - 人 60～70代

2 講座 8 回 225 人

2 講座 8 回 271 人

3 講座 4 回 49 人

2 講座 7 回 94 人

9 講座 27 回 639 人

成人対象事業

青少年対象事業

計

0 0 0 0 17

【今年度の実施状況】

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】

各地域の取り組み
【今年度の実施状況】

人 2

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

子育て対象事業

シニア対象事業

令和５年度講座実績数内訳

【次年度の方向性】
内訳（：件） 相談者のニーズに応じて，丁寧な対

応を行い，必要な情報を正確に提供
し，学習活動中の問題や悩みの解決
に向けた支援を行った。

学習相談における相談を受けた際に
は，関係機関・団体等と連携を図
り，対応していく。また，相談者の
ニーズに応じた適切な対応を行い，
学習相談や悩みの解決を支援してい
く。

来館 電話 FAX Ｅメール その他

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績

合計
簡易

問い合わせ

0 0

市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズ
に的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収
集するとともに，講座やイベントなどのポスターやチラシなどの配架・
掲示などを行い，その情報を市民に提供する。

人

雀宮の文化財などを歩いて巡る史跡め
ぐりや，雀宮地区内の高校（宇工）が
製作したミニＬＲＴなどの乗車会は，
雀宮地区の文化祭の特色となってい
る。
　

【次年度の方向性】

4年ぶりにコロナ禍前の実施形態に戻
したが，展示・アトラクション・模
擬店等の参加がコロナ禍以前より少
なく，その割に来場者が予想より多
かったため，飲食物等の終了が早
く，不満の声が多かった。今後は，
積極的に生涯学習団体等に参加して
もらうよう，努めていく。

展示・アトラクション・飲食店の充
実を図り，従来のような賑わいと活
気のある文化祭・収穫祭を目指して
いく。

50 団体 3,000
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雀宮地域文化
祭・収穫祭

「ふるさと雀宮」の特色
ある地域文化の向上発展
と豊かな農産物の収穫を
祝い，地域の連帯意識の
高揚を図ることを目的と
する。

雀宮地区
内一般市
民と雀宮
生涯学習
センター
利用団体

１１
月

1回

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

二十歳を祝う成
人のつどい

成人（二十歳）が地域の
人とともに式典を作り上
げることにより，地域社
会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
成人（二十歳）が地域の
人から学べる場，地域へ
繋がる場として教育的意
義のある事業として開催
する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 1日

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

Ｉ ＬＯＶＥ雀宮
講座【ＣＫＰ】

自分の住む地域の魅力や
課題に気づき，学ぶ機会
を提供することで，地域
に対する理解や愛着を深
め，まちづくりに対する
意識の醸成を図る。

雀宮地区
内の成人

３月 2回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

随時

出展団体数

全市民 通年

【次年度の方向性】

協賛事業を活用し，地元企業等と協
力して，成人（二十歳）へ記念品を
配付することができたほか，従来の
実施内容の様に，成人（二十歳）に
よる地域交流事業を実施するなど，
滞りなく運営することができた。

引き続き，実施委員と連絡調整を密
に行い，有意義な協賛金使途を検討
していく。また，実施委員会への成
人（二十歳）の参加・開催方法を検
討するなど，安定した運営を行うと
ともに，地域交流事業内容を充実さ
せる。

雀宮 24

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和6年２月以降実施予定

（定員30名（現地視察）のところ，
応募者数が２２名であることから，
より多くの方に参加してもらうた
め，親しみやすい講座内容や周知方
法を検討する必要がある。）

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（より多くの方に参加してもらい，
自分の住む地域の魅力に気づいても
らうため，雀宮地区まちづくり推進
協議会と連携を深めながら，事業を
継続して開催する。）

1

回

・地域からの協賛事業を活
用し，地元企業等との協力
で，二十歳への記念品を準
備することが出来た。
・新型コロナ以前の様に，
地域交流事業内で，成人
（二十歳）による催し（ス
ライドショー・ビンゴ大
会）を実施することが出来
た。
・経費と作業の削減を目的
に，記念写真は地域HPへ掲
載し，各自ダウンロードと
いう手法で行った。（写真
店で写真の購入も可能）

のべ来場者数 特色
【今年度の実施状況】

【次年度の方向性】

センター内に設置の掲示板に生涯学
習団体の講座やイベントなどのポス
ターやチラシを配架・掲示し，学習
情報を提供した。

市民の生涯学習意欲の向上のため，
今年度も継続して，生涯学習セン
ターの講座やイベントなどのチラシ
やポスターをセンター内に配架・掲
示し，学習の周知を図っていく。
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内容 対象 時期 回数 事業実績

令和 5 年 8 月 29 日

～

令和 6 年 3 月 6 日

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

1 回 上河内地域内交通運営協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

38 人 0 人 70代

令和 5 年 6 月 21 日

～

令和 6 年 2 月 21 日

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

1 回 ライフアップセミナー運営委員会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

136 人 0 人 70代

令和 5 年 12 月 9 日
～

令和 5 年 12 月 9 日
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

1 回 上河内ブランドアンバサダー

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

7 人 0 人 40代

令和 5 年 6 月 15 日

～

令和 5 年 6 月 29 日

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

1 回 上河内地区子育て支援会議

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

59 人 31 人 30代

令和 5 年 7 月 23 日
～

令和 5 年 7 月 23 日
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

2 回 上河内民俗資料館，西山文化財愛護会

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

20 人 10 人 10代

令和 5 年 12 月 9 日

～

令和 5 年 12 月 9 日

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

1 回 上河内ブランドアンバサダー

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

5 人 0 人 60代

令和 - 年 - 月 - 日
～

令和 - 年 - 月 - 日
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

- 回 -

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

- 人 - 人 -

令和５年度　上河内生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　上河内地域における資源や特性，住民ニーズなどを踏まえ，個人の要望に応える事業と社会の要請に応える事業のバランスを配慮しながら，多様な事業を推進する。事業の実施にあたっては，関係部局や関係機関団体と
連携を図り，とりわけ地域の課題解決や活性化につながる事業については地域まちづくり推進団体とともに取り組んでいく。

（ア）住民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶことの喜びや社会参加のきっかけとなる趣味・教養的な講座を地域課題や生活課題を十分に盛り込みながら継続していく。
（イ）「人づくり」の基本となる家庭と地域の教育力の向上を図るため，家庭や親の役割や責任，子どもとの関わり方などについて保護者の気づきを促す講座や親子双方の育ちを支援するための講座を実施する。
（ウ）地域資源や地域の魅力を再認識し，地域のまちづくりに対する意識が高まるような地域学講座などを通して，地域社会を支える人材の発掘や育成に取り組んでいく。
（エ）ICT社会の到来に伴い，地域住民誰もがスマートフォンを敬遠せず身近に感じ，有用な生活情報を入手し快適な暮らしを送るとともに，災害情報などを入手し安全安心な暮らしが送れるよう情報リテラシーの向上を
図る講座を実施する。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（全４回中，２回開催）

（スマホの基礎操作や，地域内交通予
約・配車システムなど，多様な内容を
実施した。今後は，基礎講座のほか，
受講後の振り返り講座など，受講者が
継続して受講できる場を設けるほか，
電子申請サービスなど市のオンライン
サービスについても周知できるよう，
内容を検討していく。）

令和６年３月以降の実施を踏まえて
決定する。

（地域からのニーズが高く，地域住
民の情報リテラシーの向上を図るた
め必要な講座であることから，継続
して開催する。）

ライフアップセミ
ナー
in　かみかわち

健康，生活，歴史，文
化，国際交流の５つの分
野を柱に，専門性を高め
つつ，地域住民のニーズ
や時宜を反映した内容と
する。

市内在
住・在勤
の成人

７～
１２月

8回

◎スマートフォン
講座

地域住民の情報リテラ
シーの向上を図るため，
スマートフォンが身近に
感じる内容を含めるな
ど，幅広い世代の地域住
民が参加できる内容とす
る。

市内在
住・在勤
の成人

８月 ４回

②

家

庭

教

育

支

援

の

充

実

と

学

校

や

地

域

と

連

携

・

協

力

し

た

教

育

活

動

の

推

進

◎子育て講座 上河内地区子育て支援会
議と連携し，子育てや家
庭教育の学びの場を提供
するほか，子育て中の保
護者が情報交換できる機
会を提供する。

市内在住
の未就学
児とその
保護者

６月

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年１月末日現在，開催途中。
（全７回中，６回開催）

受講生が関心を得られるよう，ライフ
アップセミナー運営委員と協議・検討
し，様々な講座内容を決定しており，
参加者からの満足度も非常に高い講座
となっている。今後は講座を地区内外
に幅広く周知できるよう，更なる周知
手法を検討していく。

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

（地域の参加者やライフアップセミ
ナー運営委員から強い継続の希望が
あり，地域の学びに大きく寄与する
講座であることから，継続して開催
する。）

◎★ゆずのアロマ
でリラックス講座

上河内地区まちづくり協
議会との共催で，ゆずの
アロマを活用し，アロマ
を通して，心身のケアを
学ぶ。

市内在
住・在勤
の成人

１１月 ２回

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向

上

に

資

す

る

事

業

の

推

進

３回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

親子のふれあいや子育ての学びのほ
か，参加者同士の交流の場にもなった
との意見も見られ，参加者からの評価
は概ね好評だった。参加者の半数以上
が地区外からの応募であり，地区内の
未就学児とその保護者の参加を増やす
ため，地区内の児童施設等と連携し，
更なる事業周知に努める必要がある。

子育て中の保護者が家庭教育につい
て学び，情報交換ができる場を提供
するほか，地区の児童施設や保健
師，保育士との連携により，保護者
が子育ての悩み等を相談できる場を
設けることで，地区をあげて子育て
を応援する気運を醸成するため，継
続して開催する。

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

上河内地区まちづくり協議会と連携
し，昨年度から継続してゆずのアロマ
を活用したヨガ講座を実施しており，
今後は，ノウハウを培ったまちづくり
協議会が講座実施を担えるよう，一定
の道筋を立てることができた。

上河内地区まちづくり協議会の主催
講座として実施予定。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

土器づくりの体験だけでなく，上河内
地区の遺跡の説明や，実際に地区内の
遺跡で出土された土器を間近に観察で
きたことなどから，地元に残された歴
史に興味を持つきっかけとなる講座と
なった。

小学生版の地域学講座として，より
地域を学ぶプログラム内容に変更す
るとともに，「上河内ふるさと教
室」と改名し，継続して開催する。

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時
令和５年度活動事例

◎子ども体験教室 上河内民俗資料館と共催
し，地域の魅力を再発見
する内容を加え，郷土愛
の醸成を図るとともに，
幅広い分野を学べる内容
とするほか，参加者同士
の交流を通して，仲間づ
くりを促進する。

市内在住
の小学生
とその保
護者

７月～
１２月

４回 【実施日】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

上河内地区まちづくり協議会と連携
し，昨年度から継続してゆず染め講座
を実施しており，今後は，ノウハウを
培ったまちづくり協議会が講座実施を
担えるよう，一定の道筋を立てること
ができた。

上河内地区まちづくり協議会の主催
講座として実施予定。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域協議会に出席し，情報共有・意見
交換等を行った。

引き続き，魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育力向上に取
り組む団体の活動支援を行ってい
く。

上河内中学校の魅力ある学校づくり地域協議会の委員として協力・
支援を行った。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
調理実習を伴う講座を計画したが，地
区内の小学校でインフルエンザ等の感
染症患者が急増したことから，安全を
考慮して中止した。

上河内地区まちづくり協議会主催講
座として実施予定。

二十歳を祝う成人
のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日 中学
校区

いろはゆず×モイ
ストポプリ・ゆず
グミ講座【CKP】

小学生とその保護者を対
象に，上河内地区特産の
「ゆず」の魅力を広く発
信するほか，ゆずを丸ご
と使い切ることで，ＳＤ
Ｇｓの意識啓発を図る。

市内在住
の小学生
とその保
護者

１２月 ２回 【実施日】

1 回

地元の授産施設と協
力し，ゆずのマド
レーヌなど，地域の
特産品を使用したお
菓子を新成人へ配布
した。

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り組み
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

上河内 14 人

③

地
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進
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組
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充
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ゆず染め講座
【CKP】

受講者のゆず染め体験を通し
て，上河内地区特産のゆずを
活用した「ゆず染め」を新た
な地域文化として普及啓発を
図るほか，ゆずを活用した地
域活性化，地域コミュニティ
の再構築，地域ブランド力の
向上を図る。

市内在
住・在勤
の成人

７月 ２回 【実施日】

会場や当日の運営に関して，実施委員
等と密な調整を図り，円滑に式典を運
営した。

継続して実施委員等と連携を図り，
二十歳の成人が地域社会の一員とし
ての自覚や感謝の気持ちを育む式典
を開催する。
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内容 対象 時期 回数 事業実績

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

1 講座 3 回 59 人

0 講座 0 回 0 人

4 講座 13 回 186 人

1 講座 1 回 20 人

6 講座 17 回 265 人

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

上河内地域文化祭 地域の幼稚園，保育園，
小中学校の児童生徒及び
生涯学習センター利用団
体の作品を一堂に展示
し，またセンター利用団
体をはじめ地域の方々が
日ごろの学習成果をス
テージ発表することによ
り，地域文化の向上と生
涯学習推進の機会とす
る。

上河内生
涯学習セ
ンター利
用団体及
び一般市
民

１１月 1回
出展団体数 のべ来場者数

31

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

生涯学習に関する掲示板を設置し，セ
ンターや地区内施設が実施する生涯学
習講座を案内するほか，市や近隣自治
体の美術館，博物館等の企画展の情
報，希望する生涯学習団体の情報を提
供している。

引き続きセンター内に生涯学習に関
する掲示板を設置し，，センターや
地区内施設が実施する生涯学習講座
を案内するほか，市や近隣自治体の
美術館，博物館等の企画展の情報，
希望する生涯学習団体の情報を提供
していく。

市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関
連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

人

地区内小学校や中学校だけで
なく，地区内の幼稚園や保育
園の児童の作品も展示してお
り，子どもから高齢者まで，
幅広い世代が参加する事業と
なっている。

特色
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

上河内民俗資料館，上河内図書館の企
画展を同時開催し，地区全体で地域文
化の向上を図る機会とした。

今後も地区内の各種施設や団体と連
携し，地域全体で地域文化の向上と
生涯学習推進の気運を高めていく。

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民 通年 随時

内訳（：件） 相談者のニーズに応じて丁寧な対応を
行い，必要な情報を正確に提供し，学
習活動中の問題や悩みの解決に向けた
支援，学習情報の発信を行った。

相談者のニーズに応じた適切な対応
を行い，学習相談や悩みの解決を支
援する。また，登録団体の学習活動
などを積極的に周知することで，活
動の質や学習意欲の向上を図る。

団体 1,266

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易

問い合わせ

0 0 0 0 0 0 7

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

計

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 28 日

～

令和 6 年 2 月 20 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

30 人 0 人 70代

令和 5 年 7 月 13 日

～

令和 5 年 7 月 13 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

31 人 0 人 70代

令和 5 年 7 月 25 日

～

令和 5 年 7 月 25 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

36 人 17 人 30代

令和 5 年 8 月 4 日

～

令和 5 年 8 月 22 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

16 人 16 人 10代

令和 5 年 6 月 17 日

～

令和 5 年 6 月 17 日

【連携実績】

連携団体数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

河内地区まちづくり協議会

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

76 人 2 人 70代

-

-

2

1

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の
取り組み

古里

田原

河内

22 人

21 人

25 人

魅力ある学校づくり地域協議会主催の古里・田原未来塾への支援を
行った。

1

1

1

回
集合写真写等をQR
コードから申し込
めるようにし，成
人者による写真送
付用封筒の宛名書
きの負担をなくす
ことが出来たとと
もに，その分の時
間を地域交流事業
に有効に活用する
ことが出来た。

回

回

１月

いきいき河内発
見講座

河内の地域資源を学ぶこ
とによって地域の良さを
再発見し，地域活動に関
心を持つきっかけづくり
を推進する。

市内在住・
在勤してい
る成人の方

６～
１１
月

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域
の人とともに式典を作り
上げることにより，地域
社会の一員としての自覚
や，地域に育てられたこ
とに感謝の気持ちを持て
るようにするとともに，
新成人（二十歳）が地域
の人から学べる場，地域
へ繋がる場として教育的
意義のある事業として開
催する。

令和５年度
成人（二十
歳）

【実施日】２回

【次年度の方向性】

１日

【次年度の方向性】

次年度も，まちづくり協議会と共催
事業とするため，継続して開催す
る。

引き続き，関係課と連携を図るとと
もに，更なる職員の負担軽減に努
め，安定した式典等の運営を行って
いく。

【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

スマホ基礎講座

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域
協議会など，地域の教育
力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

随時

リトミックや運動会など親子で楽し
める内容とし，参加者からは，満足
度が高く好評だったが，まだ，新型
コロナウイルス感染症対策の一環と
して地域限定で周知し，参加者が少
なかったことから，周知方法を見直
す必要がある。

親子でふれあえる機会や若年層のコ
ミュニケーションの場であることか
ら，継続して開催する。

２回

地域団体

子どもたちが仲間づくりの楽しさを
学ぶとともに， 学習意欲の向上を図
るため，継続する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

地域に根差した活力ある教育力向上
に取り組む団体の活動や学校と地域
との交流事業について，継続的な支
援を行っていく。

【実施日】

宇都宮大学工学部，
株式会社　SUBARU　航空宇宙カンパニー

令和５年度活動事例

未定 ２回 【今年度の実施状況】

令和６年１月末現在，開催途中。
（全２回中，１回開催）

受講者がすぐに定員となり，人気の
ある講座である。スマホの基本操
作，検索方法などを覚える機会を提
供することができた。
３週間前に，自治会回覧での周知を
行ったが，自治会での回覧に時間差
があり，申込開始日以降に見た市民
の方もいたことから，回覧するタイ
ミングを見直す必要がある。

【実施日】

【実施日】

【実施日】

-

【今年度の実施状況】

河内地区まちづくり協議会との連携
を図り，学習目標に沿ったテーマを
検討することができた。引き続き，
魅力ある新たな地域資源を活用した
講座を取り入れる。

【次年度の方向性】

企業や大学と連携した講座を実施
し，参加者からは，満足度が高く好
評だった。新型コロナウイルス感染
症対策の一環として地域限定で周知
し，参加者が少なかったことから，
周知方法を見直す必要がある。

令和５年度　河内生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　身近な生涯学習の拠点として様々な学習活動やまちづくり活動を支援するとともに社会環境が急激に変化する中において，社会の要請に対応する事業や人間力の向上，家庭・地域の教育力の向上に資する事業に取
り組んでいく。

（ア）地域の魅力を発見できる事業の充実を図る。
（イ）地域の人材等を活用した講座を実施するとともに地域で活躍できる人材の育成に努める。
（ウ）仲間づくりや交流の場を提供し，人と人との絆づくりを推進する。
（エ）人間力の向上や家庭教育力の向上に資する事業を積極的に展開する。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

◎かがやくセミ
ナー

受講生がお互いの連帯感
を深め，学び合い生き甲
斐のある豊かな人生を過
ごす力を身につける「仲
間づくり」と地域活動等
に関心を持つきっかけづ
くりを推進する。※館外
学習あり

市内在住・
在勤してい
る成人の方

７～
９月

２回

【次年度の方向性】

令和６年２月以降の実施を踏まえて
決定する。

あらゆる場で，スマホを活用した
サービスや情報収集など，デジタル
機器が日常生活を送るのに必要な物
となっていることから，学ぶ機会を
提供するため，継続して開催する。

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向

上

に

資

す

る

事

業

の

推

進

スマホの基本操作，検索方法などを
覚える機会を提供することができ
た。
新型コロナウイルス感染症対策の一
環として地域限定で周知し，参加者
が少なかったことから，周知方法を
見直す必要がある。

重点
項目

事　業　の　概　要

【今年度の実施状況】

今年度は，新型コロナウイルス感染
症予防対策を行わなかったため，当
センター職員のみで対応し，式典等
を滞りなく行うことが出来たが，依
然，３中学校をセンター職員のみで
対応することは負担が大きい状況で
ある。担当者の負担を減らすため，
従事者に情報・手順等を記載した資
料づくりを行った。今後も，実施委
員等と連携を図り，円滑に運営する
よう努める。

【今年度の実施状況】

あらゆる場で，スマホを活用した
サービスや情報収集など，デジタル
機器が日常生活を送るのに必要な物
となっていることから，学ぶ機会を
提供するため，継続して開催する。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

事業実績

②

家

庭

教

育

支

援

の

充

実

と

学

校

や

地

域

と
連

携

・

協

力

し

た

教

育

活

動

の

推

進

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

魅力ある学校づくり地域協議会な
ど，地域の教育力向上に取り組む団
体の活動支援を行った。

【今年度の実施状況】

市民へのデジタルデバイ
ド及びデジタル機器の使
用への対応として，身近
なスマートフォンの基本
操作を学び，利用技術の
向上を図る。

市内在住者

市内在住・
在学の小学
４年生～６
年生

８月子どもたちが「学ぶ楽し
さ」を感じ，子どもたち
の「自ら考える力」をは
ぐくむとともに，「仲間
づくり」を推進する。

子育て広場 子育ての学習を通して親
子のふれあいを深め，情
報交換の場を提供し，
「仲間づくり」・「ネッ
トワークづくり」を推進
する
とともに，新たに両親が
参加できる仕組みを取り
入れる。
※相談タイムあり

市内在住・
在勤の乳幼
児とその保
護者

７～
９月

２回

通年

オモシロ夏休み

【今年度の実施状況】
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

1 講座 2 回 36 人

1 講座 2 回 30 人

2 講座 6 回 107 人

1 講座 2 回 16 人

5 講座 12 回 189 人

簡易
問い合わせ

0 0

令和５年度活動事例

・生涯学習センター内に設置している掲示板へ，民間学習事業者の
チラシやポスターを掲示し，生涯学習情報を提供するため，セン
ター内，学習事業者などのチラシやポスターを掲示した。
・生涯学習サークル団体などの活動成果の発表の場として，無料展
示スペースを提供した。

出展団体数 のべ来場者数 特色

24 団体 100 人

河内地域内の芸術文化活動に
係る人達が一堂に会して，相
互の交流を深め，その活動を
披露し，文化の祭典を実施す
ることで地域の芸術の向上に
取り組む。

FAX Ｅメール その他 合計

計

河内地域文化祭 河内地域内の芸術文化活
動にかかわる人達が一堂
に会して，相互の交流を
深め，その活動を披露
し，地域の芸術文化の向
上に寄与することを目的
として文化の祭典を実施
する。

団体及び一
般市民

学習相談 相談者のニーズに応じた
具体的な学習活動への引
き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の
問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民
相談者のニーズに応じた具体的な学
習活動への引き上げや相談者の活動
の質の向上，学習活動中の問題や悩
みの解決の手助けなどを行ってい
る。

通年 随時

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動
を啓発・支援し，生涯学
習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学
習施設や学習機会等の生
涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を
市民に提供する。

全市民

令和５年度実績
内訳（：件）

１０
月

１回

青少年対象事業

令和５年度講座実績数内訳

随時

引き続き，河内地域内の文化の祭典
を支援していく。

子育て対象事業

シニア対象事業

成人対象事業

【次年度の方向性】

来館 電話

0 0 0 0 0

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
生涯学習センター内に設置の掲示板
に，各生涯学習団体の講座のチラシ
やポスターを掲示し，学習情報の発
信を行った。

継続して，生涯学習センター内に設
置している掲示板でのチラシやポス
ターなどの学習情報の提供等を行っ
ていく。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

河内地域内の芸術文化活動にかかわ
る人達が一堂に会して，相互の交流
を深め，その活動を披露し，地域の
芸術文化の向上に寄与することを目
的として文化の祭典を実施した。

継続的に相談者のニーズに応じた適
切な対応を行い，学習相談や悩みの
解決を支援していく。

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化 通年
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（協議事項⑴） 令和５年度生涯学習センター事業実績 及び

令和６年度生涯学習センター事業計画（案） について

令和６年度生涯学習センター事業実施計画書

生涯学習課

別紙１－２別紙１－２



中央生涯学習センター 1

東生涯学習センター 2

西生涯学習センター 3

南生涯学習センター 4

北生涯学習センター 5

平石生涯学習センター 6

清原生涯学習センター 7

横川生涯学習センター 8

瑞穂野生涯学習センター 9

城山生涯学習センター 10

国本生涯学習センター 11

富屋生涯学習センター 12

豊郷生涯学習センター 13

篠井生涯学習センター 14

姿川生涯学習センター 15

雀宮生涯学習センター 16

上河内生涯学習センター 17

河内生涯学習センター 18
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内容 対象 時期 回数

金曜まなび塾 行政等が実施する活動や施策についての学習に加え，市民の生活課題になっ
ている事柄や社会情勢の変化に対応した内容の拡充，企業等と連携した講座
を企画する。また中央生涯学習センターの立地を活かし，地域の伝統・文
化・モノづくり・人づくりを学習することで，受講生の知識・識見の向上に
つなげ宮に生きる価値観向上のきっかけとする。

市内在住・在
勤の成人

７月～
１２月

10回

地域連携特別講座 ＩＣＴの活用も図りながら，多様化する地域課題の解決や情報共有の機会を
さらに幅を広げ，学校や地域まちづくりと連携できる企画をする。

市内在住・在
勤の成人

未定 １回

◎修道館アカデミー
【Ｖスタッフ】

人材かがやきセンターに登録しているVスタッフに活動の場を提供し，市民
目線での講座の企画を行う。内容については，多様化する市民ニーズに対応
するための企画を充実させる。

市内在住・在
勤の成人

６月
～７月

４回

いきいきシニアップ
講座

人生１００年時代を迎え，より良い豊かなセカンドライフを送れるよう，学
びあう人の輪の構築に努める。超高齢社会に受講生が生きがいを保ちながら
生活するための素材・素地として，健康づくりや趣味・教養に幅広く興味を
持つ学習機会を提供する。

市内在住の65
歳以上の一般
成人

１月
～２月

５回

★公共施設予約案内
システムスマホ講座

公共施設予約案内システムを導入し，利用者に活用してもらえるように，デ
ジタル機器への対応方法や基本操作などを実演し，体験する。

市内在住者 未定 １回

子育て広場 子育て世代の悩みやニーズを捉えた講座を実施するため，子育て相談員の配
置や，親子同士の交流の場を拡充し，気軽に情報が得られる環境を整え，家
庭教育の問題解決や支援に繋げる。
また，ICTの活用も取入れる企画を検討し，在宅でも気軽に受講できる機会
をつくる。さらに月に１度読み聞かせボランティアが実施している「おはな
しひろば」の周知をするとともに，年齢層に合う読書の機会を設ける。

乳幼児（0～6
歳）とその保
護者

５月～
１１月

５回

パパもママもはぐは
ぐ子育て

子育て情報交換の場の提供。父親に参加してもらい，母親の育児ストレス軽
減やリフレッシュできるような機会を提供するプログラムとなるよう，更な
る内容の充実に努める。また，地域専門学生のボランティア参加をすること
で，学生との交流がうまれ，学びとふれあいの場とする。

乳幼児（0～6
歳）とその保
護者

６月～
１２月

２回

親と子のワクワク体
験講座

子どもたちの社会性の向上や生きる力の実践スキルを養うため，日常生活で
体験できない内容や体験の機会を盛り込むとともに，参加者同士の交流の更
なる促進を図り，親子の絆を深めていけるよう努める。
また，図書室と連携し，本への関心を持つきっかけとなるよう，資料や情報
の提供を図る。

市内在住の小
学生とその保
護者

７月～
８月

５回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域に根ざした活力ある教育力向上に
取り組む団体の活動や学校と地域との交流事業などの支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

地域応援講座 地域の持つ魅力や人材を探すきっかけづくりに関連する企画や，地域の課題
解決や活性化に資する内容を取り入れることで，地域づくりの醸成に繋げ
る。また，国際交流の理解に繋げられる出前講座や地域企業と連携した講座
を企画する。

各地域在住者 未定 各1日

★中央地域講座
【ＣＫＰ】

地域が抱える課題の一つに高齢化があげられる。健康寿命を目指して自宅で
もできるロコモ体操などの実演とスキル向上のための講習を開催する。

地域在住の成
人

未定 1回

二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和６年度成
人（二十歳）

1月 1日

中央生涯学習セン
ター文化祭

中央生涯学習センターを利用する文化団体の相互交流を図り，日ごろの学習
成果を発表することにより，参加者のみでなく一般市民へ広く周知するとと
もに，生涯学習を推進する機会とする。また，担当の地域コミュニティセン
ターで活動する団体へも参加を促し，交流を図る。

中央生涯学習
センター利用
団体，地域コ
ミュニティセ
ンター利用団
体及び一般市
民

９月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。また，生涯学習サークルや地域住民な
どの活動成果を発表する場として，無料展示スペースを提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上

に
資
す
る
事
業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と

な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学

ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
の
充
実

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活

動
，
交
流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基

盤
の
強
化

令和６年度　中央生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

市中心部における生涯学習および市民活動の拠点として，多様な学習活動やまちづくり活動を支援するとともに，個々人が持つ知識や能力を地
域・社会に還元できる機会や場の提供に努める。

 （ア）変化する社会情勢や話題となっている事柄など，多様化する市民ニーズをとらえた魅力的な講座の実施により学習意欲の高揚を図り，誰
もが学び活躍できるための社会を考える契機となるよう講座の充実につとめ，「学ぶ人」の支援を行う。

 （イ）親子・親同士・子ども同士の交流を促進するとともに，子育て中の親と，社会を支える多世代との交流を深める場を提供することで，家
庭・地域の教育力の向上を図る。

 （ウ）地域大学や専修学校，ボランティアスタッフと，専門知識や経験を活かす機会を提供して人材の育成に努めるとともに，市民目線による
生涯学習の推進に努める。

 （エ）地域の特性に応じた生涯学習講座の支援を通して，まちづくり活動を担う人材を発掘し，その育成や活用に努める。

★：令和6年度新規事業，　◎：令和6年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】宇都宮市中央1丁目1番13号 【電話番号】028-632-6331 【ファクス】028-639-7579

【開 設】昭和４４年４月１日

【対象区域】市域全体及び中央・東・西・簗瀬・西原・昭和・錦・宮の原小学校の各通学区域
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内容 対象 時期 回数

ふれあい塾
【Ｖスタッフ】

様々な課題についてグループワークを行いながら考えるとともに，受講生同
士の交流を深める。

市内在住・在
勤の２０歳以
上の方

５月～
１２月

8回

東雲塾 高齢者が年齢にふさわしい社旗的能力を高め，明るく健康で充実した生活を
送るため，知識・健康・レクリエーション等の学習を行う。

市内在住・在
勤の６５歳以
上の方

６月～
Ｒ７．
１月

６回

おとなの学び講座 世相を反映した様々な地域課題などを取り上げ，暮らしを生き抜くための基
礎情報や身に付けておきたいこと，ものなどについて学ぶ。

市内在住・在
学・在勤の１
８歳から

１１月 ２回

働き世代講座（仮） 仕事や子育てで忙しい世代を対象に，現代の課題や自己実現に取り組み活躍
している人を講師として講話やワークショップなどを行い，これからの生き
方や働き方について一度立ち止まって考える機会を提供する。

市内在住の１
８～５５歳く
らいまでの方

８月 ２回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤在住
のスマホ初心
者

未定 2回

親子でＤｏｉｎｇ 体験を通して，親子の絆を深める。
地域人材の協力を得て地域教育力の向上を目指す。

市内在住の小
学５～６年生
とその保護者

８月 １回

すくすく子育て講座 季節の行事や体操・音楽鑑賞などを通して，親子のスキンシップを深め，生
き生きとした親子関係を育み，参加者同士の交流を図る。また，親が子育て
について学び，よりよい子育て生活が送れるよう支援する。

就学前の乳幼
児と保護者

５月～
１２月

８回

◎子ども国際理解サ
マースクール

参加型の活動を通して，「協力・相互理解」などの力を養う。また，外国人
と身近に接し，異文化に触れることにより，外国に目を向けるきっかけや国
際理解の推進を図る。

市内在住の小
学4～6年生

８月 ３回

★親子で学ぼう作文
の書き方講座

作文の書き方を学ぶことで，苦手意識をなくし，「考え」を文章にまとめる
力を養い，コミュニケーション力をつける。

市内在住の小
学３～４年生

８月 ２回

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学

ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
の
充
実

二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和６年度成
人（二十歳）

１月 1日

東生涯学習センター
文化祭

東生涯学習センター及び地域コミュニティセンター登録団体に学習成果発表
の場を提供することにより，親睦を図り，仲間づくりを進め，さらに質の高
い生涯学習活動を推進する。

東生涯学習セ
ンター登録団
体及び一般
（地域住民）

１０月 1回

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

★：令和6年度新規事業，　◎：令和6年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に

資
す
る
事
業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力

し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流

を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

令和6年度　東生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

東部地区における生涯学習の拠点として地域住民の学習活動を支援するとともに，社会教育やまちづくりなどを通して，地域に学習成果を還元
する。

（ア）複雑かつ多様化する社会環境や市民ニーズに対応するため，地域住民が生活課題の解決や学ぶ楽しさを実感できるような魅力ある事業を
展開する。
（イ）子育て世代を支援するため，学校や地域と連携しながら，親同士の交流機会の充実や，仲間づくりのネットワークが構築できるような事
業を推進する。
（ウ）市民の学んだ成果を活動につなげるため，地域の各種団体やボランティア団体等と積極的に連携しながら，市民が地域で活動する機会や
場の提供を行い，地域力の向上を目指す事業を推進する。

【所在地】 宇都宮市中今泉3丁目5番1号 【電話番号】028-638-5782 【ファクス】028-638-1171

【開 設】 昭和５３年４月１日 【移 転】平成２２年４月１日

【対象区域】今泉・峰・泉が丘・石井・御幸・城東・陽東・御幸が原小学校の各通学区域

02_東 2



内容 対象 時期 回数

シニア快活！元気講
座
【Ｖスタッフ】

受講者に有用な知識を深め，様々な活動を通して受講者同士の仲間意識を高
めるとともに，生きがい学習の場とする。Vスタッフの自主性と独自性を尊
重し，受講者の関心が高い活動を中心に講座企画を行う。

50歳以上の方
（市内在住・
在勤）

６月～
１１月

６回

西楽アカデミー 健康など現代の生活に必要な知識の向上に関する学習を行うとともに，運動
を伴ったレクリエーションや創作活動を通して受講者同士のつながりが深ま
るようコミュニケーション活動を取り入れる。

一般成人 ６月～
１２月

７回

◎宇都宮再発見！ 日本史における激動の時代，封建制から「近代化」へ向けた時代にスポット
をあて，宇都宮の歴史を再確認するとともに，歴史の表舞台だけでなく，あ
まり語られなかった一般の人々の暮らしや考え方について知る。

18歳以上の人
（市内在住か
通勤通学）

6月～
11月

5回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤在住
のスマホ初心
者

未定 2回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動の啓発や支援を行い，生涯学習に対する市民ニーズ
に的確に対応するため，本市の生涯学習関連情報を広く市民に提供してい
く。

全市民 通年 随時

すくすく子育て講座 子育ての学習やレクリエーションを通して親子のふれあいを深め，仲間づく
りや子育ての情報交換の場となるよう支援する。
また，子育ての知識・技術を身につけ，家庭の教育力の向上を図る。

1歳～3歳の乳
幼児とその親

６月～
１２月

６回

親子トライ&ゴー 工作など様々なアクティビティを行う中で，親子の絆を深めながら，生活に
役立つ知識や体験を共有することにより，家庭の総合的な教育力の向上を図
る。

小学校１年生
～３年生とそ
の保護者(市内
在住・通学)

６月～
１０月

５回

◎わくわくサマース
クール

夏休みを利用して普段なかなかできない体験学習を行い，好奇心や想像力，
思考力を培う。また他校の仲間との交流を深めると共に，地域の施設を生か
した館外学習を行い,社会性育成を図る。

小学4年生～6
年生（市内在
住・通学）

７月
～８月

６回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の活
動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

地域コミュニティの
促進
【ＣＫＰ】

地域のニーズに沿った課題解決や地域住民のコミュニティの促進を図る。 富士見地域住
民

７月 １回

わがまち桜から見る
宇都宮の歴史
【ＣＫＰ】

宇都宮の歴史のなかで，自分たちの住むまちがどのような役割を果たし，ど
のように変容してきたかを知ることにより，地域への理解を一層深め，愛着
心を高めることで，まちづくりのさらなる推進を図る。

桜地域住民 １０月～
１１月

4回

持続可能なまちづく
り
【ＣＫＰ】

明保地区や他地区のの地域資源を学ぶことにより，地域の良さを再発見し，
地域活動に関心を持つきっかけづくりを推進する。

明保地域住民 11月 １回

二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和６年度成
人（二十歳）

1月 １日

西生涯学習センター
文化祭

西生涯学習センター利用者などの各種団体や地域・学校・企業が一体となっ
て事業を展開することにより，特色ある地域文化の向上ならびに生涯学習の
推進，地域住民の連帯意識の高揚を図ることを目的とする。

西生涯学習セ
ンター利用者
及び一般市民

11月 1回

クールシェア・コン
サート

演奏会を通してより多くの市民に生涯学習への関心を持ってもらう機会とす
る。

市内在住・通
勤・通学の人

７月 １回

学習相談 相談者のニーズに応じて具体的な学習活動へつなげるとともに，相談者の活
動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決に向けた支援などを行う。

全市民 通年 随時

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資

す
る
事
業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力

し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成

果
を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

④
持
続
的
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地
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住
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学
習
や
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動
，
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流
を
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す
る
地
域
教

育
の
基
盤
の
強
化

令和６年度　西生涯学習センター事業計画

基本方針

「令和６年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，生涯学習及び市民活動の拠点として，多様な学習機会の提供やまちづくり活動を
支援するとともに，ボランティアなど地域で活動する団体と連携も図りながら，学んだ成果を地域に還元できる機会の提供に努める。
（ア）「学ぶ楽しさ」を感じ,「仲間づくり」につながる講座，「生活課題の解決」に資する講座を実施する。
（イ）地域の人々と子育て世代の親やその子どもたちとが交流する機会，次世代を担う青少年と子育て世代の親子が交流する機会，また子育て
世代の親同士が交流する機会を充実させた「参加交流型講座」を学校や地域と連携を図りながら実施する。
（ウ）地域社会を支える人材育成と学習成果の活用促進を図るため，地域の魅力を再認識し愛着を育む講座や，学んだ成果を活かし，地域活動
や交流の促進につながる講座を実施する。

【所在地】宇都宮市西一の沢町17番32号 【電話番号】028-648-7480 【ファクス】028-648-8241

【開 設】昭和５９年４月１日

【対象区域】富士見・桜小学校の各通学区域及び明保小学校通学区域のうち鶴田町の区域
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内容 対象 時期 回数

◎シニアセミナー南
悠塾

シニア世代の受講者が，学びを通して交流を図り教養を深めることで，充実
した日々を送る手助けをする。

市内在住，通
勤の６０歳以
上の人

6月～
12月

6回

暮らし彩り講座～セ
カンドライフに向け
て～

人生１００年時代，セカンドライフ充実に向けて，衣・食・住プラスアル
ファの暮らしを彩るアイディアを学ぶ。

市内在住，通
勤の１８歳以
上の人

6月 3回

健康講座 健康年齢・健康寿命・平均寿命について考え，健康を保つための知識・運動
を学ぶ。

市内在住，通
勤の１８歳以
上の人

5月 2回

宇都宮再発見講座 映画・テレビドラマのロケ地を多角的な視点でとりあげ，宇都宮市の魅力や
取り組みなどについて紹介する。

市内在住，通
勤の１８歳以
上の人

7月 2回

★シニア向けプログ
ラミング入門講座

シニア世代がゲーム感覚で楽しめるプログラミングの基礎を学び，デジタル
技術を身近に感じることで，デジタル機器利用促進のきっかけとする。

市内在住，通
勤の６０歳以
上の人

8月 1回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤在住
のスマホ初心
者

7月 2回

すくすく子育て応援
講座（前期）

親子が楽しみながら触れ合い，同じ立場の親同士が育児の悩みや楽しさを分
かち合いながら交流を図る。

市内在住の乳
幼児(概ね生後
４ヵ月程度～
１歳前後)とそ
の保護者

5月～
7月

4回

すくすく子育て応援
講座（後期）

親子で遊びや運動をすることでふれあいを深め，同じ立場の親同士が育児の
悩みや楽しさを分かち合いながら孤立しがちな子育て世代の仲間づくりの
きっかけとする。

市内在住の2～
3歳児とその保
護者

10月～
12月

3回

親子で学ぶ作文の書
き方講座

作文の書き方を基礎から学ぶことで，「考え」を文章にまとめる力を養い，
コミュニケーション力をつける一助とする。

市内在住の小
学4～6年生の
児童とその保
護者

8月 2回

プログラミング入門
講座

小学校で必修科目となったプログラミングの基礎を学び，創造力・問題解決
能力・論理的思考力を身に付ける一助とする。

市内在住の小
学生

７月 2回

夏休み小学生講座 小学4～6年生の児童が，他の学区の児童と親睦を深めながら学び，夏休みの
工作や自由研究などの一助とする。

市内在住の小
学４～6年生の
児童

8月 2回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の活
動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時
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二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和６年度成
人（二十歳）

1月 １日

南生涯学習センター
文化祭

南生涯学習センター及び地域コミュニティセンター登録団体等が一致協力し
て，日頃の活動成果を発表することにより，特色ある地域文化の発展並びに
生涯学習の理解と推進，地域住民の連帯意識の向上を図る。

南生涯学習セン
ター登録団体，地
域コミュニティセ
ンター登録団体及
び一般市民

10月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和6年度　南生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

「令和６年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，地域住民の生涯学習ニーズや地域及び全市的な課題に応じた学習支援をするとと
もに，地域の学習情報拠点として地域団体等と連携し情報の発信や地域で活躍できる人材の育成を図る。
（ア）地域の特性や課題及び社会的に関心の高い課題に応じた学習支援を行い，積極的に地域まちづくり活動に参加する人材の育成に取り組
む。
（イ）増加する高齢者の健康を保ち生きがい創出につながる講座や，子育て世代の不安を解消し，親子双方の成長を促す講座，豊かで実りある
生活設計のための講座など，幅広い世代を対象に多様な学習の提供を図る。
（ウ）地域でのボランティア活動や，地域のまちづくり活動を支援し，学習の成果や経験を活かせる機会と場の提供などに努める。

★：令和6年度新規事業，　◎：令和6年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市江曽島2丁目4番23号 【電話番号】028-645-0006 【ファクス】028-659-9953

【開 設】 昭和４６年４月１日

【対象区域】陽南・陽光・緑が丘小学校の各通学区域五代・新田・姿川第一小学校の各通学区域の一部
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内容 対象 時期 回数

北洲塾
【Vスタッフ】

生きがいづくりを目的に幅広い分野の知識を学び，様々な学習を通して受講
者同士の交流を深め，地域社会への参加の輪を広める。

65歳以上の市
民

6月～
12月

6回

聴いて読む名作 専門的技術を有する講師の朗読を鑑賞し，名作をより深く味わうとともに，
多様な朗読の世界に出会う機会を創出する。

全市民 10月 1回

◎和文化入門講座 和文化を楽しく学び・体験することを通して日本文化の粋に触れ、和の心を
もったコミュニケーション力を養う。

全市民 １１月
～12月

5回

★コーヒー淹れ方講
座

コーヒー淹れ方講座を行うことで，参加者同士の交流を図りコミュニケー
ションの力の向上，「エスプレッソシティ宇都宮」等の地域ブランドの周知
を行うことで地域理解を深める。

全市民 9月 １回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学部，利用技術の向上を図る。

市内在住者
（主に地区住
民）

9月
1月

2回

◎親子自然探検隊 地域の未来を担う世代（子育て世代とその子ども）が、地域の自然（本市の
中心市街地に立地する戸祭山緑地）をフィールドに、専門家の指導のもと、
身近な自然といのちの繫がりについて学び，その緑地を保全する活動を体験
することで，地域愛を深める。

小学生以下の
子どもとその
保護者

5月～
1月

5回

子育てパパ・ママ応
援講座

専門的知識を有する講師の指導を受けながら子育てに必要な知識を学び，未
就学児をもつ親への子育て支援と交流の場とする。

未就学児の保
護者

6月～
7月

3回

親子でチャレンジ 親子がともに，体験活動を行い，それらの活動を通しながら相互理解を深め
ると共に，参加者同士の交流を図り，社会性の拡大を図る。

小学1年～4年
生とその保護
者

7月～
8月

４回

アンガーマネジメン
ト講座

アンガーマネジメントを学び実践することで，自己肯定感を育み，精神的な
ゆとりをもって家庭教育に取り組めるように，子どもを持つ親への子育て支
援を行う。

未就学児の保
護者

9月
1月

2回

昔あそび体験講座 昔あそび体験を通して，各自の学びや子ども同士のふれあいの機会を提供す
る。また，子どもたちがセンターに足を運ぶことで，図書室の利用など生涯
学習センターの利用促進へとつなげる。

小学生とその
保護者

7月 1回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域に根ざした活力ある教育力向上に
取り組む団体の活動や学校と地域との交流事業などの支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

サークル活動を体験
してみよう

生涯学習サークル活動に関心のある方や未経験でも気軽に参加しやすい環境
を提供することにより，活動への興味・関心を高め，センター利用団体への
加入促進及び活動の活性化を図る。

全市民 2月 1回

★小学生夏休み講座 小学生の高学年を対象に，地域の教育機関等と連携し体験学習を行い，多世
代交流を推進する。

小学4年～6年
生

7月 1回

二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳となった成人が地域の人とともに式典を作り上げることにより，地域
社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持てる
ようにするとともに，二十歳となった成人が地域の人から学べる場，地域へ
繋がる場として教育的意義のある事業として開催する。

令和7年成人
（二十歳）

１月 1日

北生涯学習センター
文化祭

北生涯学習センター対象地域内における各種団体と北生涯学習センターが一
体となって諸事業を展開することにより，生涯学習の推進並びに地域文化の
向上発展，連帯意識の高揚を図る。

北生涯学習セ
ンター対象地
域団体，利用
団体及び一般
市民

１１月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。また，図書コーナーを充実し，学生や
乳幼児を持つ親子などが気軽に集える場所を提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和6年度　北生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

　市民に最も身近な地域の学習と活動の拠点として，多様な学習機会や学びを通して，人々がつながり学び合うことができる機会の提供，さら
には，地域特性や地域資源を活用した講座やイベントなど，以下3点を基本方針とし実施する。
（ア）学ぶ楽しさを実感し，個人の成長や生きがいづくりに繋がる講座や子育て世代の親同士や子ども同士の交流機会を図る参加交流型の講座
を開催する。
（イ）地域や学校，サークル団体等と協働・連携した文化祭や団体活動に結び付く参加型体験型の事業を実施する。
（ウ）市民が学習しやすく，様々な年代の地域住民が交流・活動する場として活用できるよう，情報提供や環境整備に努める。

★：令和6年度新規事業，　◎：令和6年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市若草３丁目12番25号 【電話番号】028-621-7745 【ファクス】028-622-7093

【開 設】 昭和５７年４月１日
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内容 対象 時期 回数

◎★きらきらセミナー 幅広い世代が交流するきっかけづくりと，社会性や適応力
を高めるため，学びをとおして個々の教養を深めて人間力
を高め心の豊かさに繋げる。また，地域活動を通じて，自
助・共助の理解を深めるとともに，次代の担い手の発掘・
育成に取り組む。

地域内の成人 9月～
１月

4回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマートフォンの基本操作を学び，利用
技術の向上を図る。

市内在勤在住の
スマホ初心者

7月 2回

親子の広場「はぐは
ぐ」

乳児を持つ親と子ども（子育て中の親子）が気軽に集い，
親同士の情報交換，育児相談，子育て事業（年7回のお楽
しみ講座「はぐはぐ⁺」）を実施することで，親が精神的
な安心感を持って，地域の子育て支援の充実を図る機会を
提供する。

主に乳幼児（０
～３歳）を持つ
子育て中の親子

5月～
R7. 3月

40回

わくわく教室 地域共生社会や多文化共生社会の推進につながる体験活動
や交流を通じて，仲間との関わりを深めるとともに，育成
会などの各種地域団体等と連携しながら郷土愛や生きる力
を育む。また，デジタル技術を効果的に活用し，児童目線
からの地域資源や地域情報を収集し，発表する機会を創出
するなど，児童の自主性や自己肯定感を高める。

地域内の小学生 7月～
8月

2回

魅力ある学校づくり地
域協議会などの活動支
援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を行っていく。また，地域コー
ディネーターとの意見交換を踏まえ，地域・学校・家庭の
協働事業の連携強化を促進し，安心・安全で魅力ある学校
づくりを推進するための支援を行う。

地域団体 通年 随時

ひらり発見 各種地域団体との連携により，身近な地域活動を地域住民
が体験・学習し，理解促進に繋げるとともに，地域資源の
情報発信や有効活用することによって，地域に関心を持
ち，地域活動の活性化や郷土愛を育む取組に繋げる。

地域内の成人 5月～
9月

3回

二十歳を祝う成人のつ
どい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつ
どいを作り上げることにより，地域社会の一員としての自
覚や，地域に育てられたことの感謝の気持ちと地域に対す
る誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋がる
契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある
事業となるよう実施する。

令和６年度成人
（二十歳）

1月 １日

平石地区文化祭
（同時開催：農業祭）

小学生の作品展示や，平石生涯学習センター利用団体によ
る学習成果を発表することで，文化活動や生涯学習を推進
する機会とする。また，参加することにより，地域住民と
の連帯意識の高揚を図る。

平石生涯学習セ
ンター利用団体
及び一般市民

11月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集するとともに，その情報を市
民に提供する。
・　生涯学習団体や地域住民などの活動成果を発表する場
として，無料展示スペースを提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 市民ニーズに応じた学習活動へのつなぎや支援を迅速に行
うほか，相談者の活動に関する課題や相談内容について助
言・支援を行うなど，多種多様な分野の学習が持続的に学
習できるよう取組を強化する。

全市民 通年 随時
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令和６年度　平石生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

・　平石地区においては，少子高齢化の進行，特に高齢化が顕著であるとともに，核家族化の進行や地域コミュニティの希薄化などにより，地域
活動の担い手の固定化や若い世代の担い手が少ないことなどから，地域活動の活性化や新たな人材の発掘・育成が必要な状況である。
・　このような現状を踏まえ，子どもから高齢者に至るまでの幅広い世代を対象に，地域住民が健康で生き生きとした生活を送り，学んだ成果が
地域活動への参加や次代を担う地域リーダーの育成に結び付くきっかけとなるよう，自助・共助の理解を育むとともに，交流による仲間づくり
や，LRTの開通や東部総合公園の建設（令和８年３月供用開始予定）など身近な社会環境の変化をとらまえて，新たな地域の魅力発見・体験をと
おして，郷土愛を醸成するなど，地域活動の活性化と若い世代の担い手を育成していく。
・　東部地区における保健福祉の拠点として，地域住民が生活していくうえで多様性・複雑性から表れる支援ニーズを的確に捉え，人と人とのつ
ながりや参加の機会を生み育む多様な活動を通して，重層的な支援に結び付けられるよう，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携
し，地域住民の健康づくりや子育てに関する講座など，特色ある事業を積極的に展開していく。
・　地域住民がICT利活用の恩恵を享受できるよう，参加者の年代やレベルに応じた講座や発表の機会を創出するほか，地域資源を活かした個性あ
ふれる地域づくりをデジタルの活用による文化・芸術・スポーツ等の振興を推進していく。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市下平出町158番地１ 【電話番号】028-660-1964 【ファクス】028-689-2814

【開 設】 昭和２５年１月２６日 【施設複合化】平成１４年６月２４日

【対象区域】平石中央・平石北小学校の各通学区域
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内容 対象 時期 回数

青少年指導者・
育成者研修会

地区内の青少年育成協議会及び子ども会育成会連絡協議会などと連携し，新た
な地域居住者とのつながりを育みながら，子育て中の若年世帯の不安解消や地
域で子育てに関わる人材のスキルアップを図ることを目的とした講座を開催す
る。

地区内青
少年育成
関係者

5月～
12月

2回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近なス
マートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤
在住のス
マホ初心
者

7月 2回

ふれあい子育て
広場

親子のふれあいを通し，親子の絆を深めるとともに，同世代の保護者同士の交
流を深め，子育て世代の不安解消を図り，生き生きとした親子関係を育む。

地区内の
未就学児
とその保
護者

5月～
12月

3回

チャレンジ遊び
塾

日常生活では体験できない「遊び」や「学び」を通じて，新たな物事への好奇
心やチャレンジ精神を育む。

地区内小
学生

7月～
8月

1回

企業体験教室 清原工業団地の企業との連携による講座を開催し，「日本のものづくり」の技
術や，日本を代表する企業が地域にあることを認識させ，子ども達の郷土の誇
りと愛着を育む。

地区内小
学生

7月 1回

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域に根ざした活力ある教育力向上に取
り組む団体の活動や学校と地域との交流事業などの支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

◎清原の魅力を
発信しよう!!

地域住民が地区の歴史・文化や農産物などの地域資源の魅力を幅広く学び，わ
がまち意識の醸成を図るとともに，SNS等を活用した情報発信や，新たな賑
わいの創出が図れるような講座を開催する。

地区内住
民

5月～
12月

3回

二十歳を祝う成
人のつどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げるこ
とにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝の気
持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋がる契
機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよう実施す
る。

令和6年
度成人
（二十
歳）

1月 1日

清原地区文化祭 清原生涯学習センターの利用団体が，日頃の成果を発表することにより，文化
活動の向上と生涯学習を推進する機会とする。

生涯学習
センター
利用団体
及び地区
内小・
中・高・
大学生等

１1月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的確
に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集するととも
に，その情報を市民に提供する。また，生涯学習サークルや地域住民などの活
動成果を発表する場として，無料展示スペースを提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質の
向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和６年度　清原生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

清原地区は，ゆいの杜地域を中心に新たな居住者が増えており，転入者の地域コミュニティへの参加やわがまち意識の醸成が課題となっ
ている。さらには，ＬＲＴの開通を生かした地域の観光振興や活性化を推進していくため，次世代のまちづくりを担う人材の育成が不可
欠である。
　このようなことから，まちづくりの推進力となる人材育成に資する講座を開催するとともに，オンラインを積極的に活用し，幅広い世
代が講座に参加しやすい環境整備を図る。

〇住民が地域の魅力を再認識し愛着を深めるとともに，地域の観光振興や賑わいの創造に携わる人材の育成につながる講座を展開する。

〇子育て世代の不安解消や地域・家庭の教育力向上を図るため，地元大学や地域在住の専門家などとの連携により，子育て世代や子育て
に関わる人材のニーズに対応した事業を展開する。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市清原工業団地15番地4 【電話番号】028-667-5696 【ファクス】028-667-9062

【開 設】 昭和２６年８月１日 【施設複合化】平成３年４月１日

【対象区域】清原中央小・清原南小・清原北小・清原東小学校・ゆいの杜小学校の各通学区域

07_清原 7



内容 対象 時期 回数

ことぶき塾 日常生活に即した課題や社会問題，歴史，文化，芸能等，生きがいの創出に
つながるような講座を開催することで，高齢者がいつまでも元気でいきいき
と豊かな暮らしを送れるよう支援を図る。

横川地区の
６０歳以上
の住民

６月～
１１月

５回

大好きヨコカワ
【ＣＫＰ】

横川地区のまちづくり活動を担う人材を発掘し，その育成や活用につながる
よう，地域活動参画の契機となるような内容の講座を実施する。

横川地区住
民等

７月 １回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在住者 ９月
１月

２回

親子のびのび講
座

就園前の幼児期に，体操やレクリエーション等を通して，親子のスキンシッ
プを深め，親子双方の育ちを支援するとともに，同じ子育て世代同士が知り
合う場や母親のライフデザインを考える契機を提供する。

２～３歳児
とその保護
者

７月～
１２月

５回

ワクワク体験教
室

児童が，同年代の子ども達と「ものづくり」などの体験活動を通して仲間意
識を育みながら，創意工夫する力を身に付ける講座を実施する。

小学生 ８月 ３回

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の活
動支援を行う。

地域団体 通年 随時

まるごと横川
【ＣＫＰ】

地域学講座として地元横川の魅力などについて学ぶことを通して，地域に対
する理解や愛着を深め，地域づくりに対する意識の醸成を図ることで，人材
育成や地域ビジョンの推進につなげる。

横川地区住
民等

１０月１
１月

２回

二十歳を祝う成
人のつどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和6年度
成人（二十
歳）

１月 １日

横川ふれあいま
つり（文化祭）

横川生涯学習センター利用団体や地区内の小中学校及び各種団体が一体とな
り，特色ある地域文化の向上や生涯学習の推進，主体的な地域づくりの推
進，地域住民の連帯意識の高揚を図る。

横川生涯学
習センター
利用団体，
地区内の小
中学生及び
各種団体，
一般市民

１１月 １回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

★：令和6年度新規事業，　◎：令和6年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要
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令和６年度　横川生涯学習センター事業計画

基本方針

　横川地区においては，地域まちづくり協議会の組織である各種団体が中心となり，様々な活動を展開しており，また，近年人口が増加
するとともに，若い世代の割合が高い状況にある。
　一方で，少子・超高齢化や核家族化の進行に伴い，地域コミュニティの希薄化など様々な課題が生じており，地域の連帯感の醸成や地
域を担う人づくりが急務となっている。
　このようなことから，住民自らが地域に目を向け，地域の課題に気づき，解決に向けた契機とするための講座や，青少年や子育て世
代，高齢者など幅広い世代を対象に，学ぶことの楽しさや仲間づくり，生きがいづくりにつながる講座を実施し，学んだ成果を活かして
地域で活動する人材の育成や，家庭・地域の教育力の向上に結びつくような事業を展開する。

【所在地】宇都宮市屋板町５７６番地１ 【電話番号】028-656-6452 【ファクス】028-656-7702

【開 設】昭和２９年９月２５日

【対象区域】横川中央・横川東・横川西小学校の各通学区域と瑞穂台小学校通学区域のうち，さるやま町及び下栗町

の区域
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内容 対象 時期 回数

◎女性のための大人の
学び講座

子育てなどが落ち着いた女性が，健康に関することや本センターで活動す
る自主学習グループに参加することなどで学び，継続的な「学び」への
きっかけづくりと参加者同士の交流を行う。

瑞穂野地区内
に居住する一
般成人

10月 3回

スマホ講座
【ＣＫＰ】

スマホの操作を学んで，日常生活を便利にするため，必要な知識・技術を
身につける。

瑞穂野地区内
に居住する一
般成人

１０月 1回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近
なスマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在住者 ９月
１月

２回

なかよし親子の広場 幼児期の成長に必要な遊びや体験を通して，親子のふれあいを深めるとと
もに，親子双方の育ちを支援する。また，子育てに必要な知識の習得を促
すとともに子育ての不安を解消し，地域の子育て支援機能の充実を図る。

就学前の幼児
と保護者

６月
10月

5回

はっぴー子育て講座 乳児期の大切な時期に親子のスキンシップや学びを通して，家庭における
子育て力の向上を図るとともに，親同士の子育てネットワーク作りの推進
を図る。

乳児と保護者 ６月
７月

2回

少年ふるさと教室 体験活動を通して，リーダーとしての資質向上と育成を図る。 瑞穂野地区内
に居住する青
少年

5月
1月

2回

親子チャレンジ教室 専門家や地域のボランティアによる指導を受けながら，親子でいろいろな
ことにチャレンジすることにより絆を深めるとともに，体験活動等を通し
て青少年のリーダーとしての資質向上と育成を図る。また，受講生同士の
交流を通して，気軽に話し合える場を設け子育ての一助とする。

瑞穂野地区内
に居住する青
少年の親子

７月
８月

１２月

4回

リーダー講習会 地区内の６年生を対象に，宿泊研修を行い，他校の仲間と交流を図る。 瑞穂野地区内
に小学校６年
生

８月 1回

魅力ある学校づくり地
域協議会などの活動支
援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

◎地域学「みずほの」 地域の特性や歴史，文化などを学ぶことにより郷土への関心や愛着心を高
め，地域の魅力や課題に気づくきっかけを作るとともに，まちづくり意識
の高揚と地域リーダーの育成を図る。

瑞穂野地区内
に居住する一
般成人

６月
１２月

４回

二十歳を祝う成人のつ
どい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げ
ることにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの
感謝の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地
域へ繋がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業
となるよう実施する。

令和6年度成人
（二十歳）

1月 １日

【みずほのフェスティ
バル】
瑞穂野生涯学習セン
ター文化祭
（同時開催：農業祭･
福祉まつり）

センター利用団体の学習成果の発表，小中学生の作品展示等の生涯学習の
推進及び特色ある地域文化の向上発展，地域による主体的な地域づくりの
推進，並びに地域住民の連帯意識の高揚を図る。

地区内一般成
人等・セン
ター利用団体

１１月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに
的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集す
るとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の
質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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③
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令和６年度　瑞穂野生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

 瑞穂野地区においては，まちづくり協議会を組織する各種団体が中心となり様々な「まちづくり活動」を展開している。
 当地域は，大規模な住宅団地の形成により子育て世代が多く居住していることから，子育て支援や青少年の健全育成を着実に推進する必要があ
る。
 その一方で，高齢化や核家族化の進行，さらには新型コロナ感染拡大に伴う生活様式の変化などにより，地域コミュニティの希薄化も目立って
きており，生活の核である家庭の重要性とともに，地域内の結びつきの必要性も一層高まってきている。
 こうしたことから，幼児から高齢者までの幅広い世代を対象に，地域住民が健康で生き生きとした生活ができるよう，また，学ぶ人を増やし，
学んだ成果が地域活動に結びつくきっかけとなる事業の充実を図るとともに，地域課題解決や社会の変化に対応するため，デジタル技術を活用
した講座等を展開する。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市下桑島町1030番地1 【電話番号】028-656-4250 【ファクス】028-656-7704

【開 設】 昭和２６年４月１日 【施設複合化】平成４年４月１３日

【対象区域】瑞穂野北・瑞穂野南小学校の各通学区域と瑞穂台小学校通学区域のうちさるやま町及び下栗町を除く

通学区域

09_瑞穂野 9



内容 対象 時期 回数

◎ヒトマチづくり 地域におけるまちづくりの課題を抽出し，解決の糸口となるようなきっかけ
づくりを行い，地域で活躍できる人材の育成を図る。また，実践的な活動を
通し，地域まちづくり意識の高揚を図ることを目指す。
講座内容は，地域住民の関心が高い防災講座を企画する。

地域内住民 7月 1回

◎いきいきセミナー 多様化する住民のニーズに合わせて，今，住民が必要とする情報や学習機会
を提供することで，生涯学習のきっかけとなり，心豊かな生活の一助となる
よう支援する。
講座内容は，まちづくり活動に役立つスマホ講座を企画する。

地域内住民 6月 1回

★科学実験教室 身近なものをテーマにした科学実験や食中毒や感染症の予防に有効な正しい
手洗い体験などを学習し，科学的なものの見方等を学習する。

地区内に在住
または通学す
る小学３年生
以上の児童

７月 １回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤在住
のスマホ初心
者

未定 2回

ともそだち広場 乳幼児とその保護者が，季節の行事やレクリエーションを通して，親子のふ
れあいや人との関わりを学ぶ。また，親同士が情報交換や情報を共有しなが
ら，親子共々成長していく過程を支援していく。

０～３歳まで
の乳幼児とそ
の保護者

5月
～12月

7回

親子でにこにこクッキ
ング

命の源である食に対する興味や健康への関心を高め，親子で調理することに
より，親子の絆を深める。　また，地場産の食材を活用し，地域への関心を
喚起する。季節の野菜を食材とすることで，季節を感じる豊かな心を育む。

地区内に在住
または通学す
る児童とその
保護者

7月・
12月

2回

★親子寄せ植え講座 親子で花の寄せ植えを行うことで，親子の絆を強めるとともに，季節を感じ
る豊かな心を育む。

地区内に在住
または通学す
る児童とその
保護者

１１月 １回

魅力ある学校づくり地
域協議会などの活動支
援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の活
動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

しろやま地域学 豊かな自然や文化財などの地域資源を知ることで，地域の魅力や課題に気付
くきっかけづくりを行い，郷土愛の熟成と次世代に継承するための住民意識
の高揚を図る。

地域内住民 8月 1回

二十歳を祝う成人のつ
どい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和6年度新成
人（二十歳）

１月 １日

城山生涯学習センター
文化祭

地域住民の自主性と創意によるコミュニティ活動を促進し，特色ある地域文
化の向上発展と生涯学習の推進，地域住民の連帯意識の高揚を図る。

城山生涯学習
センター利用
団体,地域内
小・中学校,県
立盲学校，地
域団体，一般
市民

１１月 １回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和6年度　城山生涯学習センター事業計画

基本方針

　第３次宇都宮市地域教育推進計画に掲げる基本理念の実現のために，個人の興味や関心に沿った多様な学習活動への支援を継続するとともに,地
域主体のまちづくりを推進するため，地域と連携した人づくりや地域づくりの講座を実施する。
　また，城山地区の豊かな自然と歴史ある地域資源を活かしその魅力を再認識できる講座や，災害対応など地域が抱える課題に対応するための講
座を実施し，学習した成果を地域活動に生かすことができる地域の人材育成はもとより，家庭・地域の教育力の向上や，地域全体で子どもの成長
を支える環境づくりに取り組む。

★：令和6年度新規事業，　◎：令和6年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

センター外観

写真

【所在地】 宇都宮市大谷町1059番地5 【電話番号】028-652-4794 【ファクス】028-652-5570

【開 設】 昭和２４年１０月１７日 【施設複合化】平成６年４月１日

【対象区域】明保・城山中央・城山西・城山東小学校の各通学区域
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内容 対象 時期 回数

くにもと元気アッ
プ講座

地域の人が日々元気で生き生きとした生活が送れるよう，フレ
イル予防等について学び，健康寿命の延伸に役立てるととも
に，受講者同士の交流を通じて地域の絆を深めていく。

地区内在住の成
人

6月～
7月

2回

◎くにもと生き生
き教室【ＣＫＰ】

地域団体と連携しながら，防災意識を啓発する講座を開催する
ことで，国本地区の人が安心・安全かつ生き生きとした生活を
送れるよう地区の防災力を高めるとともに，受講者同士の交流
を通じて地域の絆を深めていく。

地区内在住の成
人

8月 1回

スマホ講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応と
して，身近なスマートフォンの基本操作を学ぶ。

市内在住もしく
は在勤のスマー
トフォン初心者

未定 2回

親子ワクワク教室 親子でのさまざまな体験等を通して，子育ての悩みを解決する
ための知識を習得するとともに，同世代の親子と触れ合い情報
交換することで，家庭や地域内での教育力の向上に役立てる。
また，保健師の講話を聞くことで，子育ての環境をより充実で
きるよう，子どもと保護者それぞれの健康管理について学ぶ。

市内在住の未就
園児とその保護
者

6月～
12月

5回

夏休みチャレンジ
教室

小学生の夏休みの宿題に役立つ工作や科学実験など，体験型の
講座を開催することで，ものづくりや科学の楽しさを学ぶとと
もに，他学年・他校の児童との交流を通じ，仲間づくりを図
る。

地区内の小学4
年生～6年生

7月～
8月

2回

くにもとyou.
遊.club

地域や学校と連携し，地域で採れた食材で伝統食やお菓子を作
ることで，親子で地域の良さや食の大切さを再認識してもら
い，郷土愛の醸成や地域の活性化のきっかけ作りとする。

地区内の小学生
とその保護者

12月
R7.1月

2回

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り
組む団体の活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

◎１０倍楽しむ国
本塾【ＣＫＰ】

地域団体と連携し，歴史・文化と地域行事，特産品などを組み
合わせた地域学講座を開催することで，地域の魅力を再発見
し，郷土愛を醸成するとともに，その学習成果を地域課題解決
のために還元できる人材の育成を図る。

地区内在住の成
人

6月～
1１月

5回

二十歳を祝う成人
の集い

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどい
を作り上げることにより，地域社会の一員としての自覚や，地
域に育てられたことの感謝の気持ちと地域に対する誇りを持つ
とともに，地域の人から学び，地域へ繋がる契機となることか
ら，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよう実施す
る。

令和6年度成人
（二十歳）

1月 1回

国本生涯学習セン
ター文化祭

センター利用団体の学習成果の発表の場を提供することで，団
体同士の交流を図るとともに，文化活動の向上と生涯学習を推
進する。

国本生涯学習セ
ンター利用団
体，地区内小中
学校及び一般市
民

11月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・提案し，生涯学習に対する市
民ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯
学習関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供す
る。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや，相
談者の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助
けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和６年度　国本生涯学習センター事業計画

基本方針

　地域の生涯学習活動の拠点として社会の要請や地域住民のニーズに応じた多様な学習の場を提供することで，「地域で活躍できる人
づくり」，「家庭や地域の教育力向上」，「絆づくり」を目的とした事業に取り組む。
（ア）地域人材や地域資源を活かし，地域を学ぶ講座を継続的に開催することで，地域の良さを再認識し，郷土愛を醸成するととも
に，その学習成果を地域に還元できる人づくりを目指す。
（イ）地域と連携し，防災に関する講座を開催することで，災害時に適切な対応ができるようにするなど，地域の安心・安全な生活を
支えることができる人材の育成に繋げる。
（ウ）地域と家庭・学校等と連携した事業を実施し，家庭と地域が一体となって子どもを育てていくという意識を醸成し，地域全体の
教育力向上を図る。
（エ）サークル活動の支援及び趣味・教養・社会の要請等に応じた主催講座や地区文化祭の開催などを通して，地域の課題解決に役立
てるとともに，地域の方々の絆を深めるための交流の機会を創出し，地域コミュニティづくりの強化を図る。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】宇都宮市宝木本町１８６８番地１【電話番号】028-665-2942【ファクス】028-665-7225

【開 設】昭和２５年７月２０日

【対象区域】市域全体及び国本中央・国本西・晃宝小学校の各通学区域
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内容 対象 時期 回数

シニア講座 デジタル化など，シニアを取り巻く環境が変化している中，シニ
アがいつまでも元気で心豊かに過ごせるよう，仲間づくりや生き
がいづくりなどの支援を図る。

地区内の６
０歳以上の
成人

９月～
１２月

２回

とみや女性学 富屋地区の女性への教養，学習の場の提供を通して，地域のネッ
トワークを広げるとともに，女性の力で地域力アップを図る。

富屋地区在
住の成人女
性

５月～
９月

３回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応とし
て，身近なスマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を
図る。

市内在住者 未定 ２回

とみや再発見
【ＣＫＰ】

富屋小学校に学ぶ児童が，自分たちの住んでいる地区の自然や歴
史，文化，産業などについて自ら調べ，学習能力を高めるととも
に，地域の素晴らしさや魅力を知り，郷土愛の心を育てる。

富屋小学校
児童

１２月～
２月

４回

タコづくり講習会 子どもたちの遊びの主流がゲームになっている現代において，地
域の伝統的な遊びである凧あげを体験するための凧を自ら作成す
ることにより，豊かな心と想像力を育むとともに，下野凧を後世
に伝える。

富屋小学校
児童

１１月～
１２月

２回

親子ふれあい教室
「富屋ママたっち
広場」

乳幼児とその保護者を対象に，遊びや体験を通して，親子のふれ
あいを深めるとともに，親同士のネットワークを促進し，家庭・
地域における子育て環境の支援を図る。

就園前の乳
幼児とその
保護者

７月～
９月

３回

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組
む団体の活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

◎とみや魅力発見
ガイド養成講座

「住民主体のまちづくり」をさらに推進するため，地域住民が専
門家の講義やグループワークを通して，自分の住む地域の特徴を
理解し，地域の魅力や課題に気づくとともに，中長期的な地域の
あるべき姿を考える契機とする。また，これらを後世に伝えるた
めに，地域以外の住民にも広く受講者を募り，解説できる人材を
育成する。

富屋の自
然・歴史・
文化財に興
味のある方

６月～
７月

５回

二十歳を祝う成人
のつどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを
作り上げることにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に
育てられたことの感謝の気持ちと地域に対する誇りを持つととも
に，地域の人から学び，地域へ繋がる契機となることから，成人
教育の第一歩として意義のある事業となるよう実施する。

令和６年度
成人（二十
歳）

１月 １日

とみやふるさとま
つり

地域文化の発展向上と地域住民の連帯意識の高揚を図る。 富屋生涯学
習センター
利用団体及
び地域住民

１１月 １回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民
ニーズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習
関連情報を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者
の活動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなど
を行う。

全市民 通年 随時

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と

生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と

な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と

学
ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な
げ
る

仕
組
み
の
充
実

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習

や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地

域
教
育
の
基
盤
の
強
化

令和６年度　富屋生涯学習センター事業計画

基本方針

　富屋地区においては，まちづくり連絡協議会が中心となり地域主体の事業が活発に展開されており，今後も継続して「住民主
体のまちづくり」を推進していくためには，地域を担う人材の育成が，一層求められている。
　こうしたことから，令和６年度においても，住民自らが地域に目を向け，地域の持つ魅力や課題に気づき，地域資源の活用や
課題解決に向けた取り組みの契機とするための地域学講座などへの参画を通して，地域社会を支える「人づくり」の推進につな
がる事業を展開する。
　また，当センターが保健福祉の拠点であるという特徴を活かし，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携を図り，
子育て世代の親子を対象とした特色ある事業を展開する。

【所在地】 宇都宮市徳次郎町80番地2【電話番号】028-665-1663【ファクス】028-665-7226

【開 設】 昭和２４年１２月 １日

【対象区域】富屋小学校通学区域

12_富屋1212



内容 対象 時期 回数

★スマホステップ
アップ講座

「スマホ基礎講座」の受講生等へのステップアップ講座として，行政サービ
スの利用やLINEなどのSNSを活用するために必要な基本操作を学ぶととも
に，ネット詐欺やウィルス感染などのセキュリティに係る知識を習得する。

地区内の一般
成人

１０月～
１１月

２回

とよさと元気塾 超高齢社会において，シニア世代が豊かで潤いのある人生を送れるよう教養
や知識を身に付け，健康で元気に生活することを目指す。

地区内在住の
成人（６０歳
以上）

６月～
１０月

５回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在住者 未定 ２回

子育て広場 音楽鑑賞を通して，親子で音楽を楽しみながら，親子のふれあいを深め，生
き生きとした親子関係を育むきっかけとする。

就学前の幼児
とその保護者

５月～
１０月

２回

◎親育ち講座 子育て中の母親が抱える子育ての悩みや心配事，また，ライフプランなども
含めて，様々なことを語り合い，それぞれの持つ問題を解決していく糸口を
見いだせるようにする。また，今までどおり，託児を付けて，安心して講座
に参加できるようにする。

市内在住の１
～３歳児の保
護者

9月～
１０月

4回

わくわく体験教室 子どもの頃の体験や多くの人との出会いが，生きる力を育み人間力の向上を
培うことから，学校，学年，学級を超えた仲間との交流や，生活体験・社会
体験を通して自ら考え行動できる青少年の育成を図る。

地区内小学校
４・５年生

6月～
１０月

５回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の活
動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

まほろば探検塾 地域の歴史や文化を学ぶことにより，郷土への関心や愛着心を高め，地域の
持つ魅力や課題に気づくとともに，まちづくり意識の高揚を図り，地域活動
のきっかけとする。

地区内在住の
成人

９月～
１２月

４回

◎防災力ＵＰ講座
【ＣＫＰ】

地震や風水害など，突然起こる自然災害に関する知識を習得するとともに，
防災に関する意識の醸成を図り，地域防災力の向上を目指す。

地域団体の役
員等

６月 １回

二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和６年度成
人（二十歳）

１月 １日

豊郷まつり（セン
ター文化祭）

センター利用団体の学習成果の発表の場を提供する。 豊郷生涯学習
センター利用
団体

11月 １回

情報の収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上,学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の

向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体

と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活

動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，

交
流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強

化

令和6年度　豊郷生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

地域の生涯学習活動の拠点として，豊郷地区内の豊かな地域資源を活用しながら，多様化する地域ニーズや話題を捉え，幅広い世代に，多様な
「学び」の場を提供し，学ぶことの喜びを通した「仲間づくり」「生きがいづくり」「郷土愛の醸成」などに加え，地域課題の対応につながる
ような生涯学習を推進する。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市岩曽町825番地1 【電話番号】028-660-2340 【ファクス】028-660-2270

【開 設】 昭和２５年３月２０日 【施設複合化】平成８年４月１日

【対象区域】豊郷中央・豊郷南・豊郷北・海道小学校の各通学区域
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内容 対象 時期 回数

輝き人生教室 余暇の有効活用,健康の維持促進,世代間交流を通して，健康で生きがい
のある生活ができる力を身につける。

地域の高齢者 ８月～
R7.１月

７回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身
近なスマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤在住
のスマホ初心
者

未定 2回

ワクワク子育て仲
間づくり

親子の絆や愛情を深め，心身の健康を育むとともに，受講生同士の交流
を促進し，仲間づくりや子育てに必要な情報を提供する。

市内在住の乳
幼児とその保
護者

６月～
R7.１月

８回

少年大空教室 日常生活では経験できない多様な学習・体験を通じ，自主性や好奇心，
考える力を養うとともに，他者との交流を通じて協調性や社会性の育成
を図る。また，講座をとおして，参加者に篠井地区の魅力を発信する。

地域の小学生
とその保護者
および市内在
住の小学生と
その保護者

８月～
R7.１月

４回

魅力ある学校づく
り地域協議会など
の活動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育向上に取り組む団体の
活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

◎地域力アップ教
室

地域をより一層成長させるために地域を確認し，地区内にある資源・文
化伝統等を新発見し，地域ビジョンの実現へと繋げる。

地域住民およ
び市内在住の
一般成人

７月～
１１月

５回

二十歳を祝う成人
のつどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上
げることにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたこ
との感謝の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学
び，地域へ繋がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義の
ある事業となるよう実施する。

令和６年度成
人（二十歳）

1月 1日

篠井生涯学習セン
ター文化祭

篠井生涯学習センター利用団体の学習成果の発表と団体間の相互交流を
図る。

篠井生涯学習
センター利用
団体及び一般
市民

１１月 １回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズ
に的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収
集するとともに，その情報を市民に提供する。また，生涯学習サークル
や地域住民などの活動成果を発表する場として，無料展示スペースを提
供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動
の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高

揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事

業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，

一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学

ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組

み
の
充
実

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交

流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

令和6年度　篠井生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

　篠井地区は，古くから豊かな自然に恵まれ，世代間の交流を大切にし，歴史と伝統が大切に守られてきた地域であり，まちづくり協議
会とその構成団体である各種団体が主体となり地域活動を活発に行ってきた。
　しかしながら，少子超高齢化，コミュニティ意識の希薄化，団体役員の固定化や担い手不足など，さまざまな課題も生じている。
このようなことから，学びを通して豊かな人間性を育み，地域コミュニティや地域教育の向上を図るため，「篠井地域ビジョン」の考え
方に基づき，地域教育の向上を図る講座，子育ての仲間づくりや家庭教育を学ぶ体験的な講座，魅力や課題を捉える地域学講座などに取
り組み，地域の人材育成とともに「自然と共に伸び伸びと生きるまち　篠井」を目指す。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市下小池町466-1 【電話番号】028-669-2515 【ファクス】028-669-2972

【開 設】 昭和２６年１月２６日 【施設複合化】平成3年４月１日

【対象区域】篠井小学校通学区域

14_篠井1414



内容 対象 時期 回数

スマートフォン初心
者向け講座

市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

地区内の一般
成人

未定 ２回

親子ふれあい広場 乳幼児とその保護者に育児に必要な知識の提供を行い，育児支援を行うこと
で，母子の健康増進と育児不安の軽減を図る。

乳幼児（０～
６歳）とその
保護者

６月～
R7.２月

８回

いきいきシニアすが
たがわ

健康や生きがいづくりに係る知識の習得や運動等を体験し，家庭内でも手軽
に実践できるよう，シニア世代が健康で充実した毎日を過ごすためのきっか
けづくりを提供する。

地区内の６０
歳以上の一般
成人

６月～
R7.２月

６回

ヘルシー料理教室 家庭内で料理を手軽に取り組むことができ，健康増進に繋がる調理実習を地
域健康づくり団体等と連携して企画，家庭内での充実を図る。

地区内の一般
成人

８月～
R7.２月

４回

★目指せ！姿人（す
がたびと）講座

厚生労働省において，毎年３月１日から８日までの期間，「女性の健康週
間」と定め女性の健康づくりを国民運動として展開している中，姿川地区に
おいても，女性の心と身体の健康増進とともに幅広い世代の利用促進を図
る。

市内在住の成
人女性

R7.２月
～3月

１回

★姿川地区イメージ
お絵描きワーク
ショップ

お絵描き創作の楽しさに触れ，その中で姿川地区をイメージするアートを制
作し地元の魅力に気付くきっかけとする。ワークショップにおいては，コロ
ナ過で使用し余った飛沫防止シート（クリアーシート）を使用することで，
アップサイクルによるSDGsの促進も図る。

市内在住の小
学5年生から高
校生

８月 ２回

ふるさと教室 地域団体や企業等と連携しながら，地域内の自然環境・歴史文化や工作など
幅広いジャンルの学習の機会を提供することにより，子どもたちの連帯感や
共同意識を醸成し，将来の地域まちづくりを担う人材に繋げる。

地区内の小学
４年生

未定 1回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の活
動支援を行っていく

地域団体 通年 随時

★姿川地区ワーク
ショップフェス

～暮らしに❝おめか

し❞！ワークショッ

プ～【CKP】

これまで実施した講座「アロマ制作」「お絵かき」「ゆず染め体験」の”
フェスタ”を開催し，参加者等が一堂に会することで，人的・文化交流を図
るとともに姿川地区の新たな文化を創出する。

市内在住の成
人

1２月 １回

姿川歴史教室 「遺跡や文化財マップ」を盛り込んだ「姿川さんぽ」を活用し，「歴史教
室」を開催することにより，地域の文化活動をＰＲするとともに，文化を創
造する風土づくりや文化活動への動機づけを行う。

地区内在住の
成人

未定 １回

二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳となった成人が地域の人とともに式典を作り上げることにより，地域
社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことに感謝の気持ちを持てる
ようにするとともに，二十歳となった成人が地域の人から学べる場，地域へ
繋がる場として教育的意義のある事業として開催する。

令和６年度成
人（二十歳）

1月 1日

ゆず染め教室
※交流事業

他地区の特色を学び，人的交流する機会を創出することで，改めて地区内の
特色や気付きを促すことができる学習の機会を提供するもの。（再掲）

地区内の一般
成人

１２月 １回

姿川生涯学習セン
ター文化祭
※交流事業

センター利用団体の学習成果の発表の場を提供することで，団体同士の交流
を図るとともに，文化活動の向上と生涯学習を推進する。

姿川生涯学習
センター利用
団体，地区内
小中学生及び
一般市民

11月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。また，生涯学習サークルや地域住民な
どの活動成果を発表する場として，無料展示スペースを提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和6年度　姿川生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

姿川地区においては，「姿川地区将来ビジョン」に掲げた将来像を実現するため，地域まちづくり組織が主体となって様々なまちづくり活動に
取り組んでいる。
このような中，姿川地区においては，地域まちづくりへの関心や講座への参加意識を高め，学んだ成果を地域に還元できる機会を提供するとと
もに，まちづくりに関わる人材の確保・育成や，新たな利用者層の拡大に向けた講座を展開していくことが必要である。
　このようなことから，保健福祉における南部地域の拠点であることを活かした子育て・健康づくり等の講座や，魅力ある地域資源を活かし郷
土愛の醸成を図る講座のほか，交流事業をとおした新しい文化に触れ地域活性化に繋がる講座，さらには，新たな姿川地区のイメージの創出が
図れる講座等，既存の枠にとらわれない多様な事業を展開していく。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市西川田町805番地1 【電話番号】028-658-1594 【ファクス】028-659-9425

【開 設】 昭和２６年１２月１日 【施設複合化】平成１５年１２月２２日

【対象区域】姿川中央・姿川第一・姿川第二小学校の各通学区域と新田小学校の通学区域のうちみどり野町，

針ヶ谷町，針ヶ谷１丁目及び若松原３丁目を除く区域

15_姿川1515



内容 対象 時期 回数

さわやか倶楽部
【Ⅴスタッフ】

豊かな経験を引き続き社会に活かしながら，新しい知識や趣味をもつ契機と
なるよう学習の場を提供し，健康で生きがいのある豊かな人生を送るための
支援を行う。

雀宮地区内の６０歳以
上の方

６月～
１２月

６回

ライフアップセミナー
【ＣＫＰ】

社会全体のデジタル化，進展するグローバル化に興味や関心を持ちながら学
習できるような場を提供し，新たなライフスタイルを送るきっかけづくり
や，さらには学習を通し新たな学びを促す機会を図る。

雀宮地区内の一般成人 ７月 １回

雀宮の歴史を学ぶ 地域に愛着を持ち，地域の魅力や特色を発掘し，新たな発見などまちづくり
推進に向けた取組のきっかけとするため，雀宮地区の歴史，伝統文化を学習
する。また，実施においては地域行事と連携し，充実を図る。

雀宮地区内在住者 １１月 １回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，身近な
スマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在住者 未定 ２回

ちゅんちゅん親子ふれあい
広場

親子のスキンシップを通して，よりよい子育ての知識と技能を身につけ，家
庭教育支援の充実を図るほか，育児の喜びや悩みを共有できる仲間との交流
を図る。

未就学児とその保護者 ７月～
１２月

７回

青少年セミナー 自然に親しむ活動やものづくり活動を通して，なかまとの連帯感や責任感を
養い，次世代を担うリーダーシップ精神を育む。

雀宮地区内の小学生
（４～６年生）

７月・
８月

５回

ちゅんちゅん親子チャレン
ジ

親子で協力して取り組む体験の機会を提供することにより，親子の絆を深め
るとともに，親同士，子ども同士の交流を通して，仲間づくりを促進する。

雀宮地区内の小学生
（１～３年生）とその
保護者

８月 １回

地域わくわく子ども塾 雀宮地区の特性を生かし，宇都宮工業高等学校や陸上自衛隊宇都宮駐屯地と
の連携によるものづくりや体験学習を通して，知識・技術を習得すること
で，自立心の向上やリーダーシップの精神を育む。また，世代間の連帯感や
郷土愛の精神を深め，地域づくりの礎を築いていく。

雀宮地区内の小学生
（４～６年生）

７月・
８月

２回

魅力ある学校づくり地域協
議会などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団体の活
動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

Ｉ ＬＯＶＥ雀宮講座
【ＣＫＰ】

自分の住む地域の魅力や課題に気づき，学ぶ機会を提供することで，地域に
対する理解や愛着を深め，まちづくりに対する意識の醸成を図る。

雀宮地区内の成人 ２月 ２回

二十歳を祝う成人のつどい 二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り上げる
ことにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられたことの感謝
の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人から学び，地域へ繋
がる契機となることから，成人教育の第一歩として意義のある事業となるよ
う実施する。

令和６年度成人（二十
歳）

１月 １日

雀宮地域文化祭・収穫祭 「ふるさと雀宮」の特色ある地域文化の向上発展と豊かな農産物の収穫を祝
い，地域の連帯意識の高揚を図ることを目的とする。

雀宮地区内一般市民と
雀宮生涯学習センター
利用団体・雀宮地区内
小中高校等

１１月 １回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニーズに的
確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報を収集すると
ともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活動の質
の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和６年度　雀宮生涯学習センター事業計画

基本方針

　地域の生涯学習の拠点として，幅広い世代を対象に「学び」の機会を提供し，学んだ成果が地域に還元され，地域活動が活発に展開されるよう，以下の考え
方に基づき，「人づくり」と「地域づくり」の観点から生涯学習を推進する。

（ア）　ものづくりや体験活動を通して，仲間との連帯感や責任感を養い，リーダーシップを醸成し，次代を築く「青少年の健全育成」を
          図る。
（イ）　子育て世代の「保護者の気づき」や「親子双方の育ち」を促し，「家庭教育支援」を図る。
（ウ）　心身ともに健康で充実した高齢期を過ごせるよう，健康づくりや趣味・教養の習得を支援し，「高齢者の生きがいづくり」の促進
          を図る。
（エ）　雀宮の文化や歴史など，地域の資源や魅力を再認識し，地域への理解や愛着を深め，「地域コミュニティの強化」を図る。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】宇都宮市新富町9番4号 【電話番号】028-654-1013 【ファクス】028-653-5646

【開 設】昭和２８年１２月１日 【施設複合化】平成元年１０月１６日

【対象区域】雀宮中央・雀宮東・雀宮南小学校の各通学区域，新田小学校通学区域のうち針ヶ谷町，針ヶ谷1丁目及び

兵庫塚3丁目の一部，五代小学校通学区域のうち北若松原1丁目，北若松原2丁目，五代2丁目の一部，五代3丁目の一

部，みどり野町，若松原1丁目，若松原2丁目及び若松原3丁目を除く区域

16_雀宮1616



内容 対象 時期 回数
◎スマートフォン講
座

地域住民の情報リテラシーの向上を図るため，スマートフォンが身近
に感じる内容を含めるなど，幅広い世代の地域住民が参加できる内容
とする。

市内在住・在
勤の成人

９月 ２回

ライフアップセミ
ナーin　かみかわち

健康，生活，歴史，文化，国際交流の５つの分野を柱に，専門性を高
めつつ，地域住民のニーズや時宜を反映した内容とする。

市内在住・在
勤の成人

７月
～12月

8回

★丁寧な暮らしを学
ぶ【CKP】

生涯学習へ興味を持つきっかけ作りとして，郷土料理づくりなど日常
の生活に彩りを添える内容の講座を実施し、楽しみながら学び続ける
学習機会を提供する。

地区内在住・
在勤の成人

11月
～12月

３回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，
身近なスマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤在住
のスマホ初心
者

未定 2回

◎子育て講座 上河内地区子育て支援会議と連携し，子育てや家庭教育の学びの場を
提供するほか，子育て中の保護者が情報交換できる機会を提供する。

市内在住の未
就学児とその
保護者

６月 ３回

◎★子どもふるさと
教室

地区内の各種団体との共催により，地域の様々な活動や魅力に触れ，
郷土愛の醸成を図るとともに，参加者同士の交流を通して，仲間づく
りを促進する。

市内在住の小
学生

７月
～８月

３回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団
体の活動支援を行っていく。

地域団体 通年 随時

◎★上河内地域学 地域の歴史や伝統文化を次世代へ継承していくため，有識者から上河
内地区の歴史，伝統文化について学び，これらを地区内外に伝承でき
る人材を育成する。

地区内在住・
在勤の成人

1月 ３回

上河内地区文化交流
祭

地域の幼稚園，保育園，小中学校の児童生徒及び生涯学習センター利
用団体の作品を一堂に展示し，またセンター利用団体をはじめ地域の
方々が日ごろの学習成果を発表することにより，地域文化の向上と生
涯学習推進の機会とする。

上河内生涯学
習センター利
用団体及び一
般市民

１１月 1回

二十歳を祝う成人の
つどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り
上げることにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられ
たことの感謝の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人
から学び，地域へ繋がる契機となることから，成人教育の第一歩とし
て意義のある事業となるよう実施する。

令和６年度成
人（二十歳）

1月 １日

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニー
ズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報
を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者の様々なニーズに応じて情報提供や助言をするなど，学習活動
を具体的に支援する。

全市民 通年 随時

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要
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令和6年度　上河内生涯学習センター事業計画

基本方針

上河内地域における資源や特性，住民ニーズなどを踏まえ，個人の要望に応える事業と社会の要請に応える事業のバランスを配慮しなが
ら，多様な事業を推進する。事業の実施にあたっては，関係部局や関係機関団体と連携を図り，とりわけ地域の課題解決や活性化につな
がる事業については地域まちづくり推進団体とともに取り組んでいく。

（ア）住民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶことの喜びや社会参加のきっかけとなる趣味・教養的な講座を地域課題や生活課
題を十分に盛り込みながら継続していく。
（イ）「人づくり」の基本となる家庭と地域の教育力の向上を図るため，家庭や親の役割や責任，子どもとの関わり方などについて保護
者の気づきを促す講座や親子双方の育ちを支援するための講座を実施する。
（ウ）地域資源や地域の魅力を再認識し，地域のまちづくりに対する意識が高まるような地域学講座などを通して，地域社会を支える人
材の発掘や育成に取り組んでいく。
（エ）ICT社会の到来に伴い，地域住民誰もがスマートフォンを敬遠せずに，有用な生活情報や災害情報等を入手することによって，快
適な暮らしや安全安心な暮らしを送ることができるよう，情報リテラシーの向上を図る講座を実施する。

【所在地】宇都宮市中里町１８１番地３ 【電話番号】028-674-3131 【ファクス】028－674-3139

【開 設】 昭和４９年 ４月 １日

【対象区域】上河内地区

17_上河内1717



内容 対象 時期 回数
◎かがやくセミナー 受講生がお互いの連帯感を深め，学び合い生き甲斐のある豊かな人生

を過ごす力を身につける「仲間づくり」と地域活動等に関心を持つ
きっかけづくりを推進する。※館外学習あり

市内在住・在勤
している成人の
方

7月
9月

2回

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及びデジタル機器の使用への対応として，
身近なスマートフォンの基本操作を学び，利用技術の向上を図る。

市内在勤在住の
スマホ初心者

未定 2回

子育て広場 子育ての学習を通して親子のふれあいを深め，情報交換の場を提供
し，「仲間づくり」・「ネットワークづくり」を推進する
とともに，新たに両親が参加できる仕組みを取り入れる。
※相談タイムあり

市内在住・在勤
の乳幼児とその
保護者

7月
9月

2回

オモシロ夏休み 子どもたちが「学ぶ楽しさ」を感じ，子どもたちの「自ら考える力」
をはぐくむとともに，「仲間づくり」を推進する。

市内在住・在学
の小学４年生～
６年生

8月 2回

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

魅力ある学校づくり地域協議会など，地域の教育力向上に取り組む団
体の活動支援を行っていく。
※親子で学ぶ郷土料理講座（1月）

地域団体 通年 随時

◎いきいき河内発見
講座

河内の地域資源を学ぶことによって地域の良さを再発見し，地域活動
に関心を持つきっかけづくりを推進する。

市内在住・在勤
している成人の
方

６月
１１月

２回

二十歳を祝う成人に
つどい

二十歳（成人）が地域の人とともに二十歳を祝う成人のつどいを作り
上げることにより，地域社会の一員としての自覚や，地域に育てられ
たことの感謝の気持ちと地域に対する誇りを持つとともに，地域の人
から学び，地域へ繋がる契機となることから，成人教育の第一歩とし
て意義のある事業となるよう実施する。

令和６年度成人
（二十歳）

1月 １日

河内地域文化祭 河内地域内の芸術文化活動にかかわる人達が一堂に会して，相互の交
流を深め，その活動を披露し，地域の芸術文化の向上に寄与すること
を目的として文化の祭典を実施する。

団体及び一般市
民

10月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓発・支援し，生涯学習に対する市民ニー
ズに的確に対応するため，学習施設や学習機会等の生涯学習関連情報
を収集するとともに，その情報を市民に提供する。

全市民 通年 随時

学習相談 相談者のニーズに応じた具体的な学習活動への引き上げや相談者の活
動の質の向上，学習活動中の問題や悩みの解決の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時
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令和6年度　河内生涯学習センター基本方針・事業計画

基本方針

身近な生涯学習の拠点として様々な学習活動やまちづくり活動を支援するとともに社会環境が急激に変化する中において，社会の要請に対
応する事業や人間力の向上，家庭・地域の教育力の向上に資する事業に取り組んでいく。

（ア）地域の魅力を発見できる事業の充実を図る。
（イ）地域の人材等を活用した講座を実施するとともに地域で活躍できる人材の育成に努める。
（ウ）仲間づくりや交流の場を提供し，人と人との絆づくりを推進する。
（エ）人間力の向上や家庭教育力の向上に資する事業を積極的に展開する。

★：令和６年度新規事業，　◎：令和６年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要

【所在地】 宇都宮市中岡本町3221番地4 【電話番号】028-671-3201 【ファクス】028-671-3220

【開 設】 昭和５３年４月１日 【施設複合化】平成２８年３月２２日

【対象区域】岡本・白沢・田原・岡本西・岡本北・田原西小学校の各通学区域
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